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近
年
、
廃
棄
車
両
の
処
理
費
用
の
高
騰
等
に
よ
り
、
道

路
上
に
放
置
さ
れ
一
般
交
通
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
車
両

(い
わ
ゆ
る
路
上
放
置
車
両
)
が
増
加
し
て
お
り
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
路
上
放
置
車
両
の
処
理

に
関
し
て
は
、
処
理
費
用
の
問
題
、
処
理
し
て
も
次
々
と

新
た
な
路
上
放
置
車
両
が
発
生
す
る
と
い
っ
た

｢
い
た
ち

ご
っ
こ
｣
の
問
題
な
ど
、
各
道
路
管
理
者
は
処
理
に
頭
を

悩
ま
せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を

踏
ま
え
、
路
上
放
置
車
両
の
現
状
及
び
処
理
に
つ
い
て
考

察
す
る
。

二

路
上
放
置
車
両
の
現
状

平
成
一
五
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
に
よ
る
と
、
路
上

放
置
車
両
発
見
台
数
は
全
体
で
約
二
九
、
0
0
0
台
で
あ

る
が
、
こ
の
う
ち
三
0
%
以
上
が
指
定
市
に
お
け
る
も
の

で
あ
る

(表
参
照
)。
ま
た
、
市
町
村
道
に
お
け
る
約
一

六
、
0
0
0
件
の
う
ち
、
約
半
数
が
東
京
、
大
阪
、
名
古

屋
の
三
大
都
市
圏
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
特
に
大
都
市

圏
内
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

道
路
管
理
者
は
警
察
と
協
力
し
つ
つ
そ
の
排
除
に
努
め

て
い
る
も
の
の
、
所
有
者
の
確
認
が
困
難
な
場
合
が
多
い

た
め
道
路
管
理
者
自
ら
で
廃
棄
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

あ
り
、
そ
れ
が
さ
ら
に
路
上
放
置
を
助
長
す
る
と
い
う
悪

循
環
が
生
じ
て
い
る
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

調
査
時
点
に
お
い
て
も
路
上
放
置
車
両
総
数
の
約

一

九
%
が
未
処
理
状
態
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
と
し

て
は
今
後
も
他
機
関
と
の
連
携
を
緊
密
に
し
、
こ
の
問
題

に
取
り
組
む
必
要
性
が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三

路
上
放
置
車
両
の
処
理

車
両
の
路
上
放
置
と
い
っ
た
場
合
、
単
な
る
長
時
間
の

駐
車
と
見
な
さ
れ
る
も
の
と
車
両
の
路
上
へ
の
放
置
、
廃

棄
と
見
な
さ
れ
る
も
の
の
二
つ
の
形
態
が
あ
る
。し
か
し
、

駐
車
は
一
般
的
な
道
路
の
使
用

(
一
般
使
用
)
の
一
形
態

で
あ
り
、
道
路
管
理
権

(公
物
管
理
権
)
に
基
づ
い
て
規

制
す
る
と
い
っ
た
対
応
は
な
し
得
ず
、
道
路
管
理
者
は
セ

ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
等
の
注
意
喚
起
措
置
を
行

う
の
が
限
界
で
あ
る
。
一
方
、
道
路
交
通
法
上
の
違
法
駐

車
に
対
し
て
は
、
警
察
に
よ
っ
て
交
通
規
制
権
に
基
づ
く

対
処
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
路
管
理
者
に

と
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
故
障
車
両
の
放
置
、
廃
自
動

車
等
の
放
置
の
場
合
で
あ
る
。

廃
棄
車
両
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
自
動
車
小
売
業
者
、



表 路上放置車両と処理実績 (平成15年度実績)
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自転車等の ｢軽車両｣ は含まない。
がパトロール時等に自ら発見した場合のほか、 通報を受けた結果発見した場合も　
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陣

･
…3 ) 所有者撤去台数には、 所有者が判明し、 道路管理者が所有者に撤去させたものを計上している。

4 ) 道路管理者撤去台数には、 道路管理者が費用を負担して (路上放棄車処理協力会から寄付を受けた場合も含
む。)、 自ら又は回収業者に依頼して撤去した台数を計上している。

5 ) 清掃当局撤去台数には、 道路管理者が清掃当局に連絡して処理を任せたものを計上している。
た
当
聯

　
　
　

　
　
　

　
　
　

回
鞭
撻
を

　
　
　
　

収
に

、
し

回
数
は
上

　
　
　
　

警察才 去ロ
.恥証ま、 道路管理者が警察に連絡し、 刑事事件にかかわる可能性などから警察が撤去する旨回答

を得たものを計上している。
7 ) 上段は当該年度分。 下段括弧書きは、 前年度以前からの繰越分。 ただし、 繰越分が把握できない管理者分は

中
古
自
動
車
小
売
業
者
等
を
通
じ
た
下
取
り
等
に
よ
り
、

そ
の
回
収
、
処
理
が
行
わ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

車
両
を
廃
棄
す
る
た
め
に
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
多
い

現
状
で
は
、
道
路
上
に
長
期
間
放
置
さ
れ
る
よ
う
な
事
態

が
数
多
く
発
生
し
て
い
る
。

路
上
に
放
置
さ
れ
た
車
両
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
の
責

任
に
関
し
て
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
な
っ
た
の
が
、

昭
和
五
〇
年
七
月
二
五
日
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
故
障
の
た
め
路
上
に
八
七
時
間
放
置
さ
れ
た

大
型
車
に
原
付
自
転
車
が
衝
突
し
、
当
該
運
転
者
が
死
亡

し
た
事
件
に
関
し
て
、
バ
リ
ケ
ー
ド
等
の
注
意
喚
起
措
置

を
講
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
道
路
管
理
瑕
疵
が
認
め

ら
れ
た
判
例
で
あ
る
o

こ
の
判
例
を
き
っ
か
け
に
道
路
管
理
者
と
し
て
、
路
上

に
放
置
さ
れ
た
車
両
に
対
し
て
対
応
す
る
必
要
が
よ
り
一

層
強
く
認
識
さ
れ
、
道
路
管
理
権

(公
物
管
理
権
)
に
基

づ
き
、
ど
こ
ま
で
対
応
で
き
る
の
か
と
い
う
検
討
が
な
さ

れ
て
き
た
。

そ
し
て
、
平
成
三
年
、
効
率
的
に
放
置
車
両
に
対
す
る

措
置
が
図
れ
る
よ
う
、
道
路
法
第
四
四
条
の
二
が
新
た
に

規
定
さ
れ
た
。

1

道
路
法
第
四
四
条
の
二
に
つ
い
て

道
路
に
は
、
何
人
と
も
み
だ
り
に
物
件
を
放
置
す
る
こ

と
は
禁
止

(道
路
法
第
四
三
条
)
さ
れ
て
い
る
が
、
併
せ

て
道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
で
維
持
･

　　
　
　
　
　

　
　
　　　
　　
　
　
　

で
台

o者
管

、当
撤
た
は
し

こ
見
む
有
路
ゾ
掃
察
得
段
上

こ
発
合
所
道
む
清
警
を
上
計



修
繕
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な

い
よ
う
努
め
る
責
務
が
あ
る

(道
路
法
第
四
二
条
第

一

項
)。
従
っ
て
、
道
路
管
理
者
は
、
道
路
上
の
放
置
物
件

の
処
理
に
つ
い
て
は
、
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
と
な
る
。

道
路
法
四
四
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理

者
は
、
道
路
に
放
置
さ
れ
た
物
件

(以
下

｢違
法
放
置
物

件
｣
と
い
う
。)
が
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、
又

は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
、
所
有
者
そ
の

他
当
該
違
法
放
置
物
件
に
つ
い
て
権
原
を
有
す
る
者
の
氏

名
及
び
住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の

者
に
対
し
、
監
督
処
分

(道
路
法
第
七
一
条
第
一
項
)
を

命
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
当
該
違
法
放
置
物
件

を
自
ら
除
去
し
、
又
は
そ
の
命
じ
た
者
若
し
く
は
委
任
し

た
者
に
除
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
、と
規
定
し
て
い
る
。

同
条
に
い
う

｢違
法
放
置
物
件
｣
と
は
、
正
当
な
権
限

な
く
道
路
上
に
置
か
れ
て
い
る
物
件
、
道
路
に
落
下
し
た

車
両
積
載
物
又
は
上
空
等
か
ら
道
路
上
に
落
下
し
た
物
件

等
で
、
他
人
の
所
有
又
は
占
有
に
係
る
有
価
物
を
い
う
。

｢道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
｣
て
い
る
場
合
と
は
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
重
量
物
が
も
た
れ
か
か
っ
て
い
る
場
合

な
ど
を
い
い
、
｢交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
｣
と
は
、
車
道
上
に
運
搬
貨
物
や
建
設
資
材

が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
合
等
、
当
該
道
路
の
交
通
状
況
や

放
置
物
件
の
形
態
か
ら
し
て
、
当
該
違
法
放
置
物
件
を
放

置
す
れ
ば
、
安
全
な
交
通
が
阻
害
さ
れ
る
危
険
が
大
き
い

よ
う
な
場
合
を
い
う
o

さ
ら
に
、
｢違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
等
の
氏
名
及
び

住
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
｣
場
合
と
は
、
物
件
の
放

置
さ
れ
た
現
場
に
占
有
者
等
が
お
ら
ず
、
ま
た
、
占
有
者

名
等
の
表
示
も
な
い
た
め
違
法
放
置
物
件
の
占
有
者
等
が

不
明
で
あ
る
場
合
を
い
う
。

同
条
第
二
項
以
降
の
規
定
及
び
道
路
法
施
行
令
に
よ

り
、
道
路
管
理
者
は
、
違
法
放
置
物
件
を
保
管
す
る
義
務

が
あ
り
、
保
管
開
始
日
か
ら

-
四
日
間
、
必
要
事
項
を
道

路
管
理
者
の
事
務
所
に
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公

示
後
も
占
有
者
等
が
不
明
な
場
合
は
、
評
価
額
一
〇
万
円

以
上
の
物
件
に
つ
い
て
官
報
に
掲
載
し
、
同
時
に
保
管
違

法
放
置
物
件
一
覧
簿
を
作
成
し
、事
務
所
に
備
え
付
け
る
。

公
示
後
三
ヵ
月
経
過
時
点
で
、
違
法
放
置
物
件
の
保
管
に

不
相
当
な
費
用
や
手
数
を
要
す
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て

競
争
入
札
に
よ
り
売
却
が
可
能
と
な
る
が
、
違
法
放
置
物

件
の
買
受
人
が
無
い
場
合
で
、
そ
の
価
額
が
著
し
く
低
い

場
合
は
、
当
該
物
件
を
随
意
契
約
に
よ
り
売
却
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
公
示
後
六
ヵ
月
を
経
過
し
て
も
違
法
放

置
物
件
又
は
売
却
代
金
を
返
還
で
き
な
い
場
合
は
、
所
有

権
が
道
路
管
理
者
に
帰
属
す
る
こ
と
と
な
る
。

2

実
務
上
の
取
扱
い

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
路
上
放
置
車
両
を
発
見
す
る
等
実
際

に
道
路
管
理
者
が
路
上
放
置
車
両
を
確
認
し
た
場
合
に
つ

い
て
、
車
両
と
し
て
の
機
能
が
残
っ
て
い
る
場
合
、
道
路

法
上
の

｢車
両
｣
の
駐
停
車
と
い
う
道
路
の
一
般
使
用
の

一
形
態
の
範
囲
で
あ
り
、
道
路
管
理
権
に
基
づ
く
対
応
は

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
を
設
置
す
る
等
に
よ
る
注
意
喚
起
に

と
ど
ま
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
そ
の
後
の
対
応
は
、
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
か
ら
所
有
者
が
確
認
で
き
る
場
合
は
道
路

交
通
法

･
保
管
場
所
法
に
基
づ
く
処
理
、
所
有
者
が
確
認

で
き
な
い
場
合
は
遺
失
物
法
に
基
づ
き
、
い
ず
れ
も
警
察

が
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
。

車
両
と
し
て
の
機
能
が
残
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
道
路

上
へ
の
放
置
物
件
と
な
り
、
所
有
者
が
わ
か
っ
て
い
る
場

合
は
、
道
路
法
第
七
一
条
に
基
づ
く
移
転
、
除
却
命
令
を

行
う
が
、
通
常
は
所
有
者
が
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
く
、

そ
の
場
合
は
経
済
的
価
値
の
有
無
に
よ
り
、
対
応
が
分
か

れ
る
。
経
済
的
価
値
が
あ
る
場
合
、
違
法
放
置
物
件
の
価

額
に
比
し
て
保
管
に
相
当
な
費
用
等
を
要
す
る
と
き
は
売

却
し
、
そ
の
費
用
を
保
管
で
き
る

(道
路
法
第
四
四
条
の

二
第
四
項
)。
売
却
代
金
は
、
公
示
の
日
か
ら
起
算
し
て

六
ヵ
月
を
経
過
し
て
も
返
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
、
所
有
権
は
違
法
放
置
物
件
を
保
管
す
る
道
路
管
理
者

に
帰
属
す
る

(道
路
法
第
四
四
条
の
二
第
八
項
)。
経
済

的
価
値
が
な
い
場
合
、
道
路
放
置
物
件
の
価
値
が
著
し
く

低
い
と
き
は
当
該
物
件
を
廃
棄
で
き
る

(道
路
法
第
四
十

四
条
の
二
第
五
項
)。
ま
た
、
廃
棄
物

(明
ら
か
に
所
有

権
を
放
棄
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
も
の
)
と
し
て
通
常

の
維
持
管
理
、
清
掃
に
よ
り
道
路
管
理
権
に
基
づ
く
処
理



法律上の処理 実体上の処理

発見時 車両としての機能を有しているか ①道路管理者においてセーフティコ
ーン等の安全措置を実施

②所轄警察署に道路交通法によると
ころの ｢車両｣ に当たるか否かの
判断を依頼

③盗難車、車両が動ける状態である、
など、 ｢車両｣ に当たると判断さ
れれば違法駐車として所轄警察署
において処理

④ ｢車両｣ に当たらないと判断され
れば道路管理者において処理

あり =なし

榊!
警 :

道路法【基づき建

為
'穢“'““

遺失物法の規定により警察が処理

を
行
う
権
限
も
あ
り
、
移
動
、
処
分
が
可
能
で
あ
る

(道

路
法
第
四
二
条
)。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
図
の
と
お
り
と
な
る
。

発見後 車両の所有者の確認

所有者が判明 所有者が判明せず

‘経済的価値がある場合> 違法放置物件として、道路法第4 4条の
違法放置物件として、道路法第7 1条に &に基づき移転 ･除却及び保管を行い、
基づき移転 ･除却命令、又は代執行 公示を行う

(経済的簡酋がない場合>
違法放置物件として、道路法第7 1鐘に
基づき移転 ･除却命令、又は代執行
(廃棄物として清掃当局に対処依頼、又

は自ら処理業者に連絡)

①放置車両に警告文貼り付け後一定
期間で撤去

②撤去箇所に告知文を貼り付けて公
　

廃棄処 経済的価値の検討
分

経済的価値がある (違法家蟹物件,

○違法放置物件の価額に比して保管に
相当な費用等を要するときは売却し、
その費用を保管できる
(道路法第4 4条の2第4項)

経済的価値がない

(違法放置物件>
○違法放置物件の価額が著しく低いとき
は当該物件を廃棄できる
(道路法第4 4条の2第5項)

‘廃棄物‘明らかに所有権を放棄したも
のと認められるもの〃
0道路の通常の維持管理の一環として、
一般廃棄物として処理
(道路法第4 2条)

図 違法放置車両に係る法律上の処理と実体上の処理との整理図

0一定の公示期間を経て連絡が取れ
ない場合は廃棄
(実際には違法放置車両の場合でも

売却するほどの価額がつかないもの
がほとんど)
○厚生省との協議により、
①従前より道路管理者において廃棄
車両の処理のための予算措置を講
じている場合には、道路管理者に
おいて業者に処理させている。

②①以外の場合には清掃当局におい
て業者に処理させ、処理費用は、
路上放棄車処理協力会から寄付を
受ける。ただし、寄付の受入れに
支障がある場合には、道路管理者
において、新たに予算措置を講じ
て、業者に処理させている。



3

こ
れ
ま
で
の
国
土
交
通
省
の
取
組
み

道
路
管
理
行
政
の
監
督
官
庁
と
し
て
、
ま
た
直
轄
の
一

般
国
道
の
道
路
管
理
者
と
し
て
、
国
土
交
通
省
は
積
極
的

に
路
上
放
置
車
両
問
題
へ
の
取
組
み
を
行
っ
て
き
た
。

ま
ず
、
先
に
述
べ
た
最
高
裁
判
例
を
契
機
に
、
昭
和
五

〇
年
一
二
月
エ
ハ
日
付
け
建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理

課
長
通
達
を
発
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
路
上
放
置
車
両

を
発
見
し
た
場
合
に
は
、
注
意
喚
起
措
置
を
講
じ
、
警
察

に
連
絡
。
所
有
者
判
明
の
場
合
、
道
路
交
通
法
に
基
づ
き

処
理
、
所
有
者
判
明
せ
ず
、
経
済
的
価
値
の
あ
る
も
の
は

遺
失
物
法
に
基
づ
き
処
理
す
る
、
放
棄
さ
れ
た
と
認
め
ら

れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理
者
が
、
期
限
を
記
し

た
撤
去
警
告
書
を
貼
付

(道
路
法
第
七
一
条
第
四
頃
に
基

づ
く
公
告
)、
期
限
到
来
後
、
道
路
管
理
者
よ
り
清
掃
当

局
に
連
絡
し
、
清
掃
当
局
の
協
定
業
者
が
処
理
す
る
、
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
と
も
と
本
通
達
は
協
力
体
制
の
ひ

な
型
を
示
し
た
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
現
場
で
手
続
き
を
進

め
る
に
当
た
っ
て
、
費
用
の
負
担
問
題
等
の
た
め
に
清
掃

当
局
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
、
あ
る
い
は
、
警
察
当
局
の

協
力
も
得
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
事
態
が
生
ず
る
場
合
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
所
有
者
が
確
認
で
き
な
い
場
合
、
経
済
的

価
値
が
あ
っ
て
も
、
遺
失
物
法
に
基
づ
く
処
理
を
行
う
た

め
に
必
要
と
な
る
保
管
集
積
場
所
を
ど
う
確
保
す
る
か
と

い
っ
た
問
題
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
平
成
三
年
に
、
｢道
路
法
及
び
駐
車
場
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
｣
(平
成
三
年
法
律
第
六
0
号
)

に
よ
っ
て
、
道
路
法
第
四
四
条
の
二
が
新
た
に
規
定
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
同
法
第
四
三
条
第
二
号
違
反
の
道
路
上
へ

の
放
置
物
件
に
対
す
る
監
督
処
分
に
つ
い
て
、
法
七
一
条

の
監
督
処
分
の
特
則
を
設
け
た
も
の
で
あ
る
。す
な
わ
ち
、

違
法
放
置
物
件
が
現
に
道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
し
、

ま
た
は
交
通
に
危
険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
は
、
法
七
一
条
第
四
項
に
基
づ
く
相
当
の
期
間
の
公
告

を
経
ず
に
、
自
ら
当
該
物
件
を
除
去
で
き
る
こ
と
と
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
保
管
期
間
に
関
し
て
も
、
三
ヵ

月
を
経
過
し
た
場
合
、
保
管
に
不
相
当
の
費
用
ま
た
は
手

数
を
要
す
る
と
き
は
換
金
が
可
能
で
、
遺
失
物
法
の
規
定

を
参
考
と
し
て
六
ヵ
月
保
管
す
る
と
所
有
権
が
道
路
管
理

者
に
移
転
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

立
法
当
時
、
違
法
放
置
物
件
に

｢車
両
｣
が
含
ま
れ
る

か
議
論
と
な
っ
た
が
、
道
路
法
が
公
物
管
理
に
関
す
る
法

律
で
あ
る
た
め
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
し
、
｢車
両
｣
は
含
ま
れ
な
い
が
、
す
で
に
車

両
と
し
て
の
機
能
を
失
っ
た
物
件
は
道
路
法
上
の
｢車
両
｣

で
は
な
く
、
道
路
交
通
に
重
大
な
支
障
と
な
る
も
の
は
違

法
放
置
物
件
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
整
理
さ
れ
て
い

る
oそ

の
後
道
路
法
四
四
条
の
二
に
基
づ
き
、
路
上
放
置
車

両
に
対
す
る
対
処
方
法
を
い
か
に
変
更
す
る
べ
き
か
検
討

さ
れ
、警
察
庁
及
び
厚
生
省
と
の
綿
密
な
連
携
の
も
と
に
、

平
成
五
年
三
月
三
〇
日
付
け
建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課
長
通
達
を
発
出
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
警
察
当
局
と

の
協
議
に
よ
り
、
車
両
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
か
否
か

を
判
断
す
る
過
程
を
明
確
化
す
る
こ
と
、
車
両
と
し
て
の

機
能
を
有
す
る
場
合
、
あ
る
い
は
犯
罪
等
と
の
関
わ
り
が

認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
警
察
当
局
が
対
処
す
る
こ
と
、
警

察
当
局
が
対
処
す
る
も
の
以
外
は
、
明
ら
か
に
所
有
権
の

放
棄
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
除
き
、
道
路
法
第
四
四
条
の

二
に
基
づ
き
対
処
す
る
こ
と
、
明
ら
か
に
所
有
権
の
放
棄

が
認
め
ら
れ
る
も
の
及
び
道
路
法
第
四
四
条
の
二
に
基
づ

く
手
続
き
を
経
て
廃
棄
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
は
、
原
則

と
し
て
清
掃
当
局
に
お
い
て
業
者
が
処
理
す
る
こ
と
、
等

が
規
定
さ
れ
た
。

四

お
わ
り
に

路
上
放
置
車
両
は
道
路
の
良
好
な
利
用
環
境
を
阻
害
す

る
だ
け
で
な
く
、
時
に
は
重
大
な
事
故
を
引
き
起
こ
す
原

因
と
な
る
な
ど
、
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
数

年
は
路
上
放
置
車
両
数
は
横
ば
い
状
態
で
あ
る
も
の
の
、

都
市
部
に
お
い
て
は
依
然
と
し
て
多
く
の
路
上
放
置
車
両

が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
撲
滅
に
向
け
て
、
よ
り
一
層
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
本
年
一
月
一
日
よ
り
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
放
棄
車
両
の
減
少
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
と
も
、
路
上
放
置
車

両
数
の
動
向
に
つ
い
て
、
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
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浮
き
対
話濁
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轡
自
治
体
に
諺
捗
る

略
上
麒
置
藁
両
⑭
稟
態
に
つ
い
て

穴
頤
府
に
蘂
捗
る
煎
置
自
動
薹
の

処
理
の
現
状
に
つ
い
て

大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室
道
路
環
境
課

一

は
じ
め
に

放
置
自
動
車
は
、
新
た
な
自
動
車
の
放
置
や
他
の
ゴ
ミ

の
投
棄
を
助
長
･
誘
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
美
観

を
損
ね
る
と
と
も
に
、
府
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境

を
阻
害
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

使
用
済
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
･
適
正
処
理
を
目
的
と

し
た

｢使
用
済
自
動
車
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

(自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
)｣
が
平
成
一
七
年
一
月
一
日
か

ら
全
面
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
新
車
は
、
購
入
時
に
リ
サ
イ
ク
ル
料

金
を
先
払
い
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
お
り
、既
販
車
は
、

最
初
の
車
検
時
ま
で
に
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
支
払
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
車
検
が
完
了
す
る
平
成

一
九
年
度
末
ま
で
に
は
、
料
金
の
支
払
い
を
逃
れ
よ
う
と

し
て
放
置
自
動
車
が
さ
ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
放
置
自
動
車
の
増
加
を
抑
制

し
、
速
や
か
な
撤
去
を
促
進
す
る
こ
と
が
緊
急
の
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の
法
制
度
で
は
、
放
置
自
動
車

の
所
有
者
を
究
明
す
る
手
段
や
所
有
者
に
撤
去
を
講
じ
さ

せ
る
た
め
の
措
置
が
限
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
所
有
者
等

が
不
明
で
施
設
管
理
者
が
撤
去
を
行
う
場
合
に
長
期
間
を

要
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
放
置
自
動
車
の
効
果

的
な
対
策
に
つ
い
て
、
新
た
に
制
度
化
を
図
る
必
要
が
あ

り
、
平
成
一
六
年
三
月
に

｢大
阪
府
放
置
自
動
車
の
適
正

な
処
理
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

以
下
に
、
大
阪
府
に
お
け
る
放
置
自
動
車
対
策
の
現
状

(条
例
施
行
前
)
及
び
同
条
例
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る

こ
と
と
す
る
。



道
路
管
理
者
が
、
そ
の
車
の
所
有
者
が
放
棄
さ
れ
て
い
る

か
否
か
に
つ
い
て
確
認
し
た
上
で
撤
去
を
行
っ
て
き
た

(図
2
)。

2

放
置
自
動
車
の
撤
去
ま
で
の
手
続

(条
例
施
行
前
)

大
阪
府
で
は
、
道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
に
つ
い

て
は
、
放
置
自
動
車
等
処
理
要
領
を
制
定
し
、
で
き
る
限

り
早
期
な
撤
去
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
た
め
、
道
路
管
理
者
等
が
放
置
自
動
車
を
発
見
し

た
場
合
は
、
警
察
等
に
昭
容
云を
行
い
、
そ
の
結
果
、
所
有

者
が
判
明
し
た
場
合
は
、
所
有
者
へ
の
撤
去
指
導
を
行
っ

て
き
た
。
ま
た
、
所
有
者
が
判
明
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

二

大
阪
府
に
お
け
る
放
置
自
動
車
対
策
の
現

状
(条
例
施
行
前
)

1

府
域
の
放
置
自
動
車
の
現
状

府
域
で
確
認
さ
れ
た
放
置
自
動
車
台
数
は
、
平
成
一
〇

年
度
に
六
、
二
九
一
台
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
一
四
年

度
に
は
七
、
八
六
二
台

(道
路
、
公
園
、
港
湾
等
含
む
)

と
な
っ
て
お
り
、
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
た

(図
↓

。

3

条
例
施
行
前

大
阪
府
で
は
、
放
置
自
動
車
等
処
理
要
領
に
基
づ
き
、

放
置
自
動
車
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
所
有
者
を
究

明
す
る
手
段
や
所
有
者
に
撤
去
を
講
じ
さ
せ
る
た
め
の
措

置
が
限
ら
れ
て
い
る
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。

三

『大
阪
府
放
置
自
動
車
の
適
正
な
処
理
に

府城の放置自動車は増加傾向 行政による放置自動車の撤去負担増

撤去率

H 14

率
%　

　

　

膀

去

合

関
す
る
繁
例
｣
に
つ
い
て

　

　

　

潴

割

れ

所

彌

鱗
縢

ー

条
例
施
行
に
よ
る
対
策

14日間経過後に撤去 ･廃棄

所有者に撤去指導

　
　

　

　
　

　

搬

大
阪
府
に
お
け
る
放
置
自
動
車
対
策
の
現
状
を
踏
ま

H 13

者

陣

椒
貼

朧

が
不
寸
尺
で
ち
っ
と
こ
と
か
ら
･
｢犬
反
杼
茂
畳
ヨ
釛
巨

　

　

　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　

度

合

嬢

淺
鵠

M

の
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
｣
を
制
定

(平
成
一
六
年

　
　

　

　

　
　

日
年

確

路

三
月
三
〇
日
)
し
、
平
成
一
六
年
七
年
二
二
日
に
施
行
し

大阪府域の放置自動車の確認台数と行政による撤去台数の推移

三
月
三
〇
日
)
し
、
平
成
一
六
年
七
年
二
二
日
に
施
行
し

て
以
下
の
対
策
を
行
っ
て
い
る

(図
3
)。

6カ月経過後に廃棄

大阪府における手続例

め

･

者
等
が
行
う
も
の
と
し
た
。

原

図

ま
た
、
自
主
撤
去
を
促
す
た
め
、
所
有
者
等
に
撤
去
勧

半

饑

'

図

｣圏｣ 確認台数 ÷"÷撤去台数

74%

しし
し
し
!
)
、

月

-□
-中
"

70%



0所有者醇が不明で、
一定期間放置され、
基準に該当する放饉

0安全で快適な生活環境の保全
0地域の美観の維持

　
　　　　　　　

　

　　　　　　　　
　

　

　
　
　
　

　
　
　

　

　

　適

　
　　理＼̂＼

管

　　　
　　

　
　

　

　･しは

　
　

　

　　
　　

　

　

熊
切ト

こ

図

た
場
合
は
二
〇
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
す
こ
と
と
し
た
。

②

所
有
者
等
を
特
定
す
る
た
め
の
調
査

(条
例
第
四
条
)

放
置
自
動
車
の
所
有
者
等
を
特
定
し
よ
う
と
し
て
も
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
外
さ
れ
て
い
て
車
外
か
ら
の
調
査
で

は
特
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が
多
い
た
め
、
エ
ン
ジ

ン
ル
ー
ム
内
に
あ
る
車
台
番
号
な
ど
か
ら
自
動
車
登
録
フ

ァ
イ
ル
上
の
所
有
者
等
を
特
定
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
施
錠
を
解
除
し
て
、
必
要
最
小
限
度
に
お

い
て
車
内
調
査
を
行
え
る
こ
と
と
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
目 的

③

迅
速
･
適
正
に
撤
去
処
分
す
る
た
め
の
仕
組
み

(条
例
第
七
条
･
第
八
条
)

所
有
者
等
が
不
明
の
場
合
に
は
、
放
置
か
長
期
駐
車
か

を
速
や
か
に
判
断
す
る
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
や
タ
イ
ヤ
の
有

無
な
ど
複
数
の
点
検
項
目
を
ま
と
め
た

｢鹿
自
動
車
認
定

基
準
｣
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
連
行
の
用
に
供
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
な
ど
、
適
正
な
手
続

を
行
い
、
速
や
か
に
処
分
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。

鰡

適
用
範
囲

条
例
に
基
づ
く
措
置
は
、
所
有

･
管
理
の
権
限
及
び
責

任
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
条
例
の
適
用
対
象
地

は
府
の
所
有
地
及
び
管
理
地
と
し
た
。

2

条
例
施
行
に
よ
る
効
果

条
例
に
基
づ
き
車
内
調
査
等
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
所
有
者
を
究
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
放

置
し
た
人
の
責
任
を
し
っ
か
り
問
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ま
た
、
所
有
者
を
割
り
出
し
最
高
二
〇
万
円
の
罰
金
を

科
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

①

放
置
自
動
車
の
台
数
が
、
条
例
施
行
か
ら
約
七
ヵ

月
が
経
過
し
た
時
点
と
前
年
度
の
同
時
点
と
を
比
較

す
る
と
、
確
認
台
数
が
約
二
0
%
減
少
し
た
。

②

ま
た
、
確
認
さ
れ
た
放
置
自
動
車
に
対
す
る
自
主

撤
去
さ
れ
た
車
の
比
率
は
、
条
例
施
行
前
と
比
較
す

る
と
二
四
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。

③

さ
ら
に
、
府
が
処
分
し
た
放
置
自
動
車
の
処
理
台

数
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
撤
去
費
用
の
軽
減
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
。

3

今
後
の
課
題

条
例
に
お
い
て
車
両
の
撤
去
を
所
有
者
の
責
任
と
規
定

し
た
た
め
、
所
有
者
が
撤
去
を
渋
っ
た
場
合
に
は
府
が
勝

手
に
処
分
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
撤
去
す
る
場
合
に
は
所

有
者
に
対
す
る
再
三
の
通
報
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

撤
去
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ

る
。ま

た
、
罰
金
を
科
す
ま
で
に
は
撤
去
勧
告
や
命
令
な
ど

の
措
置
を
行
う
段
階
が
あ
り
、
手
続
を
踏
ん
で
い
る
間
は

放
置
車
両
が
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
と
な
り
、
府
民
か
ら
の

苦
情
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

放
置
自
動
車
を
一
掃
す
る
た
め
に
は
、
府
民
ひ
と
り
ひ

と
り
に
自
己
責
任
を
果
た
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
自
動
車
の
放
置
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い

と
い
う
意
識
を
し
っ
か
り
と
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
府
民

に
P
R
す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
こ
の
条
例
の
適
用
範
囲

が
、
府
が
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
土
地
に
限
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
府
域
全
体
で
放
置
自
動
車
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
に
は
、
府
内
の
市
町
村
に
同
様
の
条
例
の
制
定

を
働
き
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。



ま
た
、
条
例
に
基
づ
き
適
切
･
迅
速
に
放
置
自
動
車
を

処
理
す
る
た
め
に
、
手
引
書
で
あ
る

｢放
置
自
動
車
条
例

運
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
｣
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
事
務
処

理
を
行
っ
て
い
る
が
、
条
例
施
行
後
半
年
が
経
過
し
、
い

ろ
い
ろ
な
問
題
も
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
正
に
も
今
後
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

あ
り
、
か
つ
、
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
所

有
権
放
棄
の
意
思
が
合
理
的
に
推
定
で
き
ず
、
ま
た
、
価

値
が
あ
る
遺
失
物
と
し
て
扱
う
に
は
、
保
管
場
所
の
確
保

な
ど
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
私
有
地
･
私
道
な
ど
、
公
道
以
外
の
場
所
に
放

置
さ
れ
た
自
動
車
の
処
理
に
つ
い
て
の
問
題
も
あ
る
。
地

域
住
民
か
ら
見
る
と
放
置
場
所
が
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
は

表 1 横浜市における放置自動車処理実績
(単位 :台)

12年度 13年度 14年度 15年度 16年度

発見 ･ 通報 l
,
512 1

,
642 1

,
708 l

,
504 1

,
l80

諮問台数 802 802 902 鮖 椰
報告台数

/ / / /
49

本市撤去 644 鰓 7 16 792 523

自主撤去 954 螂 蠅 ㈱ 鰓
※ 報告台数は廃物判定委員会への諮問を省略し、 廃物として公告したもの
※ 撤去については、 発見 ･通報をした年度を越えて実施している場合があります

纜
無
南
に
蘂
捗
る
略
圭
臓
置
薹
両
の
現
状

横
浜
市
資
源
循
環
局
適
正
処
理
部
業
務
課
美
化
推
進
等
担
当
課

半
澤

和
男

同

工
藤

裕

彌
本
市
に
お
け
る
路
上
放
置
車
両
の
現
況

平
成
一
五
年
度
に
お
け
る
路
上
放
置
車
両
は
発
見
･
通

報
ベ
ー
ス
で
一
、
五
〇
四
台
、
そ
の
う
ち
、
七
九
二
台
を

本
市
に
て
撤
去

･
処
理
し
た

(表
1
参
照
)。

こ
れ
に
よ
る
と
、
放
置
自
動
車
の
発
見
台
数
は
一
四
年

度
ま
で
は
増
加
傾
向
、
一
五
年
度
に
や
や
減
少
し
、
一
六

年
度
は
、
対
前
年
度
比
二
割
減
で
あ
り
、
か
な
り
の
減
少

と
言
え
る
。
一
七
年
一
月
一
日
か
ら
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

法
が
施
行
さ
れ
、
自
動
車
の
廃
棄
時
に
所
有
者
が
リ
サ
イ

ク
ル
料
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル

料
を
惜
し
ん
で
の
放
置
が
増
加
す
る
の
で
は
な
い
か
と
懸

念
さ
れ
た
が
、
実
績
と
し
て
は
逆
に
減
少
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
本
格
施
行
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
が
、
最
近
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
高
騰
も

そ
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

三

路
上
放
置
車
両
の
処
理
の
流
れ

放
置
自
動
車
の
処
理
は
発
見
か
ら
撤
去
ま
で
に
長
い
期

間
を
要
し
、
ど
こ
の
自
治
体
も
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
。

放
置
自
動
車
の
処
理
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
の
本
質
は
何

で
あ
ろ
う
か
。
も
し
も
放
置
自
動
車
で
は
な
く
て
、
空
き

缶
や
紙
く
ず
が
道
路
上
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
ら
、
ど
う
す

る
か
。
答
は
簡
単
で
、
道
路
上
に
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や

紙
く
ず
は
所
有
権
の
放
棄
が
合
理
的
に
推
定
さ
れ
、
所
有

権
の
問
題
に
煩
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ご
み
と
し
て
掃
除

す
れ
ば
よ
い
。
放
置
自
動
車
処
理
が
難
し
い
の
は
、
そ
れ

が
、
た
だ
ち
に
は
、
ご
み
と
し
て
扱
え
な
い
ほ
ど
価
値
が



関
係
な
く
、
そ
の
場
所
に
自
動
車
が
放
置
さ
れ
て
い
る
と

い
う
事
実
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
処
理
に
関

し
て
は
、
土
地
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
明
確
に
規

定
さ
れ
た
も
の
は
な
い
。
こ
れ
を
解
決
す
る
方
策
も
課
題

で
は
あ
る
が
、
ま
た
の
機
会
に
論
じ
た
い
と
思
う
。

さ
て
、
自
治
体
の
処
理
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
そ
の
方

法
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
目
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
た
だ
ち
に

は
ご
み
と
し
て
扱
え
な
い
な
ら
、
一
定
の
廃
物
基
準
に
あ

て
は
め
、
｢廃
物
｣
=

｢ご
み
｣
と
凝
制
し
て
、
(所
有
権

の
呪
縛
の
な
い
)
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
。
も
う
一
つ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
価
値
あ
る
遺
失
物
類
似
品
と
し
て
の
遺

失
物
法
類
似
の
法
手
続
に
よ
り
放
置
自
動
車
を
適
切
に
保

管
し
て
、
所
有
権
を
取
得
し
、
処
理
す
る
。
所
有
権
を
取

得
す
れ
ば
、
そ
の
処
分
は
所
有
者
の
自
由
で
あ
る
か
ら
、

売
却
も
解
体
処
理
も
自
由
に
で
き
る
。
た
だ
し
、
所
有
権

取
得
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
六
ヵ
月
間
の
善
良
な
管
理
者
の
保

管
義
務
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

理
論
的
に
は
以
上
の
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
基
礎
的
自
治
体
で
あ
る
本
市
と
し
て
は
、

原
則
と
し
て
ご
み
と
し
て
処
理
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法

に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

｢横
浜
市
放
置
自
動
車
及
び
沈
船
等
の
発
生
の
防
止
及
び

適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
｣
(平
成
三
年
九
月
二
五
日

制
定
)
に
よ
り
、
放
置
自
動
車
を
原
則
と
し
て
、
第
三
者

機
関
の
廃
物
判
定
委
員
会
に
自
動
車
本
来
の
用
に
供
す
る

放置自転車の発見 ･通報 こ
と
が
で
き
な
い
廃
物
と
判
定
し
て
も
ら
い
、
廃
物
と
し

て
解
体
処
理
を
し
て
い
る
o

発
見
か
ら
処
理
ま
で
の
フ
ロ
ー
図

(図
)
を
ご
覧
頂
き

た
い
。

美化担当への調査調書の提出
警察署への照会

1
′

生
月

都

会

要

等

照

琺

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

警察回答受理

こ
の
事
務
処
理
の
ネ
ッ
ク
と
な
る
と
こ
ろ
は
、
主
に
所

有
者
調
査
で
あ
る
。
放
置
自
動
車
を
ど
の
よ
う
に
処
理
す

る
か
の
基
本
は
、
ま
ず
第
一
に
、
放
置
し
た
者
に
か
た
づ

け
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
自
動
車
を
放
置
し
地
域
社
会
に

廃物判定委員会への
諮問 ･答申

市報への報告

警
察
回
答
期
間

(ナ
ン
バ
ー
･
車
台
番
号
な
し
)

警察回答受理

※ 平成16年12月より、 アミ掛け部分を変更しました。

図 放置自動車の新処理フロー (所有者等不明の場合)



甚
大
な
迷
惑
を
か
け
て
い
る
者
の
責
任
を
放
置
し
て
は
な

ら
な
い
。
ま
た
、
放
置
さ
れ
て
い
る
自
動
車
は
、
実
は
捨

て
て
い
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
理
由
で
そ
の
ま
ま
に

置
か
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
盗
難
車
両
ま
た
は
犯

罪
に
供
用
さ
れ
た
物
の
可
能
性
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

所
有
者
調
査
が
重
要
で
あ
り
、
迅
速
な
実
施
が
要
請
さ
れ

る
。
同
時
に
所
轄
警
察
に
も
放
置
自
動
車
の
発
見
･
通
報

と
調
査
依
頼
が
必
要
と
な
る
。
実
際
、
警
察
に
よ
る
犯
罪

捜
査
の
結
果
、
不
法
投
棄
罪
と
し
て
検
挙
さ
れ
た
事
例
も

数
多
く
見
ら
れ
る
。

所
有
者
調
査
の
手
が
か
り
は
、
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
と
車
台
番
号
で
あ
る
。
車
台
番
号
は
聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
で
あ
る
が
、
車
両
を
一
台
毎
に
特
定
す
る
た
め
の
シ

リ
ア
ル
ナ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
乗
用
車
の
場
合
は
、
ボ
ン
ネ

ッ
ト
を
開
け
た
根
元
の
車
体
の
方
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
。

従
っ
て
、
こ
の
ど
ち
ら
か
が
分
か
れ
ば
、
所
有
者
調
査
が

可
能
と
な
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
も
所
轄
の
運
輸
局
事
務
所

等
に
所
有
者
照
会
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

問
題
は
、
多
く
の
場
合
、
照
会
で
得
ら
れ
た
住
所
氏
名

に
通
知
を
し
て
も
、
宛
ど
こ
ろ
に
た
ず
ね
あ
た
ら
ず
、
ま

た
は
転
居
先
不
明
な
ど
に
よ
り
戻
っ
て
く
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
、
当
該
住
所
地
の
役
所
に
住
所
照
会
を

し
て
転
居
先
を
調
べ
、
転
居
先
に
通
知
す
る
と
、
ま
た
戻

っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
時
間
の
か
か
る
作
業
を
繰
り
返

し
、
所
有
者
が
分
か
れ
ば
、
不
法
投
棄
罪
に
触
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
旨
の
警
星
口書
を
送
付
し
、
放
置
者
本
人
に
か
た

づ
け
さ
せ
る
。

し
か
し
、所
有
者
が
ど
う
し
て
も
分
か
ら
な
い
場
合
や
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
･
重
合
番
号
が
無
く
、
所
有
者
を
調

べ
よ
う
が
な
い
場
合
は
、
廃
物
と
し
て
処
理
す
る
た
め
の

手
続
に
の
せ
る
。

三

放
置
自
動
車
迅
速
撤
去
の
取
組
み

二
で
述
べ
た
よ
う
に
放
置
自
動
車
の
処
理
に
は
所
有
者

等
の
調
査
に
時
間
が
か
か
り
、
発
見
か
ら
処
理
ま
で
に
六

ヵ
月
以
上
必
要
な
場
合
も
あ
っ
た
。
放
置
自
動
車
は
主
に

農
業
専
用
地
区
な
ど
人
家
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
に
放
置
さ

れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
中
に
は
、
住
宅
地
に

放
置
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
放
置
自
動
車
の
中
に
ご
み
が

放
り
込
ま
れ
た
り
、
部
品
を
盗
ま
れ
た
り
、
ひ
ど
い
場
合

に
は
放
火
さ
れ
た
り
し
て
、
近
隣
住
民
に
と
っ
て
は
非
常

に
迷
惑
で
あ
り
、
一
日
も
早
く
撤
去
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
数
多
く
市
当
局
に
寄
せ
ら
れ
、
放
置
自
動
車
の
迅
速

撤
去
は
、
こ
こ
数
年
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
平
成
エ
ハ年
末
ま
で
に
次
の
二
つ
の
改
善
策

に
取
り
組
ん
だ
。

①

廃
物
判
定
手
続
の
簡
素
化

②

放
置
自
動
車
一
時
保
管
場
所
の
整
備

ま
ず
、
①
で
あ
る
が
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
及
び
車
台

番
号
が
な
い
放
置
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
投
棄
の
意
思
の

蓋
然
性
が
高
い
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
客
観
性
を

担
保
し
、
行
政
の
独
断
を
排
除
す
る
た
め
の
廃
物
判
定
委

員
会
へ
の
諮
問
を
省
略
し
、
行
政
当
局
単
独
で
廃
物
と
判

定
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
廃
物
判
定
手

続
が
市
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
一
六
年
一
二
月

に
そ
の
部
分
の
条
例
改
正
を
施
行
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

次
に
②
で
あ
る
が
、道
路
上
に
放
置
さ
れ
た
自
動
車
は
、

道
路
の
構
造
に
損
害
を
及
ぼ
す
か
、
ま
た
は
、
交
通
に
危

険
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
一
定
の

要
件
の
も
と
に
、
そ
の
自
動
車
を
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き

る

(道
路
法
第
四
四
条
の
二
)。
た
だ
し
、
撤
去
は
で
き

る
が
、
ま
だ
、
ご
み
で
は
な
い
の
で
、
善
良
な
管
理
者
の

保
管
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
本
市
に
お

ミ巡
′

ゞ
写真 放置自動車の迅速な撤去が課題



い
て
は
保
管
場
所
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
市
内
二

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
頼
る
だ
け
で
は
な
く
、
監
視
パ
ト

し
な
い
よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
た

ヵ
所
に
約
三
〇
〇
台
分
の
保
管
場
所
を
新
た
に
整
備
し

ロ
ー
ル
や
警
察
と
の
連
携
に
よ
る
厳
し
い
責
任
者
追
及
な

い
と
考
え
て
い
る
。

て
、
一
六
年
三
一月
か
ら
供
用
を
開
始
し
、
迅
速
な
撤
去

ど
の
防
止
対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
不
法
投
棄
が
増
加

に
物
理
的
に
対
応
可
能
な
態
勢
を
整
え
た
。

四

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
本
格
施
行
へ
の
対
応

一
七
年
一
月
一
日
よ
り
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行

さ
れ
、
こ
の
日
以
降
に
購
入
す
る
新
車
に
つ
い
て
は
購
入

者
が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
前
払
い
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
ま

た
既
存
の
自
動
車
に
つ
い
て
は
直
近
の
車
検
時
に
料
金
を

支
払
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
廃
棄
す
る
場
合
、
最

終
の
所
有
者
が
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
放
置

自
動
車
を
処
理
す
る
自
治
体
は
、
こ
の
最
終
所
有
者
と
み

な
さ
れ
、リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
る
放
置
自
動
車
解
体
委
託
処
理
の
手
続
き

見
直
し
や
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
支
払
い
の
た
め
の
処
理
体
制

の
整
備
等
に
か
な
り
の
手
間
が
か
か
っ
た
。
廃
家
電
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
が
後
払
い
で
あ
り
、
本
市
に
お
い
て
廃
家
電

の
不
法
投
棄
が
年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
る
こ
と
に
比
べ

れ
ば
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
は
前
払
い
と
い
う
点
に

お
い
て
、
非
常
に
画
期
的
と
評
価
で
き
る
。
し
か
し
、
リ

サ
イ
ク
ル
料
金
の
カ
バ
ー
す
る
範
囲
が
フ
ロ
ン
類
、
エ
ア

バ
ッ
グ
類
及
び
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
ダ
ス
ト
の
処
理
に
限
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
の
処
理
に
は
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
逆
有
償
と
な
り
、
依
然
と

し
て
不
法
投
棄
の
要
因
は
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
目

名
首
屋
市
の
路
上
族
置
自
動
車
処
理
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て

名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
道
路
部
道
路
管
理
課

堀
鶴田

真
澄
趣

讐

は
じ
め
に

名
古
屋
市
内
の
自
動
車
保
有
台
数
は
、
約
一
〇
八
万
台

(平
成
一
六
年
度
末
)
で
県
内
の
約
二
割
を
占
め
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
他
の
大
都
市
に
比
べ
道
路
の
幅
が
広
く
、
自
動

車
が
利
用
し
や
す
い
状
況
も
ひ
と
つ
の
要
因
と
な
り
、
公

共
交
通
機
関
と
自
家
用
車
の
利
用
割
合
は
、
3
…
7
と
自

家
用
車
の
利
用
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
近
年
に
お
い
て
は
、
路
上
放
置
自
動
車
を
毎
年

一
、
五
〇
〇
台
程
、
鋭
意
撤
去
処
理
し
て
お
り
ま
す
が
、

使
用
済
自
動
車
処
理
費
高
騰
の
影
響
も
あ
り
、
一
部
の
心

な
い
人
々
に
よ
る
自
動
車
の
放
置
が
あ
と
を
絶
た
な
い
状

況
が
続
き
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

二

現
状

ー

推
移

過
去
五
年
間
の
放
置
自
動
車
の
推
移
を
見
る
と
、
発
見

台
数
は
横
ば
い
で
自
主
撤
去

(※
1
)
が
年
々
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
交
通
･
道
路

管
理
者
に
よ
る
地
道
な
指
導
が
放
置
音
議
を
改
善
さ
せ
て

い
る
よ
う
に
思
い
ま
す

(図
1
)
。

※
1
ー
交
通
･
道
路
管
理
者
の
指
導
に
よ
り
、
所
有
者

等
が
自
ら
撤
去
し
た
も
の

2

放
置
場
所

主
な
放
置
場
所
は
、
団
地
周
辺
で
あ
り
、
川
沿
い
、
公

園
周
辺
、鉄
道
線
路
沿
い
の
順
で
多
発
し
て
い
ま
す
(図
2
)。

放
置
さ
れ
や
す
い
場
所
の
条
件
と
し
て
は
次
の
と
お
り



で
す
。

①

集
合
住
宅
周
辺
で
、
夜
間
路
上
駐
車
が
密
集
す
る

道
路

…

去

　

　

敵
…

盪

主目

ミどこ罐口

　

59

鈞

　
　

　平

387

　沸　
　
　

　
　
　

平

②

夜
間
、
極
端
に
人
口
密
度
が
減
少
す
る
道
路

匡

問
題
点

ー

処
理

(発
見
;
撤
去
･
処
理
)
に
時
間
を
要
す
る

①

最
近
の
放
置
自
動
車
は
外
観
の
程
度
が
良
い
も
の

が
多
く
、
駐
車
か
放
置
か
の
見
極
め
が
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。

②

登
録
名
義
人
を
変
え
ず
に
転
売
を
重
ね
て
い
る
場

合
が
多
く
、所
有
者
調
査
に
時
間
を
要
し
て
い
ま
す
。

2

撤
去
後
、
再
度
放
置
さ
れ
る

放
置
自
動
車
を
撤
去
し
た
後
、
広
報
等
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
意
識
の
啓
発
や
、
放
置
し
な
い
･

さ
れ
な
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
自
動
車
の
放
置
の
抑
制
を

　　　　　　
　
　

　
　
　

力
津

　
　
　

団
1
(

所

　
　

　
　　

　

議

　讓放
派

な
さ

主
琺

　
　
　

　
　

　
　
　

　

公
1
(

図

写真 放置自動車の撤去前と撤去後

2,137

1,449



行
っ
て
い
ま
す
が
、抜
本
的
な
解
決
と
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

少
す
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
法
律
の
趣
旨
が
完
全
に
機
能
す

る
ま
で
に
は
、
今
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
あ
り
、
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
の
預
託
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
｢駆
込
み
放
置
｣

も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
望
ま
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
路
上
放
棄
車
処
理
協
力
会
に
よ
る
各
自
治
体
へ

の
協
力
金
の
対
象
が
、
こ
の
法
施
行
後
は
リ
サ
イ
ク
ル
費

四

放
置
自
動
車
対
策

表 - 放置自動車条例の主な内容 (条例にょ“)、新規に制定したもの)

的日
] 点視 放置自動車条例

従来の路上放置車両
処理要領

早
期
撤
去

銹
御壽 罐を繃鮨

定
鎌
様

顔
馨

凝
議

勤
勲

判定委員会 未設置

働
堝

大破車と認定した自動車は直ちに撤去

mソあ凖基し茸平一T蜴は車
去

転
撒

自
て

置

し

放
定

た

認
し

物
過
廃

朧
概

カ
た

6

待
叺
翳

行
結

を

の

査
査

調
調

者
者

有
有

所
所

再
発
防
止

の

J
･

へ
=ゾ

三嶋
榊田

u放
け
r

所有者等が判明したときは
、

撤去費用を請求 "しな鸚
撤去命令違反者には罰金 (20万円以下) $した

ひ競
そ
の
他

対象範囲
どな條繭姻川

大
河
拡

･
の

路
囲

道
範
(
象

所
対

錫
件

す

元

る

一

す

の
理
理

管
処

の

※

市 "ゞ,"“者
応

理
対

管
に

設
目

施
独

各

隣場所が縮圈外の公共｣の場所なら関係隣関に通報

1

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

平
成
一
七
年
一
月
一
日
よ
り
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が

本
格
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
の
前

払
い
制
度
が
確
立
さ
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
を
惜
し
ん
で

支
払
わ
な
い
人
が
減
り
、
長
期
的
に
は
放
置
自
動
車
は
減所有者等を調査

(本市または警察)

明

が

下

　

　

　　

　　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　　

勧

窩

違
金

　　
所

道

従来の処理要領フロー

通 報

処 分

放置自動車条例によるフロー

図 3 放置自動車処理のフロー



用
の
み
と
な
り
、
運
搬
費
は
対
象
と
な
ら
な
い
と
の
こ
と

実
現
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
効

働
し
た
放
置
自
動
車
対
策
に
全
力
で
取
組
み
、
安
心
、
安

で
、
以
前
に
も
ま
し
て
関
係
者
の
方
々
へ
、
ご
支
援
、
ご

果
を
目
に
見
え
る
形
に
す
る
た
め
に
、
今
年
度
は
市
民
、

全
で
快
適
な
街
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

協
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
業
者
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
へ
の
条
例
周
知
や
協

2

放
置
自
動
車
条
例

(名
古
屋
市
放
置
自
動
車
の
発
生

の
防
止
及
び
適
正
な
処
理
に
関
す
る
条
例
)

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
昭
和
四
八
年
に

｢路
上
放
置

車
両
処
理
要
領
｣
を
制
定
し
、
放
置
自
動
車
対
策
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

昭
和
四
人
年
当
初
の
本
市
に
よ
る
処
理
台
数
は
年
間
一

〇
〇
台
に
も
満
た
な
い
も
の
で
し
た
が
、
一
〇
年
程
前
か

ら
、

一
〇
倍
の

一
、
0
0
0
台
程
に
な
り
、
現
在
で
は
、

｢

五
〇
〇
台
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

放
置
自
動
車
は
、
交
通
の
障
害
と
な
り
、
地
域
の
治
安

や
景
観
を
損
ね
、
市
民
の
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
改
善
し
、
早
期
に
撤
去
で
き
る
具
体
的
な
仕

組
み
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
平
成
一
六
年
三
一月
二
四
日

に
制
定
し
、
今
春
、
四
月
一
日
よ
り
施
行
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

な
お
、
放
置
自
動
車
条
例
の
主
な
内
容
は
表
1
、
ま
た

放
置
自
動
車
処
理
フ
ロ
ー
は
図
3
に
示
す
と
お
り
で
す
。

五

お
わ
り
に

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び

｢放
置
自
動
車
条

例
｣
を
制
定
し
、
放
置
自
動
車
の
具
体
的
な
早
期
処
理
を

大
阪
市
の
麒
稟
自
動
車
対
策
に
つ
い
て

大
阪
市
建
設
局
管
理
部
路
政
課

一

本
市
の
対
策
の
概
要
と
処
理
状
況
及
び
他

都
市
の
状
況

1

対
策
の
概
要

放
棄
自
動
車
は
、
道
路
管
理
施
設
の
管
理
上
あ
る
い
は

道
路
交
通
上
の
大
き
な
障
害
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
ま

ち
の
美
観
を
損
な
い
市
民
の
生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
、
放

火
や
野
宿
生
活
者
の
誘
引
と
も
な
る
な
ど
非
常
に
深
刻
な

問
題
で
あ
る
。
大
阪
市
建
設
局
が
管
理
す
る
道
路
上
に
放

棄
さ
れ
て
い
る
場
合
は
管
理
権
に
基
づ
き
撤
去
に
鋭
意
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
取
り
組
む
た
め

に

｢早
期
発
見
･
早
期
撤
去
｣
と

｢未
然
防
止
｣
の
二
つ

を
取
組
み
の
柱
と
し
て
対
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

③
早
期
発
見
･
早
期
撤
去

大
阪
市
に
お
け
る
本
格
的
な
放
棄
自
動
車
対
策
は
、
昭

和
四
七
年
度
の

｢放
棄
自
動
車
等
処
理
要
領
｣
の
制
定
が

最
初
で
あ
る
。
こ
の
要
領
で
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
や
市
民

通
報
な
ど
に
よ
り
放
棄
自
動
車
を
発
見
し
た
場
合
に
は
、

道
路
法
第
七
一
条
第
三
項
に
基
づ
く
公
告
手
続
き
を
行
う

と
と
も
に
、
所
轄
警
察
署
に
対
し
て
、
当
該
自
動
車
の
所

有
者
及
び
贓
品
の
昭
容
云
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の

要
領
で
は
所
有
者
が
不
明
で
あ
る
こ
と
を
確
定
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
発
見
か
ら
処
理
ま
で

時
間
を
要
し
て
い
た
。
そ
こ
で
平
成
一
四
年
度
に
要
領
の

改
正
を
行
い
、
処
理
期
間
の
短
縮
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る

(要
領
改
正
の
詳
細
は
、
二

処
理
要
領
の
改
正
~

｢所
有
権
か
ら
占
有
権
｣
に
よ
る
処
理
期
間
の
短
縮
に
記

述
し
て
い
る
)
。

②

未
然
防
止

未
然
防
止
の
取
組
み
と
し
て
は
、
平
成
五
年
度
に
学
識

経
験
者
も
入
れ
て
組
織
し
た

｢大
阪
市
放
棄
自
動
車
問
題

対
策
会
議
｣
の
報
告
に
基
づ
き
、
東
京
都
及
び
他
の
政
令



指
定
都
市
と
連
名
で
関
係
省
庁
や
自
動
車
業
界
に
対
し
て

要
望
す
る
と
と
も
に
、
本
市
独
自
の
取
組
み
と
し
て
、
市

政
だ
よ
り
や
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る
啓
発
活
動
及
び
自
動
車
が

集
中
し
て
放
棄
さ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
夜
間
監
視
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
三
大
都
市
の
放
棄
自

動
車
問
題
担
当
課
に
よ
る
｢大
都
市
放
棄
自
動
車
対
策
連

絡
協
議
会
｣
を
設
立
し
、
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
四
日
に

は
関
係
省
庁
に
対
し
て
、
政
策
提
言
を
行
う
と
と
も
に
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
制
度
を
検
討
中
で
あ
っ
た
経
済
産

業
省
産
業
構
造
審
議
会
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
W
G
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
に
対
し
て
意
見
の
提
出
を
、
さ

ら
に
三

月
と
=
一月
に
国
土
交
通
省
の
道
路
運
送
車
両

法
の
抹
消
登
録
制
度
改
正
案
に
対
し
て
も
意
見
提
出
を
行

っ
た
。

表 1 処理台数の推移

年 度 発見台数 撤去台数

平成 3年度 2
,
732台 2

,
089台

平成 4 年度 3
,
096台 2

,
407台

平成 5年度 3
'

M 5台 2
,
558台

平成 6 年度 2
,
491台 2

,
023台

平成 7年度 2
,
338台 1

,
781台

平成8年度 冶勢 蛤麟
平成9年度 胎劔 冶鰓
平成10年度 恰剱 玲職
平成11年度 冶芻 治此
平成12年度 姶鸚 冶幼
平成13年度 冷刎 冶鸚
平成14年度 胎芻 蛤刎
平成15年度 冶劉 冶鱒

表 2 各政令指定都市の処理台数 (平成13年度実績)

都市名 発見台数 撤去台数

札幌市 437台 243台

仙台市 124台 43台

千葉市 596台 442台

東京都 594台 465台

川崎市 285台 161台

横浜市 ロ?&RY盲も 冶“

名古屋市 胎凝 冶粥
京都市 胎" 玲即
大阪市 鰭“ 冶澗
神戸市 台571 胎範

広島市 胎 胎
北九州市 胎鎚 治“

福岡市 冷49 冶12

2

本
市
に
お
け
る
処
理
台
数
の
推
移

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
中
で
本
市
管
理
道
路
上
に
放
棄

さ
れ
、
本
市
で
処
分
し
た
自
動
車
は
、
平
成
五
年
度
の
二
、

五
五
人
台
を
ピ
ー
ク
に
平
成
7
年
度
に
は
一
、
七
八
一
台

に
ま
で
減
少
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
微
増
に
転
じ
平
成

一
四
年
度
に
は
二
、
二
一
九
台
に
達
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
平
成
一
五
年
度
に
は
一
、
七
九
一
台
と
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。
平
成
一
六
年
度
の
撤
去
台
数
は
さ
ら
に
減
少

し
、
約
一
、
二
〇
〇
台
程
度
に
な
る
見
込
み
で
あ
る

(表

1
)
。

3

他
都
市
の
処
理
台
数

ま
た
、
各
政
令
指
定
都
市
の
処
理
台
数
は
次
の
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
本
市
が
最
も
多
い
台
数
を
処
理
し
て
い
る

(表
2
)。

次
に
、
早
期
撤
去
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
処
理
要
領
の

改
正
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二

処
理
要
領
の
改
正

;

｢所
有
権
か
ら
占
有
権
｣
に
よ
る
処
理
期
間
の
短
縮

本
市
管
理
道
路
上
に
放
棄
さ
れ
る
自
動
車
の
処
理
数
は

約
二
、
0
0
0
台
で
推
移
し
て
お
り
、
全
国
で
も
っ
と
も

多
い
状
況
で
あ
る
。
本
市
で
は
早
期
処
理
を
対
策
の
ひ
と

つ
の
柱
と
し
て
い
る
が
、
平
成
一
四
年
度
以
前
の
処
理
で

は
、
撤
去
し
た
自
動
車
を
処
分
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
と

し
て
、
民
法
第
二
三
九
条
の

｢無
主
物
先
占
｣
を
根
拠
と

し
て
本
市
の
所
有
物
と
し
た
上
で
処
分
す
る
考
え
方
に
基

づ
い
て
い
た
。
(横
浜
市
な
ど
の
よ
う
に

｢廃
棄
物
認
定
｣

し
て
処
分
し
て
い
る
自
治
体
も
多
い
。)
｢無
主
物
先
占
｣

を
摘
要
す
る
と
し
て
も

｢廃
棄
物
認
定
す
る
と
し
て
も
｣
、

放
棄
自
動
車
の
所
有
者
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
放
棄

自
動
車
の
大
半
が
自
動
車
登
録
台
帳
の
登
録
者
と
真
の
所

有
者
と
が
一
致
し
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
調
査
に
時
間
を

要
し
、
そ
の
結
果
、
放
棄
自
動
車
の
発
見
か
ら
撤
去
ま
で

平
均
二
~
三
ヵ
月
か
か
っ
て
い
る
状
況
で
あ
っ
た
。



表 3 平成l4年度要領改正前後の法的根拠の整理

平成14年度まで 平成15年度まで

処分の法的根拠 民法第239条 ｢無主物先占｣ 民法180条 ｢占有物の取得｣

必要な手続

為
難
な

行
警
放
あ鮴褻

①
②

“讓
①
②

②が必要な理由 熱競れ
他

、
が
所
い

に
は
者

、
な

前
て
有
は
い

以
い
所
り
て

度
的
な
確
し

制
般
れ
を
示

証
一
ら
容
を

0

公

、
め
内
態
め

権
め
認
の
実
た

有
た
は
帳
の
る

所
る
分
台
有
す

、あ
処
録
所
認

が
が
る
登
が
確

だ
度
よ

、容
を

産
制
に
め
内
と

動
録
権
た
の
こ

は
登
有
の
そ
い

車
る
古
そ

、な

動
あ
は

o
し
い

目
で
に
い
認
て

②の確認に要する時間
時長めたるいて"し1と々

O

転
る

が
す

権
要

有
を

所
間

のLなけだ認確の容

o
謝
舵

記
で蹴

嚇
台
短

録

、

登
で

そ
こ
で
、
平
成
一
三
年
度
中
に
大
阪
府
警
察
本
部
と
協

議
し
、
処
理
期
間
の
短
縮
を
図
る
目
的
で
要
領
の
改
正
を

行
い
、
平
成
一
四
年
度
四
月
一
日
に

｢放
棄
自
動
車
処
理

要
領
｣
を
改
正
し
て
、
撤
去
し
た
放
棄
自
動
車
を
即
時
処

分
す
る
根
拠
を
民
法
第

一
八
〇
条
の

｢占
有
権
の
取
得
｣

に
求
め
る
こ
と
と
し
、
時
間
を
要
す
る
所
有
者
調
査
を
省

略
す
る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
際
に
も
、
自
動
車

に
は
所
有
権
公
証
制
度
で
あ
る
自
動
車
登
録
制
度
が
あ
る

の
で
、
占
有
行
為
の
正
当
性
を
主
張
す
る
た
め
に
登
録
名

義
人
の
所
有
の
意
思
の
確
認
な
ど
の
登
録
台
帳
の
内
容
確

認
行
為
は
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
警
察
へ

の
昭
容
云
を
行

っ
て
い
る
。
こ
の
改
正
に
よ
り
処
理
期
間
の

短
縮
が
図
ら
れ
、
現
在
で
は
、
発
見
か
ら
撤
去
ま
で
の
期

間
が
、
平
均
一
~
二
ヵ
月
に
短
縮
が
図
ら
れ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

な
お
、
こ
こ
に
述
べ
た
要
領
改
正
前
後
の
放
棄
自
動
車

処
分
の
法
的
根
拠
を
比
較
し
整
理
す
る
と
表
3
の
と
お
り

で
あ
る
。

三

『大
阪
市
放
棄
自
動
車
問
題
対
策
会
議
』

に
つ
い
て

大
阪
市
で
は
、
平
成
五
年
度
に
大
阪
府
警
や
学
識
経
験

者
等
の
協
力
を
得
て
、
｢大
阪
市
放
棄
自
動
車
問
題
対
策

会
議
｣
を
開
催
し
た
。
そ
の
報
告
要
旨
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

①

放
棄
自
動
車
は
道
路
管
理
上
、
あ
る
い
は
、
道
路

交
通
上
の
大
き
な
支
障
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
市

民
の
生
活
を
悪
く
し
、
ま
た
、
ま
ち
の
美
観
を
損
な

う
非
常
に
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
法
律
に
お
い
て
罰

則
も
定
め
ら
れ
た
悪
質
な
違
法
行
為
で
あ
る
。

②

放
棄
自
動
車
に
つ
い
て
は
そ
の
処
理
に
法
手
続
が

必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
撤
去
し
て
も
す
ぐ
に
別
の
車

が
放
棄
さ
れ
る
た
め
、
撤
去
処
分
の
み
で
は
な
く
、

放
棄
の
未
然
防
止
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
。

③

大
阪
市
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
は
、

･
放
棄
を
許
さ
な
い
市
民
意
識
の
強
化
と
市
民
団
体

と
の
連
携

･
夜
間
を
含
む
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
充
実
な

ど
、
放
棄
し
に
く
い
環
境
づ
く
り

･
放
棄
自
動
車
の
各
局
の
現
行
処
理
方
式
の
統
一
化

と
処
理
の
迅
速
化
に
向
け
た
一
層
の
努
力

④

自
動
車
業
界
に
対
し
て
の
要
望
と
し
て
は
、

･
徹
底
し
た
廃
車
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入

(デ
ポ
ジ

ッ
ト
制
度
、
無
料
引
き
取
り
制
度
)

･
廃
車
の
た
め
の
相
談
窓
口
の
制
度
的
充
実

･
当
面
の
措
置
と
し
て
は
、
路
上
放
棄
車
処
理
協
力

会
の
寄
付
交
付
基
準
の
明
確
化
、
廃
車
の
た
め
の

相
談
窓
口
の
ユ
ー
ザ
ー
に
対
す
る
P
R
強
化

⑤

国
に
対
し
て
の
要
望
と
し
て
は
、

･
自
動
車
登
録
制
度

(道
路
運
送
車
両
法
)
の
運
用

改
善

･自
動
車
業
界
に
対
す
る
指
導

･
廃
棄
自
動
車
の
処
理
に
関
す
る
自
動
車
業
界
の
責

任
の
明
確
化
及
び
廃
車
に
関
す
る
法
令
の
整
備

こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
大
阪
市
と
し
て
、
東
京
都
及
び

他
の
政
令
指
定
都
市
と
連
名
で
、
関
係
省
庁
･
自
動
車
業



界
に
対
し
て
徹
底
し
た
配
車
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入

(デ

ポ
ジ
ッ
ト
制
度
、
無
料
引
き
取
り
制
度
)、
そ
の
実
現
の

た
め
の
法
令
の
整
備
等
に
つ
い
て
要
望
す
る
と
と
も
に
、

本
市
独
自
の
取
組
み
と
し
て
市
政
だ
よ
り
や
ポ
ス
タ
ー
に

よ
る
啓
発
、
あ
る
い
は
放
棄
が
集
中
す
る
箇
所
に
お
い
て

夜
間
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

四

『大
都
市
放
棄
自
動
車
対
策
連
絡
協
議
会
』

に
つ
い
て

1

連
絡
協
議
会
設
立
の
背
景

平
成
五
年
度
に
開
催
さ
れ
た
対
策
会
議
の
報
告
に
基
づ

き
、平
成
六
年
度
か
ら
放
棄
自
動
車
の
未
然
防
止
の
た
め
、

東
京
都
及
び
三
一政
令
指
定
都
市
の
連
名
で
、
自
動
車
業

界
に
よ
る
廃
車
回
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入
と
法
令
の
整
備
等

に
つ
い
て
関
係
省
庁
及
び
自
動
車
業
界
に
対
し
て
要
望
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
要
望
活
動
自
体
は
、
実
態

は
本
市
の
要
望
に
他
都
市
が
名
を
連
ね
る
だ
け
で
あ
り
、

事
実
上
、
本
市
単
独
で
抜
本
的
な
解
決
を
求
め
る
も
の
で

会
っ
た
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
成
果
を
得
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
一
方
、
社
会
に
お
い
て
は
資
源
の
再
利
用

や
環
境
保
全
に
対
す
る
が
高
ま
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
が

活
発
化
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
こ
れ

ま
で
一
堂
に
会
し
て
放
棄
自
動
車
問
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
こ
と
の
な
か
っ
た
一
三
大
都
市
の
担
当
課
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
絡
を
密
に
し
、
国
や
業
界
を
も
巻
き
込
み
、

時
宜
を
得
た
未
然
防
止
策
を
得
て
放
棄
自
動
車
問
題
の
抜

本
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、
平
成
三

年
二
月

り
｣
を
強
く
望
む
。

八
日
に

｢大
都
市
放
棄
自
動
車
対
策
連
絡
協
議
会
｣
が
設

･
｢循
環
型
社
会
へ

立
さ
れ
た
。

炙

2

政
策
提
言
に
つ
い
て

こ
の
連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
二
回
の
総
会
と
一
六
回

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
を
開
催
し
、
平
成
一
二
年

一
〇
月
二
四
日
に
は
こ
の
間
の
放
棄
の
実
態
調
査
や
関
係

省
庁
と
の
意
見
交
換
も
踏
ま
え
た
検
討
内
容
を
取
り
ま
と

め
、
当
時
、
通
商
産
業
省
で
検
討
し
て
い
た

｢自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
｣
の
中
に
放
棄
自
動
車
問
題
の
解
決
へ
向
け

た
対
策
を
取
り
組
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
関

係
七
省
庁
に
対
し
て
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

捨
て
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

放
棄
自
動
車
が
発
生
し
な
い
仕
組
み
を
作
り
出
す
た

め
、
消
費
者
、
事
業
者
、
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を

果
た
す
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

･
｢循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
て
の
生
産
者
へ
の
期

待
｣メ

ー
カ
ー
及
び
デ
イ
ー
ラ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
整
備
と
運
営
、
運
営
資
金

の
管
理
な
ど
責
任
を
持
っ
て
主
導
す
る
こ
と
を
提
案

す
る

(拡
大
生
産
者
責
任

｢E
P
R
｣)。
ま
た
、
あ

ら
か
じ
め
費
用
を
内
部
化
し
た

｢排
出
時
無
償
引
取

･
｢循
環
型
社
会
へ
向
け
て
の
市
民
･
事
業
者
へ
の
啓

発
｣市

民
･
事
業
者
の
環
境
意
識
の
醸
成
に
努
め
る
。

②

捨
て
に
く
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に

｢捨
て
な
い
環
境
｣
を
整
備
し
て
い
く
た
め
、
仮
に

放
棄
さ
れ
た
場
合
で
も
確
実
に
責
任
追
及
で
き
る
よ
う

に
制
度
改
善
し
て
い
く
こ
と
を
求
め
る
。

･
｢名
義
変
更
の
促
進
｣

所
有
者
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
、
移
転
登
録
手
続

を
し
な
い
と
現
所
有
者
と
元
所
有
者
が
と
も
に
不
利

に
な
る
か
、
あ
る
い
は
手
続
を
す
る
と
有
利
に
な
る

よ
う
な
方
策
に
よ
り
、
道
路
運
送
車
両
法
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
車
両
の
所
有
者
の
移
転
登
録
手
続
を

促
進
す
る
。

･
｢名
義
人
課
税
の
提
案
｣

課
税
方
式
と
し
て
登
録
名
義
人
課
税
を
探
る
こ
と

は
、
名
義
変
更
を
促
進
さ
せ
る
手
立
て
と
し
て
必
要

で
あ
る
。

･
｢抹
消
手
続
の
改
蓋
已

道
路
運
送
車
両
法
の
一
五
条
抹
消

(永
久
抹
消
)

手
続
き
の
面
倒
さ
と
一
六
条

(
一
時
抹
消
)
の
容
易

さ
を
改
善
し
て
、
放
棄
に
結
び
つ
く
管
理
責
任
の
曖

昧
性
が
生
じ
な
い
よ
う
国
に
お
け
る
抹
消
手
続
の
見

直
し
を
望
む
。

･
｢適
正
ル
ー
ト
の
P
R
｣



デ
イ
ー
ラ
ー
に
お
い
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
窓
口
と

な
る
、
き
ち
ん
と
し
た
車
両
の
回
収
を
行
う
中
古
車

販
売
業
者
の
P
R
や
解
体
業
者
へ
の
取
次
ぎ
、
不
良

業
者
の
排
除
な
ど
、
業
界
上
げ
て
の
取
組
み
、
国
に

お
い
て
も
正
規
に
手
続
を
行
う
販
売
業
者
や
確
実
に

適
正
処
理
を
行
う
処
理
業
者
の
育
成
と
そ
れ
を
担
保

す
る
た
め
の
認
定
制
度
な
ど
の
検
討
を
願
い
た
い
。

五

『自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
』
の
施
行
に
伴

う
動
き

こ
の
よ
う
な
、
本
市
の
動
き
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
の
ほ

う
で
も
、
平
成
一
四
年
七
月
三
一日
に

｢使
用
済
自
動
車

の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律

(通
称

｢自
動
車
リ
サ
イ

ク
ル
法
｣
)
を
制
定
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
費
用
に
つ
い
て
は

新
車
販
売
時
、
既
販
車
に
つ
い
て
は
直
近
の
車
検
時
に
利

用
者
が
先
払
い
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
平

成
一
四
年
七
月
一
七
日
に
は
一
時
抹
消
制
度
に
つ
い
て
一

定
期
間
経
過
後
の
車
両
所
在
の
確
認
規
定
の
追
加
を
盛
り

込
ん
だ
道
路
運
送
車
両
法
の
改
正
が
行
わ
れ
た
。

国
は

｢自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
｣
施
行
に
向
け
て
詳
細

を
検
討
し
、
本
市
は
全
国
市
長
会
か
ら
の
依
頼
を
受
け
経

済
産
業
省
が
主
催
す
る

｢使
用
済
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
･

適
正
処
理
関
係
者
検
討
会
｣
に
参
加
し
、
放
棄
し
た
者
の

責
任
追
及
を
行
う
こ
と
が
放
棄
自
動
車
の
抜
本
的
解
消
に

つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
形
骸
化
し
て

い
る
自
動
車
登
録
制
度
の
所
有
者
公
証
制
度
を
改
正
し
、

登
録
者
に
つ
い
て
も
所
有
権
移
転
手
続
に
関
す
る
義
務
規

定
を
盛
り
込
む
こ
と
を
要
請
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
当
初
、
検
討
会
の
中
で
国
は
、
路
上
放
棄

車
両
に
つ
い
て
は
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
よ
る
処
理
ス

キ
ー
ム
に
は
の
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
厚
生
労
働
省
の
通

達
に
基
づ
き
自
動
車
業
界
団
体
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

｢路

上
放
棄
車
処
理
協
力
会
｣
か
ら
の
協
力
金
寄
付
の
枠
組
み

も
変
え
な
い
と
確
認
し
て
い
た

(平
成
三
年
七
月
以
降
、

｢路
上
放
棄
車
処
理
協
力
会
｣
か
ら
処
理
費
用
相
当
額
の

寄
付
金
を
受
領
し
、
放
棄
自
動
車
の
処
理
費
用
ほ
ぼ
全
額

に
充
当
し
て
き
た
。
従
っ
て
処
理
費
用
に
関
し
て
は
、
本

市
の
負
担
額
は
ほ
と
ん
ど
生
じ
な
か
っ
た
が
、
こ
の
こ
と

は
生
産
者
責
任
に
基
づ
く
措
置
と
し
て
当
然
の
こ
と
と
考

え
て
い
た
。)。
し
か
し
、
法
施
行
わ
ず
か
一
カ
月
前
の
平

成
一
六
年
三

月
末
に
突
然
、
自
治
体
が
処
理
す
る
放
棄

自
動
車
に
つ
い
て
は
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
上
の
使
用
済

み
自
動
車
に
該
当
し
、
自
治
体
が
一
旦
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

を
支
払
っ
て
所
定
の
手
続
を
経
て
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
ス
キ

ー
ム
に
の
せ
る
こ
と
、
か
つ
、
｢路
上
放
棄
車
処
理
協
力

会
｣
か
ら
の
寄
付
金
に
つ
い
て
も
、
自
治
体
が
先
払
い
す

る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
支
払
い
を
確
認
し
た
上
で
、
リ
サ

イ
ク
ル
料
金
と
同
額
の
寄
付
し
か
行
わ
な
い
こ
と
を
一
方

的
に
通
告
し
て
き
た
。
本
市
や
他
の
自
治
体
は
、
寄
付
金

が
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
と
同
額
と
す
る
と
、
運
搬
に
要
す
る

費
用
等
が
自
治
体
負
担
と
な
る
た
め
支
出
額
が
増
え
る
恐

れ
が
あ
る
こ
と
、
業
者
及
び
自
治
体
の
事
務
が
か
な
り
繁

雑
に
な
る
こ
と
、
突
然
の
変
更
は
事
務
処
理
上
間
に
合
わ

ず
混
乱
す
る
こ
と
な
ど
を
理
由
に
強
く
反
対
し
た
が
、
結

局
、
国
は
当
初
方
針
通
り
取
り
扱
い
に
変
更
を
行
っ
た
。

手
間
が
か
か
る
事
務
で
は
あ
る
が
試
行
錯
誤
の
中
、
何
と

か
業
務
を
執
行
し
て
き
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

六

お
わ
り
に

｢自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
｣
の
制
定
に
よ
り
、
自
動
車

の
放
棄
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
が
法
施
行
後

も
、
法
施
行
前
の
販
売
車
が
車
検
前
に
駆
け
込
み
的
に
放

棄
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
は
道
路
管
理

者
と
し
て
弓
き
続
き
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
は
、
鉄
の
価
格
が
高
く
と
ど

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
問
題
が
さ
ほ
ど
顕
在
化
し
て
い
な

い
が
、
鉄
価
格
が
下
落
す
れ
ば
放
棄
自
動
車
の
処
理
費
用

が
高
騰
し
、
い
ず
れ
全
て
の
車
に
自
動
車
所
有
者
の
負
担

に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
乗
せ
ら
れ
て
い
く
中
で
、
処

理
費
用
に
つ
い
て
自
動
車
所
有
者
の
負
担
と
自
治
体
の
負

担

(む
ろ
ん
税
金
で
あ
る
)
が
残
り
、
生
産
者
で
あ
る
メ

ー
カ
ー
等
の
費
用
負
担
の
み
が
な
く
な
る
と
い
う
状
況
が

生
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
放
棄
自
動
車
以
外
に
も
道
路
管
理
上
支
障
と
な

る
物
件
が
あ
り
、
昨
今
の
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
考
え
方

か
ら
も
今
後
道
路
の
適
正
管
理
が
一
層
求
め
ら
れ
て
い
く

と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
創
意
工
夫
を
図
り
、

対
策
に
邁
進
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。



鑽
鱸嚢
滕
ぎ

特
集
/
路
上
放
置
車
両
の
現
状
に
つ
い
て

魂
嶬
燃
テ
ラ

鷺
上
臓
稾
薹
躯
躍
繍
麺
簿
に
つ
い
て

栂
日
本
自
動
車
工
業
会
業
務
統
括
部
長

梅
本

久
義

は
じ
め
に

路
上
放
棄
車
両
問
題
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
〇
年
代
後

半
、
環
境
問
題
へ
の
社
会
的
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、
九

0
年
に
生
活
環
境
審
議
会
(旧
厚
生
省
)
及
び
産
業
構
造

審
議
会
(旧
通
産
省
)
に
お
い
て

｢今
後
の
廃
棄
物
処
理

の
あ
り
方
｣
に
つ
い
て
審
議
が
開
始
さ
れ
、
同
年
一
二
月
、

｢
ク
ル
マ
社
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
｣
に
お
い
て
、
自
動
車
メ
ー

カ
ー
等
に
対
し
、
当
時
社
会
問
題
化
し
て
い
た
路
上
放
棄

車
両
の
処
理
へ
の
協
力
要
請
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
自
動
車
業
界
と
し
て
は
、
路
上
放
棄

車
問
題
に
対
応
す
べ
く

｢路
上
放
棄
車
処
理
協
力
会
｣
を

発
足
致
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
五
年
一
月
か
ら
自

動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
、
全
て
の
車
に
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
を
預
託
す
る
制
度
が
導
入
さ
れ
、
四
カ
月
が
経

過
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

協
力
会
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一

路
上
放
棄
車
処
理
協
力
会
の
概
要

①
設
立

一
九
九
一
年
七
月

②
構
成
団
体

社
日
本
自
動
車
工
業
会
(以
下
、
自
工
会
)

社
日
本
自
動
車
販
売
店
協
会
連
合
会
(以
下
、
自
販

連
)

栂
全
国
軽
自
動
車
協
会
連
合
会
(以
下
、
全
軽
目
協
)

日
本
自
動
車
輸
入
組
合

③
協
力
内
容

路
上
放
置
さ
れ
た
廃
自
動
車
は
、
自
治
体
に
お
い

て
可
能
な
限
り
放
棄
者
を
追
及
し
、
適
切
な
措
置
を

講
ず
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

や
む
を
得
ず
放
棄
者
を
発
見
で
き
な
い
場
合
に
お
い

て
、
自
治
体
自
ら
が
処
理
を
行
っ
た
場
合
、
自
治
体

の
要
請
に
基
づ
き
路
上
放
棄
車
処
理
協
力
会
は
そ
の

処
理
に
見
合
う
金
額
の
寄
附
を
行
い
ま
す
。

④
対
象
車
両

･
公
共
用
地
(道
路
、
公
園
、
河
川
敷
)
に
放
棄
さ

れ
た
車
両
で
、
一
般
廃
棄
物
と
み
な
さ
れ
た
も
の

･
原
因
者
を
追
及
の
結
果
、
そ
の
特
定
が
や
む
を
得

ず
出
来
な
か
っ
た
車
両

二

四
輪
車
に
対
す
る
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法

施
行
後
の
寄
附
申
請
方
法

①
手
続
の
概
要

･
所
定
の
申
請
書
類
に
よ
り
各
都
道
府
県
の
路
上
放

棄
車
処
理
協
力
会
支
部
に
協
力
を
依
頼
し
ま
す
。



い

　

　

⑥

⑦

　

　

①

④

･
支
部
に
申
請
さ
れ
た
後
は
、
上
記
の
フ
ロ
ー
に
基

づ
き
処
理
を
実
施
し
ま
す
。

※
寄
附
申
請
に
当
た
っ
て
は
、
対
象
車
両
に
対
し
リ

サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
預
託

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②
申
請
窓
口

･
各
都
道
府
県
の
自
販
連
支
部
ま
た
は
、
全
軽
目
協

支
部
に
申
請
。
(支
部
一
覧

…参
考
1
)

･
申
請
車
両
が
登
録
自
動
車
の
場
合
は
、
自
販
連
支

部
に
、
軽
自
動
車
の
場
合
は
、
全
軽
目
協
支
部
に

申
請
し
、
混
在
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ

か
台
数
の
多
い
支
部
の
方
へ
申
請
し
ま
す
。

③
寄
附
申
請
書
類
(詳
し
く
は
、
各
都
道
府
県
支
部
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。)

D

｢協
力
依
頼
書
｣

の
｢放
棄
車
両
預
託
確
認
･
申
請
書
｣
の
コ
ピ
ー

↓
車
種
名
等
、
車
両
の
詳
細
情
報
の
証
明
と
な
り

ま
す
。

め

｢引
取
可
能
連
絡
書
｣
の
コ
ピ
ー

↓
自
治
体
で
預
託
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
証
明

と
な
り
ま
す
。

④
支
払
い
方
法

･
支
部
へ
申
請
し
て
か
ら
、
約
三
ヵ
月
後
に
自
治
体

指
定
口
座
へ
寄
附
金
を
振
込
み
ま
す
。

･
寄
附
金
の
受
理
を
確
認
後
、
直
ち
に
領
収
書
を
発

行
し
本
部
へ
郵
送
し
て
頂
き
ま
す
。

⑤
寄
附
金
額

･
路
上
放
棄
車
の
処
理
に
際
し
て
、
自
治
体
が

(財
)

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
促
進
セ
ン
タ
ー
に
預
託
す
る

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の
範
囲
で
寄
附
を
実
施
致
し
ま

す
。ま

た
、

弓
取
業
者
が
有
価
で
引
取
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
相
当
額
未
満
で
処
理
で
き
た
場
合
は
、

そ
の
有
価
分
を
差
し
引
い
た
正
味
金
額
で
申
請
し

て
頂
き
ま
す
。

⑥
そ
の
他

･
申
請
書
類
記
載
内
容
に
不
備
が
あ
っ
た
場
合
や
、

寄
附
対
象
車
両
以
外
の
車
両
が
申
請
さ
れ
た
場
合

は
、
寄
附
対
象
外
と
す
る
旨
の
ご
連
絡
を
支
部
よ

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
販
連
支
部
及
び
全
軽
目
協
支
部
の
連
絡
先
は
表
の
と

お
り
で
す
。

図 寄附申請手続の流れ

⑧振込み



参考 自販連支部名簿 (53支部) (平成16年12月現在) 参考 全軽目協支部名簿 (53支部) (平成16年12月現在)



簾
藁
群
{

特
築
/
路
上
放
置
車
両
の
塊
状
に
つ
い
て

翻榊纖
群
が
ぶ
が
ぶ導
きミさ
き
主
義
選
ぶ
鬱
さ
"癸
きき義
務
君ぷ
扇
ぎ

騰
些
臓
置
藁
両
鼈
瞳
書
物
権
厭
鬮
と
漸
る

回
家
賠
償
請
求
事
例

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

の
時
間
的
切
迫
性
の
有
無
を
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ

と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
時
間

的
切
迫
性
の
切
り
口
か
ら
二
つ
の
種
類
に
分
け
て
便
宜
的

に
事
例
紹
介
を
行
う
が
、
鐙
慾
高
、
管
理
瑕
疵
の
判
断
に
つ

い
て
は
、
当
該
道
路
の

｢構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及

び
利
用
状
況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個

別
的
に
判
断
｣
(最
判
昭
和
五
三
年
七
月
四
日
)
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
時
間
的
切
迫
性
の
概
念
も

例
え
ば
直
前
の
巡
回
の
状
況
等
個
別
具
体
事
情
に
よ
っ
て

も
異
な
る
こ
と
か
ら
、
あ
く
ま
で
概
ね
の
目
安
で
あ
る
こ

と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

以
下
に
紹
介
す
る
事
例
は
い
ず
れ
も
著
名
な
も
の
で
あ

る
の
で
、
裁
判
所
が
如
何
な
る
総
合
勘
案
を
し
て
い
る
の

か
も
含
め
、
各
判
決
文

(原
文
)
の
御
一
読
を
お
薦
め
す

る
o

陳
じ
め
に

前
項
ま
で
は
、
路
上
放
置
車
両
の
実
態
と
法
令
に
基
づ

き
道
路
管
理
者
の
取
り
得
る
方
途
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
。
路
上
放
置
車
両
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
道
路
交

通
法
に
基
づ
き
警
察
に
よ
る
適
時
適
切
な
取
締
り
に
期
待

す
べ
き
と
こ
ろ
は
大
き
い
が
、
こ
れ
ら
の
長
時
間
に
渡
り

放
置
さ
れ
て
い
る
車
両
は
、
道
路
管
理
上
の
支
障
と
な
り

一
般
交
通
の
安
全
と
円
滑
の
確
保
が
困
難
と
な
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。
経
済
的
価
値
の
有
無
を
問
わ
ず
長
時
間
放
置
さ

れ
た
障
害
物
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

平
成
三
年
改
正
法

(法
律
六
〇
号
)
四
四
条
の
二
、
六

七
条
の
二
が
創
設
さ
れ
、
道
路
管
理
者
に
よ
る
放
置
車
両

等
路
上
障
害
物
対
策
が
時
宜
適
切
に
対
処
で
き
る
よ
う
措

置
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
裁
判
所

の
判
断
に
影
響
し
て
い
る
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
放
置

車
両
、
積
載
物
の
放
置
、
不
法
駐
車
等
の
路
上
障
害
物
に

起
因
し
た
事
故
に
よ
る
訴
訟
又
は
示
談
件
数
は
、
事
故
原

因
の
分
類
別
の
順
位
で
も
全
一
三
原
因
中
、
四
な
い
し
五

番
目
に
位
置
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、
道
路
の
類
型
を
問

わ
ず
僅
か
な
が
ら
も
上
昇
傾
向
に
あ
る

(平
成
一
四
年
度
道

路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
･
本
誌
一
六
年
一
0
月
号
参
昭
雪

本
稿
で
は
、
放
置
車
両
を
中
心
と
す
る
路
上
障
害
物
に

起
因
す
る
事
故
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
に
対
し
賠
償
請
求

が
な
さ
れ
た
主
な
事
例
を
紹
介
す
る
が
、
放
置
車
両
等
の

路
上
障
害
物
放
置
に
よ
る
管
理
瑕
疵
に
係
る
判
断
は
、
有

名
な
和
歌
山
国
道
一
七
〇
号
放
置
車
両
追
突
事
件

(最
判

昭
和
五
〇
年
七
月
二
五
日
)
を
始
め
多
く
の
裁
判
例
の
積

み
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
を
見
る
と
、

管
理
瑕
疵
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
事
故
発
生
ま
で
の
間



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

①

和
歌
山
国
道
一
七
〇
号
放
置
車
両
追
突
事
件

(最
高
裁
昭
和
五
〇
年
七
月
二
五
日
)

〔事
案
概
要
〕

原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
六
○
蹴
/
h
で
道
路
左
側

を
通
行
し
て
い
た
原
告
は
、
た
ま
た
ま
道
路
左
側
に
放
置

さ
れ
て
い
た
大
型
貨
物
自
動
車
の
荷
台
後
部
に
激
突
し
、

頭
部
底
骨
折
に
よ
り
即
死
し
た
。
道
貨
物
自
動
車
は
、
交

通
事
故
で
故
障
し
た
た
め
約
八
0
m
移
動
さ
せ
、
道
路
左

側
よ
り
一
m
中
央
寄
り
に
荷
台
後
部
右
側
に
長
さ
五
〇
節

の
白
い
布
切
れ
を
垂
ら
し
た
状
態
で
駐
車
し
て
い
た
。

〔判
決
要
旨
〕

道
路
管
理
者
は
、
道
路
を
常
時
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ

う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て
一
般
交
通
に
支
障
を
及

ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
義
務
を
負
う
と
こ
ろ

(道
路
法

四
二
条
)、
本
件
国
道
の
事
故
現
場
付
近
は
、
幅
員
七

･

五
m
の
道
路
中
央
線
付
近
に
故
障
し
た
大
型
貨
物
自
動
車

が
八
七
時
間
に
渡
っ
て
放
置
さ
れ
、
道
路
の
安
全
性
を
著

し
く
欠
如
す
る
状
態
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
時

そ
の
管
理
事
務
を
担
当
す
る
土
木
出
張
所
は
、
道
路
を
常

時
巡
視
し
て
応
急
の
事
態
に
対
処
し
う
る
肴
視
体
制
を
と

っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
本
件
事
故
が
発
生
す
る
ま
で

右
故
障
車
が
道
路
上
に
長
時
間
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
す

ら
知
ら
ず
、
ま
し
て
故
障
車
の
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た

め
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
け
る
と
か
、
道
路
の
片
側
部
分
を
一

時
通
行
止
め
に
す
る
な
ど
、
道
路
の
安
全
性
を
保
持
す
る

た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
全
く
講
じ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
に
お
い

て
は
、
本
件
事
故
発
生
当
時
、
同
出
張
所
の
道
路
管
理
に

瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
な
く
、
本
件
道
路
の
管
理
費

用
を
負
担
す
べ
き
上
告
人
は
、
国
家
賠
償
法
二
条
及
び
三

条
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
件
事
故
に
よ
っ
て
被
上
告
人
ら

の
被
っ
た
損
害
を
賠
償
す
る
責
に
任
ず
べ
き
で
あ
り
、
道

路
管
理
者
は
、
道
路
交
通
法
上
、
警
察
官
が
道
路
に
お
け

る
危
険
を
防
止
し
、そ
の
他
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
り
、

道
路
の
交
通
に
起
因
す
る
障
害
の
防
止
に
資
す
る
た
め

に
、
違
法
駐
車
に
対
し
て
駐
車
の
方
法
の
変
更
･
場
所
の

移
動
な
ど
の
規
制
を
行
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

(道
路
交
通
法
一
条
、
五
一
条
)
を
理
由
に
、
損
害
賠
償

責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

ト
レ
ー
ラ
ー
違
法
駐
車
放
置
衝
突
事
件

(東
京
地
裁
平
成
八
年
九
月
一
九
日
)

〔事
案
概
要
〕

夜
間
、
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
付
近
の
道
路
上
に
、
牽
引
車
両

を
切
り
離
し
て
駐
車
さ
れ
て
い
た
コ
ン
テ
ナ
を
積
載
す
る

台
車
車
両

(ト
レ
ー
ラ
ー
)
の
後
部
に
、
普
通
乗
用
車
が

激
突
し
、
同
車
の
運
転
者
及
び
同
乗
者
が
死
亡
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

本
件
は
、
道
路
法
上
の
道
路
で
は
な
い
も
の
の
、
道
路

交
通
法
の
適
用
と
な
る
一
般
交
通
の
用
に
供
す
る
場
所
で

あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば

(本
件
道
路
は
港
湾
施
設
た
る
港

湾
道
路
で
は
な
く
都
道
と
す
る
目
的
で
建
設
さ
れ
、
道
路

法
上
の
路
線
認
定
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
都
営
バ
ス
が
連

行
を
開
始
し
た
時
か
ら
、
一
般
交
通
の
用
に
供
さ
れ
、
道

路
交
通
法
が
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。)、
本
件
道
路

を
管
理
す
る
東
京
都
埋
立
管
理
事
務
所
は
、
道
路
を
常
時

良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も
っ
て

一
般
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
義
務
を

負
う
と
解
さ
れ
る

(道
路
法
四
二
条
)。
本
件
事
故
当
時

は
、
コ
ン
テ
ナ
を
積
み
込
ん
だ
ト
レ
ー
ラ
ー
が
何
ら
の
灯

火
を
つ
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
特
段
の
警
告
措
置
を
執

る
こ
と
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
四
0
台
以
上
も
の
駐
車
列
を
作

っ
て
並
ん
だ
ま
ま
、
夜
間
、
少
な
く
と
も
二
時
間
以
上
放

置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
本
件
道
路
が
片
側
五
車
線
の

道
路
で
あ
っ
て
、
な
お
三
車
線
が
走
行
可
能
で
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
て
も
、
道
路
の
中
央
寄
り
に
二
車
線
に
渡
っ
て

ト
レ
ー
ラ
ー
が
何
ら
の
灯
火
も
な
し
に
、
数
十
台
駐
車
さ

れ
て
い
る
と
い
う
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
事
故
当
時
、

本
件
道
路
は
そ
の
安
全
性
を
著
し
く
欠
く
状
態
で
あ
っ
た

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

③

路
上
放
置
ガ
ス
ボ
ン
ベ
衝
突
事
件

(京
都
地
裁
昭
和
五
九
年
一
〇
月
一
二
日
)

〔事
案
概
要
〕

相
被
告

(私
人
)
は
、
本
件
道
路
に
隣
接
す
る
土
地
の

区
域
に
そ
の
所
有
建
物
を
建
築
し
た
上
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

ボ
ン
ベ
二
本
を
本
件
道
路
上
に
は
み
出
し
て
設
置
し
使
用



し
て
お
り
、
道
路
管
理
者
か
ら
二
度
に
亘
る
監
督
処
分

(原
状
回
復
命
令
)
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
に

応
じ
な
か
っ
た
。
本
件
道
路
を
普
通
乗
用
車
で
走
行
中
の

原
告
は
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
を
誤
り
本
件
ボ
ン
ベ
に
衝
突
し

た
。
そ
の
衝
突
で
、
本
件
ボ
ン
ベ
が
転
倒
し
て
、
そ
の
バ

ル
ブ
と
圧
力
調
整
器
を
折
損
し
元
バ
ル
ブ
が
解
放
さ
れ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
原
告
の
運
転
す
る
車
両
に
引

火
し
て
燃
え
上
が
っ
て
炎
上
し
、
相
被
告
の
住
居
に
燃
え

移
り
、
さ
ら
に
隣
接
す
る
原
告
所
有
の
会
社
工
場
を
全
焼

し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

相
被
告
は
本
件
事
故
の
二
日
前
に
、
本
件
ボ
ン
ベ
の
う

ち
一
本
を
本
件
道
路
に
は
み
出
し
て
設
置
し
て
い
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
が
、
道
路
管
理
者
は
、
相
被
告
の
違
法
建

築
部
分
の
撤
去
、
本
件
会
社
の
本
件
ボ
ン
ベ
に
対
す
る
安

全
確
保
の
指
導
監
督
等
道
路
の
安
全
保
持
の
た
め
に
必
要

な
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
道
路
の

維
持
管
理
に
通
常
備
え
る
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も

の
と
い
え
、
結
局
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
存
し
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

④

京
都
府
国
道
二
七
号
竹
や
ぶ
視
界
阻
害
衝
突
事
件

(大
阪
高
裁
昭
和
四
九
年

三

月
二
九
日
)

〔事
案
概
要
〕

路
肩
に
繁
っ
て
い
た
竹
が
積
雪
の
た
め
道
路
中
央
線
付

近
路
面
上
一
･
五
m
の
と
こ
ろ
ま
で
垂
れ
下
が
っ
て
い
た

た
め
に
、
こ
れ
を
避
け
て
対
向
車
線
に
出
た
車
両
が
対
向

車
と
衝
突
、
後
続
車
に
も
追
突
さ
れ
一
名
が
死
亡
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

本
件
道
路
は
京
都
と
舞
鶴
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
で

あ
っ
て
、
車
両
の
交
通
量
が
多
く
、
か
つ
、
本
件
事
故
現

場
付
近
は
冬
期
多
雪
地
帯
で
あ
る
こ
と
は
公
知
の
事
実
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
の
り
面
ま
で
竹
が
群
生
し
て
い
る
状
況

に
あ
っ
て
は
、
降
雪
に
際
し
竹
が
道
路
上
に
垂
れ
下
が
る

こ
と
が
あ
る
こ
と
は
客
観
的
に
予
想
で
き
る
。
こ
の
よ
う

な
事
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
道
路
直
近
の
竹
を
除
去
す

る
か
、
道
路
管
理
者
が
本
件
事
故
後
に
施
し
た
よ
う
な
防

護
策
等
を
設
置
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
道
路
管
理
者

は
、
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
結
局
、
本
件
道
路
は
本
件
事
故
現
場
付
近
に
お
い

て
そ
の
通
行
の
安
全
性
確
保
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、

そ
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
控
訴

人
国
は
、
本
件
事
故
の
発
生
は
管
理
者
に
と
っ
て
不
可
抗

力
で
あ
る
旨
主
張
す
る
が
、
右
の
よ
う
な
支
障
は
前
示
の

よ
う
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
で
十
分
回
避
可
能
で
あ
り
、

現
に
、
本
件
事
故
後
に
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
か
ら
、
右
主
張
は
失
当
で
あ
る
。
控
訴
人
国

が
当
日
、
人
的
物
的
施
設
に
よ
る
巡
回
、
除
雪
等
に
よ
り

可
能
な
限
り
降
雪
に
よ
る
交
通
事
故
の
発
生
を
防
止
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と

(事
故
当
日
の
午
前
朝
六
時
頃
、
積

雪
注
意
報
が
出
て
い
る
こ
と
を
宿
直
員
か
ら
告
げ
ら
れ
、

積
雪
量
七
皿
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
午
前
七
時
項
、
積

雪
の
多
い
舞
鶴
方
面
か
ら
除
雪
作
業
及
び
巡
回
を
開
始

(本
件
事
故
は
除
雪
や
巡
回
が
事
故
現
場
に
到
着
す
る
前

に
発
生
)
し
た
こ
と
)
は
証
拠
書
類
等
に
よ
っ
て
こ
れ
を

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
右
の
よ
う
な
当
日
に
お
け
る

主
観
的
意
図
な
い
し
は
活
動
に
よ
っ
て
、
本
件
道
路
管
理

上
の
瑕
疵
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　　
　　　

　　

　

　　　　　
　

①

奈
良
県
道
工
事
中
転
落
事
件

(最
高
裁
昭
和
五
〇
年
六
月
二
六
日
)

〔事
案
概
要
〕

道
路
工
事
の
た
め
路
面
が
掘
削
さ
れ
て
い
た
箇
所
で
走

行
中
の
普
通
乗
用
車
が
、
ハ
ン
ド
ル
を
切
り
き
れ
ず
に
田

園
に
転
落
し
た
。
運
転
者
は
、
事
故
の
前
照
灯
で
バ
リ
ケ

ー
ド
等
を
発
見
し
た
が
、
ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
等
の
操
作
を

し
な
か
っ
た
。
工
事
現
場
に
は
里
m色
の
ま
だ
ら
の
バ
リ
ケ

ー
ド
及
び
赤
色
灯
標
柱
が
設
置
し
て
あ
っ
た
が
、
事
故
直

前
に
何
者
か
が
自
動
車
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
を
倒
し
、
右
赤

色
灯
標
柱
は
工
事
現
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
効
用
を
失
っ

て
い
た
。

〔判
決
要
旨
〕

本
件
事
故
発
生
当
時
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
設
置
し

た
工
事
標
識
板
、
バ
リ
ケ
ー
ド
及
び
赤
色
灯
標
柱
が
道
路

上
に
倒
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
道

路
の
安
全
性
に
欠
如
が
あ
っ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
が
、
そ
れ
は
、
夜
間
、
し
か
も
事
故
発
生
直
前
に
先
行



し
た
他
車
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
時
間
的

に
道
路
管
理
者
に
お
い
て
遅
滞
な
く
こ
れ
を
原
状
に
復
し

道
路
を
安
全
良
好
な
状
態
に
保
つ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ

た
状
況
に
お
い
て
は
道
路
管
理
者
の
道
路
管
理
に
瑕
疵
が

な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

②

名
神
高
速
道
路
路
上
駒
止
ブ
ロ
ッ
ク
接
触
事
件

(東
京
地
裁
昭
和
四
八
年
四
月
【
七
日
)

〔事
案
概
要
〕

原
告
は
、
普
通
貨
物
自
動
車
を
九
〇
蛔
/
h
で
運
転
中

(前
照
灯
を
下
向
き
に
し
て
い
た
た
め
前
方
三
0
m
程
度

ま
で
し
か
視
野
に
治
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ

た
。)、
約
一
0
m
先
に
長
さ
四
〇
皿
高
さ
、
二
〇
皿
の
駒

止
ブ
ロ
ッ
ク
が
四
個
散
乱
放
置
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見

し
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
と
エ
ン
ジ
ン
ブ
レ
ー
キ
処
置
に
よ
っ

て
回
避
し
よ
う
と
し
た
が
及
ば
ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
に
衝
突
し

て
右
斜
め
前
方
に
暴
走
し
中
央
分
離
帯
に
乗
り
上
げ
横
転

し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

名
神
高
速
道
路
に
い
て
、
事
故
発
生
頻
度
は
、
一
日
当

た
り
約
九

･
六
件
、
障
害
物
に
よ
る
事
故
は
一
日
当
た
り

約
0

･
0

一
四
件
と
い
う
数
値
と
な
り
、
他
方
巡
回
数
は

か
か
る
異
常
事
態
除
去
に
当
然
結
び
つ
く
も
の
だ
け
で
、

一
日
当
た
り
少
な
く
と
も
一
三
回
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
本
件
事
故
当
時
平
均
す
る
と
一
八
･
五
回
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
現
場
に
お
け
る
巡
回
状

況
は
本
来
な
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
に
よ
り
低
水
準
の
も
の

で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
件
事
故
と
本
件
車
両
の
異
常
事
態
発
生
時
と
の
時
間

的
間
隔
は
一
〇
分
以
内
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
に
と
っ
て

わ
ず
か
な
時
間
内
で
あ
っ
た
と
推
認
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な

時
間
帯
に
お
い
て
は
道
路
管
理
者
が
本
件
タ
ン
ク
を
除
去

し
な
か
っ
た
と
し
て
も
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と

こ
の
障
害
物
排
除
は
不
可
能
を
求
め
ら
れ
る
に
等
し
い
も

の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
一
〇
分
以
下
の
間
隔
で
も

っ
て
巡
回
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
、
前
掲
事
故
頻
度

よ
り
み
て
到
底
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
前
掲
巡

回
状
況
を
も
っ
て
不
十
分
な
も
の
と
し
て
も
、
そ
の
瑕
疵

を
補
っ
た
と
し
て
も
結
局
本
件
事
故
は
防
ぎ
得
な
か
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
被
告
に
損
害
賠
償
責
任

あ
り
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

③

岡
山
国
道
二
号
路
上
放
置
物
衝
突
事
件

(広
島
高
裁
昭
和
六
三
年
三
一月
二
一
日
)

〔事
案
概
要
〕

原
告
運
転
の
普
通
乗
用
車
が
国
道
二
号
を
走
行
中
、
ト

ン
ネ
ル
の
出
口
付
近
に
お
い
て
進
路
上
に
落
ち
て
い
た
大

型
貨
物
自
動
車
の
軽
油
予
備
タ
ン
ク
に
乗
り
上
げ
て
、
ハ

ン
ド
ル
を
と
ら
れ
た
た
め
対
向
車
線
上
に
逸
走
、
対
向
車

と
衝
突
し
て
三
名
が
死
亡
、
一
名
が
負
傷
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

本
件
照
明
灯
は
、
本
件
事
故
当
時
、
排
気
ガ
ス
等
に
よ

る
汚
れ
の
た
め
相
当
照
度
は
落
ち
て
い
た
も
の
の
約
二
〇

ル
ク
ス
の
照
度
を
維
持
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
本

件
照
明
灯
の
設
置
は
も
と
よ
り
清
掃
、
保
守
等
の
管
理
に

は
特
に
手
落
ち
は
な
か
っ
た
。
本
件
タ
ン
ク
が
脱
落
し
た

の
は
、
事
故
発
生
当
時
、
長
く
と
も
二
二
分
前
後
程
度
の

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
道
路
は
、
原
告
運
転
車
両

の
速
度
調
整
の
不
備
、
前
方
不
注
視
の
過
失
及
び
本
件
タ

ン
ク
の
祝
認
の
困
難
さ
等
の
事
情
が
相
ま
っ
て
発
生
し
た

と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

④

北
九
州
国
道
一
〇
号
路
上
放
置
石
自
転
車
転
倒
事
件

(福
岡
高
裁
昭
和
五
三
年
四
月

=
日
)

〔事
案
概
要
〕

路
側
帯
付
近
を
自
転
車
に
乗
り
走
行
中
、
道
路
上
に
あ

っ
た
拳
程
度
の
大
き
さ
の
セ
メ
ン
ト
煉
瓦
の
破
片
に
乗
り

上
げ
て
車
道
側
に
転
倒
し
、
そ
こ
へ
後
方
か
ら
進
行
し
て

き
た
普
通
乗
用
車
に
頭
部
を
引
か
れ
死
亡
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

レ
ン
ガ
片
が
路
側
帯
上
に
あ
っ
た
こ
と
は
道
路
の
管
理

瑕
疵
に
当
た
る
が
、
レ
ン
ガ
片
は
、
事
故
当
日
の

｢毎
日

巡
回
｣
で
も
そ
の
存
在
を
認
め
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

道
路
巡
回
の
後
約
一
時
間
二
〇
分
以
内
の
間
に
突
然
現
出

し
た
も
の
で
あ
る
と
帷
認
で
き
る
か
ら
、
特
段
の
事
情
の

な
い
限
り
、
国
の
道
路
の
維
持

･
修
繕
･
保
管
に
不
完
全

な
点
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ

っ
た
も
の
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
。



表 その他主な路上障害物事例

事 件 名 判 決 日 等 判決結果 (無責理由り過失割合)

大分国道2l7号占用工事土砂堆積事件 最高裁 昭37･ 9 ･ 4 囮有責 (0 %)

北九州市道土砂砕石等放置事件 福岡地裁 昭虹･ 7 ･ 29 圃有責 (75 %)

茨城国道293号倒木衝突事件 水戸簡裁 昭46･ 10 ･ 22 囲無青 (時間的余裕なし)

和歌山国道42号松の木衝突事件 和歌山地裁田辺支部 昭47･ 7 ･ 26 国有責 (0 %)

東名高速道路タイヤ放置事件 東京高裁 昭48 流2 ･ 20 皿無責 (時間的余裕なし)

第三京浜道路落下物横転事件 東京地裁 昭50･ 12 ･ 25 田無責 (時間的余裕なし)

福岡国道10号放置石自転車転倒事件 福岡高裁 昭53 ･ 4 ･ 1l 囮無責 (回避容易
、

時間的余裕なし)

福島国道349号くるみの木事件 福島地裁 昭56 ･ 4 ･ 8 国有責 (0 %)

京都国道178号土砂堆積事件 大阪高裁 昭56･ 9 ･ 30 田無責 (因果関係なし)

市川市道銀杏の枝落下事件 最高裁 昭57 ･ 5 ･ 27 皿無責 (予見不可能)

市原市道切り株車両衝突事件 軋10印昭蹴擦 1
)

な係憲因責無囲

橿原幇市道隣地大木倒壊事件 笏4
▲鰺榔鰯良奈 能可不鋭責無皿

新潟国道18号ダンプはね石事件 郎酬昭纖棘 ,しな裕余的贓責無
州圏

京都市道歩行者車両衝突事件 "4鞠峨郡
W

京 ㈱積囲
埼玉県吉川町道路上鉄板単車転落事件

燃鞠銘鰡瀰 ㈱積囮
鳥取県道通行規制用ゲート衝突事件

蝿腕裁高最 ,し陰責圏

大阪国道309号放置車両追突事件 憐5平熾嫡 [易容避佃責無間

岐阜国道248号障害物衝突事件 芻5平峨聽 しな裕餘離時責無圏

大津市道トラック電柱衝突事件 蜷釧平祓歳 鰡積團
東名高速道路路上落下物衝突事件

眺骼緘棘 、し籍㈱主員蹠
阪神高速道路落下物車両損傷事件

㈱
平繊 、し縦徐榊責霊

州
團

神戸市道凍結防止剤袋原本f転倒事件 24･屹･u平裁高阪大 鰡積囲

大阪国道3lo号バイク転倒事件 “膣平識檄 "しな係鯛責無囲

⑤

国
道
三
〇
九
号
盗
難
車
両
衝
突
事
件

に
当
た
れ
ば
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
歩
道
に
止
め
て
あ
っ

行
方
法
で
は
考
え
に
く
い
事
態
を
想
定
し
た
管
理
上
の
義

(大
阪
地
裁
平
成
五
年
六
月
二
三
日
)

た
自
転
車
が
車
道
に
飛
び
出
し
て
く
る
と
い
う
通
常
の
通

務
が
あ
る
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

〔事
案
概
要
〕

深
夜
、
国
道

(片
道
二
車
線
)
を
南
方
向
に
走
行
中
、

歩
道
に
沿
っ
た
車
道
上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
盗
難
普
通
貨

物
自
動
車
に
激
突
し
、
助
手
席
の
同
乗
者
が
死
亡
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

本
件
車
両
は
、
歩
道
沿
い
の
路
側
帯
か
ら
南
行
車
線
に

向
か
っ
て
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
は
、

通
常
の
駐
車
す
る
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
原
告
は
本

件
車
両
を
回
避
し
て
走
行
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
っ
て
、

事
故
現
場
の
車
両
の
通
行
を
妨
げ
た
と
は
い
え
ず
、ま
た
、

放
置
期
間
は
証
拠
上
明
ら
か
で
な
い
が
、
最
大
約
二
六
時

間
で
あ
る
こ
と
も
含
め
総
合
的
に
考
慮
す
る
と
、
本
件
道

路
が
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
。

⑥

埼
玉
県
道
放
置
自
転
車
衝
突
事
件

(浦
和
地
裁
平
成
八
年

一
〇
月
九
日
)

〔事
案
概
要
〕

午
前
一
〇
時
頃
、甲
が
県
道
を
横
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

乙
が
自
転
車
で
同
県
道
の
歩
道
を
走
行
中
、
歩
行
者
で
あ

る
甲
を
避
け
よ
う
と
し
て
放
置
自
転
車
に
衝
突
し
、
そ
の

放
置
自
転
車
が
県
道
の
防
護
策
の
な
い
部
分
か
ら
飛
び
出

し
て
丙
に
衝
突
し
た
。

〔判
決
要
旨
〕

道
路
管
理
者
は
、
通
常
の
通
行
方
法
を
想
定
し
た
管
理



鴛
薹
群
#
ぜ"

特
集
/
路
上
放
置
車
両
の
現
状
に
つ
い
て

鋤榊
榊
が
＼
訟
淋
副
選
燃
さ測
ぷ
麓
澱
ぎ潟
窮
讃
蔚
鑓
N態
鍔
き
滝澤
"
〆

遭
廃
棄
週
濾
⑭
㈱部
改
正
に
つ
い
て

j
新
た
な
駐
車
対
策
法
制
に
よ
る
違
法
駐
車
取
締
り
の
仕
組
み
i

警
察
庁
交
通
局
交
通
企
画
課
付
兼
交
通
指
導
課
付

士
二瀬

古圏
剛…

平
成
一
六
年
六
月
三
日

｢道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
(平
成
一
六
年
法
律
第
九
0
号
)｣
が
可
決

･

成
立
し
、
同
月
九
日
に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
に
よ
る

改
正
の
中
身
は
、
運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
に
対
す
る
罰

則
の
強
化
、自
動
二
輪
車
の
二
人
乗
り
規
制
の
見
直
し
等
、

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
つ
で

あ
り
、
改
正
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
の
が
違

法
駐
車
対
策
の
推
進
に
係
る
規
定
の
整
備
(新
た
な
駐
車

対
策
法
制
)
で
す
。

新
た
な
駐
車
対
策
法
制
の
二
本
柱
と
な
る
の
が
、

○
放
置
車
両
に
つ
い
て
の
使
用
者
責
任
の
拡
充

○
違
法
駐
車
取
締
り
関
係
事
務
の
民
間
委
託

で
あ
り
、
公
布
の
日
か
ら
二
年
以
内
に
施
行
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た
な
駐
車
対
策
法
制
の
下
で

は
、
放
置
車
両
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
車
両
に
つ
い

て
は
駐
車
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
確
認
標
章
の
取
付

け
対
象
と
す
る
な
ど
、
駐
車
違
反
取
締
り
の
運
用
に
も
変

更
が
加
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
正
･
変
更
に
よ
り
、

放
置
駐
車
違
反
取
締
り
の
在
り
方
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
こ
の
度
の
改
正
に
至
っ
た
背
景
、
新
制
度

に
お
け
る
放
置
駐
車
違
反
の
責
任
追
及
の
仕
組
み
、
確
認

事
務
等
の
民
間
委
託
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
説
明
し
、
あ

わ
せ
て
新
制
度
に
お
け
る
駐
車
違
反
取
締
り
の
運
用
上
の

ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
本
文
中
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
、
筆
者
の
私
見
で
す
の
で
、
お
断
り
し
て
お
き

ま
す
。蛔

改
正
の
背
景

違
法
駐
車
は
、
都
市
部
を
中
心
に
常
態
化
し
、
交
通
渋

滞
や
交
通
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
緊
急
時
に

お
け
る
救
急
車
、
消
防
車
等
の
緊
急
車
両
の
通
行
や
、
ゴ

ミ
収
集
作
業
、
地
域
に
よ
っ
て
は
除
雪
作
業
の
妨
害
に
な

る
な
ど
、
国
民
生
活
に
著
し
い
弊
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま

す
。
交
通
渋
滞
は
、
多
大
な
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
す
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
渋
滞
中
の
自
動
車
か
ら
排
出
さ

れ
る
窒
素
酸
化
物
(態
等
の
大
気
汚
染
物
質
や
二
酸
化

炭
素
(@

等
の
温
室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
環
境
へ
の
影
響

も
無
視
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
交
通
事
故
は
平
成
一
六
年

中
に
駐
車
車
両
に
衝
突
し
た
人
身
事
故
が
二
、
四
五
九
件

(う
ち
死
亡
事
故
九
七
件
)、
駐
車
車
両
の
陰
か
ら
の
飛
び

出
し
な
ど
駐
車
車
両
に
起
因
す
る
人
身
事
故
が
六
、
五
九

一
件
(う
ち
死
亡
事
故
三
一
件
)
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

陰
で
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
危
険
な
場
面
が
発
生
し
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。



警
察
や
関
係
機
関
の
継
続
的
な
駐
車
対
策
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
違
法
駐
車
対
策
が
依
然
と
し
て
深
刻
な
都
市
問
題

と
な
っ
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
違
法
駐
車
の
大
半
が
運

転
者
が
車
両
を
離
れ
て
い
る
放
置
駐
車
違
反
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
違
法
駐
車
行
為
を
し
た
違
反
者
を
特
定
す
る
こ
と

が
困
難
で
、
運
転
者
に
対
す
る
責
任
の
追
及
が
十
分
に
行

え
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
治

安
情
勢
が
悪
化
す
る
一
方
で
、
駐
車
違
反
は
日
々
大
量
に

発
生
し
て
お
り
、
違
法
駐
車
取
締
り
に
向
け
る
こ
と
の
で

き
る
警
察
力
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。さ

ら
に
、
総
合
規
制
改
革
会
議
に
お
い
て
も
、
｢民
で

で
き
る
も
の
は
、
官
か
ら
民
へ
｣
と
い
う
規
制
改
革
の
流

れ
に
沿
っ
て
、
規
制
改
革
の
推
進
に
関
す
る
第
二
次
答
申

(平
成
一
四
年
三
一月
)
等
で
駐
車
違
反
対
応
業
務
の
民

間
委
託
を
可
能
と
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
、
道
路
交
通
法
が
一
部
改
正
さ

れ
、
良
好
な
駐
車
秩
序
の
確
立
を
図
る
た
め
の
新
た
な
駐

車
対
策
法
制
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

三

新
制
度
に
お
け
る
放
置
駐
車
違
反
の
責
任

追
及
の
仕
組
み

新
た
な
駐
車
対
策
法
制
に
よ
り
、
放
置
駐
車
違
反
の
違

反
者
の
特
定
が
困
難
と
い
う
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
放

置
車
両
に
つ
い
て
の
使
用
者
責
任
が
拡
充
さ
れ
、
運
転
者

が
反
則
金
を
納
付
し
な
い
な
ど
放
置
駐
車
違
反
に
係
る
運

転
者
の
責
任
を
追
及
で
き
な
い
場
合
に
は
、
都
道
府
県
公

安
委
員
会
が
放
置
車
両
の
使
用
者
に
対
し
、
放
置
違
反
金

の
納
付
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
制
度
(放

置
違
反
金
制
度
)
が
導
入
さ
れ
ま
す
。
車
両
の
使
用
者
と

は
、
車
両
の
連
行
を
支
配
･
管
理
す
る
者
で
あ
り
、
通
常

は
自
動
車
検
査
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
者
が
こ
れ
に

該
当
し
、
多
く
の
場
合
は
車
両
の
所
有
者
と
一
致
し
ま
す

(例
外
"割
賦
販
売
に
よ
る
車
両
、
リ
ー
ス
車
両
等
)。

新
制
度
に
お
け
る
放
置
駐
車
違
反
取
締
り
の
手
続
に
つ

い
て
は
、
チ
ャ
ー
ト
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
車

両
が
違
法
に
駐
車
し
て
お
り
、
運
転
者
が
そ
の
車
両
を
離

れ
て
直
ち
に
運
転
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
車
両
に
確

認
標
章
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
す
。
確
認
標
章
は
、
車
両
の

使
用
者
、
運
転
者
そ
の
他
車
両
の
管
理
に
つ
い
て
責
任
が

あ
る
者
以
外
は
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
確
認
標

章
が
取
り
付
け
ら
れ
た
車
両
の
状
況
は
、
警
察
署
長
か
ら

都
道
府
県
公
安
委
員
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

報
告
を
受
け
た
都
道
府
県
公
安
委
員
会
は
、
そ
の
違
反

に
つ
い
て
、
運
転
者
が
反
則
金
を
納
付
し
な
い
な
ど
運
転

者
の
責
任
追
及
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
使
用
者
に
対
し

て
弁
明
の
機
会
を
付
与
し
た
上
で
放
置
違
反
金
の
納
付
命

令
を
行
い
ま
す
。

納
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
放
置
違
反
金
を
滞
納
し
、
督
促
を

受
け
た
場
合
に
は
、
こ
れ
を
納
付
し
な
い
限
り
、
そ
の
車

両
に
つ
い
て
車
検
手
続
を
完
了
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
定
期
間
内
に
同
一
車
両
に
つ
い
て
繰

り
返
し
納
付
命
令
を
受
け
る
と
、
政
令
で
定
め
る
基
準
に

従
い
、
そ
の
車
両
の
運
転
を
禁
止
す
る
使
用
制
限
命
令
が

出
さ
れ
ま
す
。

三

確
認
事
務
等
の
民
間
委
託

放
置
さ
れ
た
違
法
駐
車
車
両
が
あ
る
と
い
う
事
実
の
確

認
と
標
章
の
取
付
け
に
関
す
る
事
務
(確
認
事
務
)
を
、

都
道
府
県
公
安
委
員
会
の
登
録
を
受
け
た
法
人
に
委
託
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
違
法
駐
車
取
締
り

関
係
事
務
の
民
間
委
託
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

っ
て
違
法
駐
車
に
対
応
す
る
た
め
の
警
察
の
執
行
力
を
十

分
か
つ
柔
軟
に
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

委
託
を
受
け
た
法
人
に
よ
る
確
認
事
務
の
公
正
か
つ
適

確
な
遂
行
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
法
人
の
登
録
制
度
に
よ

り
欠
格
事
由
に
該
当
す
る
法
人
が
あ
ら
か
じ
め
委
託
対
象

か
ら
排
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
場
に
お
い
て
違
反
事
実

の
確
認
と
標
章
の
取
付
け
を
実
際
に
行
う
こ
と
と
な
る
駐

車
監
視
員
に
つ
い
て
資
格
者
証
制
度
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

法
人
の
登
録
や
駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
交
付
、
資
格
者

証
の
交
付
を
受
け
る
た
め
の
講
習
等
に
つ
い
て
は
、
改
正

法
の
施
行
に
先
立
っ
て
、
そ
の
準
備
行
為
と
し
て
平
成
一

七
年
四
月
一
日
か
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
委
託
を
受
け
た
法
人
は
、
警
察
署
長
に
よ
る
日

常
の
監
督
に
従
う
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
重
点
的
に
取
締
り

を
行
う
場
所
、
時
間
帯
等
を
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

(四



弁明の機会付与

放置団藁反盤主宰割付命令

e違反金不納付への対応

の常習違反への対応
･車両の使用制限命令

告知 (青馴醐

反頤唯≦納付通告

参
照
)
に
沿
っ
た
巡
回
計
画
書
を
策
定
し
、

こ
れ
に
つ
い
て
警
察
署
長
の
承
認
を
受

け
、
計
画
的
に
巡
回
活
動
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。

四

新
制
鷹
に
お
け
る
駐
車
違
反

取
締
り
の
運
用
上
の
ポ
イ
ン
ト

図 新制度における放置駐車違反取締りの手順

従
来
の
駐
車
違
反
取
締
り
に
お
い
て

は
、
限
ら
れ
た
執
行
力
の
下
で
公
平
な
取

締
り
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、
違
法
駐
車

車
両
が
発
見
さ
れ
て
も
必
ず
し
も
直
ち
に

は
取
締
り
が
行
わ
れ
ず
、
一
定
時
間
経
過

後
も
な
お
駐
車
し
て
い
る
車
両
を
主
な
対

象
と
し
て
取
締
り
が
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
に
よ

っ
て

｢短
時
間
な
ら
駐
車
し
て
も
よ
い
｣
と
い

う
誤
っ
た
認
識
が
一
部
に
生
じ
、
さ
ら
に

は
、

一
回
目
の
チ
ョ
ー
ク
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
て
か
ら
移
動
さ
せ
れ
ば
取
締
り
を
受
け

な
い
と
考
え
る
悪
質
な
違
反
者
も
発
生
し

て
お
り
、
そ
の
結
果
、
危
険
性

･
迷
惑
性

の
高
い
短
時
間
駐
車
の
横
行
等
に
よ
る
恒

常
的
な
交
通
妨
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
に
対
処
し
良
好
な
駐
車

秩
序
を
確
立
す
る
た
め
、
確
認
事
務
等
の

民
間
委
託
に
よ
り
駐
車
違
反
に
対
応
す
る

た
め
の
執
行
力
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
新
た
な
駐
車
対
策

法
制
の
下
で
は
、
放
置
車
両
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た

車
両
に
つ
い
て
、
駐
車
時
間
の
長
短
に
か
か
わ
ら
ず
確
認

標
章
の
取
付
け
対
象
と
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
取
締
り
方
法
に
よ
る
場
合
、
違
法
駐
車
に

よ
る
交
通
問
題
が
生
じ
て
い
る
地
域
に
お
け
る
違
反
を
重

点
と
し
た
従
来
以
上
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
取
締
り
を
行

う
こ
と
が
、
駐
車
違
反
取
締
り
へ
の
国
民
の
理
解
を
得
る

上
で
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
新
制
度
の
下
で
は
、
地

域
住
民
の
意
見
、
要
望
等
を
踏
ま
え
て
、
重
点
的
に
取
締

り
を
行
う
場
所
、
時
間
帯
等
を
定
め
た
取
締
り
活
動
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
警
察
に
お
い
て
策
定
･
公
表
し
、
こ
れ
に
沿

っ
た
取
締
り
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

蛔駐車繊

違反車室の確認･確鬱認標章の取付け
民間委託可能



平
成
一
六
年
度

国
土
交
通
白
書
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

柳
橋

隆
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

　　
　
　
　　

平
成
一
六
年
度
の
国
土
交
通
白
書
は
三
部
構
成
と
な
っ

て
い
る
。
例
年
は
、
そ
の
年
毎
に
一
つ
の
テ
ー
マ
を
決
め

て
記
述
す
る
第
I
部
と
国
土
交
通
行
政
の
動
向
を
政
策
課

題
ご
と
に
記
述
す
る
第
□
部
の
二
部
構
成
で
あ
っ
た
が
、

今
回
は
平
成
一
六
年
に
豪
雨
ム
ロ風
･
地
震
･
津
波
等
に

よ
る
多
く
の
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、第
I
部
、

n
部
の
前
に
、
｢災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
｣

と
題
し
て
、
一
六
年
に
発
生
し
た
主
な
自
然
災
害
へ
の
対

応
と
新
た
な
災
害
対
策
の
推
進
に
つ
い
て
記
述
し
て
い

る
。

【災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
】

平
成
一
六
年
は
、
豪
雨
や
相
次
ぐ
台
風
の
上
陸
、
新
潟

県
中
越
地
震
な
ど
に
よ
り
、
我
が
国
で
は
多
く
の
被
害
が

発
生
し
た
。
海
外
で
も
、
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
規
模
地
震
と

こ
れ
に
伴
う
津
波
が
イ
ン
ド
洋
沿
岸
諸
国
に
甚
大
な
被
害

を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
エ
ハ年

度
の
国
土
交
通
白
書
で
は
、
冒
頭
に
お
い
て
、
｢災
害
に

強
い
国
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
｣
と
題
し
、
一
六
年
に
発
生

し
た
主
な
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
新
た
な
災
害
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

【第
I
部

東
ア
ジ
ア
と
の
新
た
な
関
係
と
国
土
交
通
施

策
の
展
開
】

二
一
世
紀
は
、
人
や
物
が
世
界
中
を
活
発
に
行
き
交
う

｢地
球
大
交
流
時
代
｣
と
な
り
、
世
界
に
お
け
る
経
済
的

な
結
び
つ
き
が
深
ま
る
中
、
東
ア
ジ
ア
は
近
年
目
覚
ま
し

い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
欧
米
諸
国
と
と
も
に
我
が

国
の
今
後
の
発
展
を
考
え
て
い
く
上
で
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
第
I
部
で
は

｢東
ア
ジ
ア
と
の
新
た
な
関
係
と
国
土
交
通
施
策
の
展
開
｣

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

【第
n
部

国
土
交
通
行
政
の
動
向
】

第
□
部
に
お
い
て
は
、
国
土
交
通
行
政
の
動
向
を
横
断

的
政
策
課
題
ご
と
に
報
告
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
以
下

｢平
成
一
六
年
度
国
土
交
通
白
書
｣

の
概
要
に
つ
い
て
、
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　　　　　　　　　　　　　
　　

平
成
一
六
年
は
、
台
風
の
上
陸
な
ど
に
よ
る
度
重
な
る

豪
雨
の
発
生
や
、
一
〇
月
の
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
、



全
国
各
地
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、
三
一

月
に
は
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
規
模
地
震
及
び
こ
れ
に
伴
う
津

波
が
発
生
し
、
イ
ン
ド
洋
沿
岸
国
に
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。
平
成
一
七
年
は
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
の
発
生

か
ら
一
〇
年
目
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
り
、
昨
今
の
大
規

模
災
害
の
発
生
と
あ
い
ま
っ
て
、
国
民
の
間
に
災
害
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
一
六
年
に
発
生
し

た
大
規
模
な
災
害
や
被
災
地
の
復
旧
状
況
、
そ
れ
ら
を
踏

ま
え
た
新
た
な
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

平
成
三
八年
に
発
生
し
た
自
然
災
害
へ
の
対
応

豪
雨
･
台
風
災
害
へ
の
対
応
]

○
災
害
の
概
況

市写真 1 昨年 7月の福井豪雨 (福井県福井市)

平
成
一
六
年
六
月
の
台
風
第
四
号
以
来
、
観
測
史
上
最

多
と
な
る
一
〇
個
の
台
風
の
上
陸
な
ど
に
よ
り
、
死
者

･

行
方
不
明
者
数
二
三
〇
名
以
上
、
浸
水
戸
数
約
一
七
万
戸

な
ど
、
各
地
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。

平
成
一
六
年
七
月
に
発
生
し
た
新
潟
･
福
島
豪
雨
で
は

信
濃
川
水
系
五
十
嵐
川
･
刈
谷
田
川
等
で
、
ま
た
、
福
井

豪
雨
で
は
九
頭
竜
川
水
系
足
羽
川
等
で
堤
防
が
決
壊
し
、

市
街
地
が
浸
水
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生
し
た

(写
真

1
)
。八

月
の
台
風
第
一
六
号
で
は
中
国
･
四
国
地
方
を
中
心

に
高
潮
等
に
よ
り
浸
水
被
害
が
、
九
月
の
台
風
第
二
一
号

で
は
三
重
県
、
愛
媛
県
等
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
等
が
発

生
し
た
。

さ
ら
に
、

一
○
月
の
台
風
第
二
三
号
で
は
円
山
川
水
系

円
山
川
等
で
堤
防
が
決
壊
し
て
兵
庫
県
北
部
を
中
心
に
大

規
模
な
浸
水
被
害
が
、
高
知
県
で
高
波
に
よ
る
海
岸
災
害

が
発
生
し
た
。

○
災
害
復
旧
に
向
け
た
対
応

国
土
交
通
省
で
は
、
被
災
状
況
の
把
握
、
迅
速
な
復
旧

を
実
施
し
た
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
や
、
豪
雨
ム
ロ
風

等
に
よ
る
災
害
の
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
平
成
エ
ハ年
度

補
正
予
算
に
お
け
る
措
置
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
。

[新
潟
県
中
越
地
震
災
害
へ
の
対
応
]

○
災
害
の
概
況

平
成
エ
ハ年
一
〇
月
二
三
日
に
新
潟
県
中
越
地
方
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
秘
の
地
震
が
発
生
、
新
潟
県
川
口
町
に
お

い
て
阪
神

･
淡
路
大
震
災
以
来
の
最
大
震
度
七
を
観
測

し
、
そ
の
後
も
活
発
な
余
震
活
動
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
地

震
に
よ
り
、
死
者
は
四
〇
名
に
達
し
、
避
難
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
人
は
最
大
で
一
〇
万
人
を
超
え
た
。
ま
た
、
運
行

中
の
上
越
新
幹
線
の
脱
線
、土
砂
崩
れ
に
よ
る
河
道
閉
塞
、

道
路
の
被
災
、
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

(写
真
2
)。

○
災
害
復
旧
に
向
け
た
対
応

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
地
震
発
生
当
初
か
ら
調
査

団
の
派
遣
等
に
よ
り
被
災
状
況
の
早
期
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、
専
門
家
等
の
派
遣
や
災
害
対
策
機
械
の
応
援
等

に
よ
る
災
害
復
旧
対
応
や
生
活
再
建
支
援
を
行
っ
た
。
ま

写真 2 一般国道252号 (新潟県魚沼市 旧堀之内町))



た
、
災
害
復
旧
事
業
や
、
地
震
に
よ
る
災
害
の
防
止
の
た

め
緊
急
に
対
応
す
べ
き
事
業
等
の
災
害
予
防
対
策
に
つ
い

て
、
平
成
一
六
年
度
補
正
予
算
に
お
け
る
措
置
に
よ
り
取

り
組
ん
で
い
る
。

○
被
災
地
の
復
興
に
向
け
た
対
応

国
土
交
通
省
で
は
災
害
復
旧
、
復
興
の
支
援
に
関
す
る

業
務
と
し
て
、
例
え
ば
、
新
潟
県
中
越
地
震
に
よ
り
大
き

な
被
害
を
受
け
た
新
潟
県
の
観
光
振
興
に
向
け
た
各
種
支

援
策
の
実
施
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

[ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
規
模
地
震
及
び
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害

へ
の
対
応
]

平
成
一
六
年
三
一月
二
六
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
･
ス
マ

ト
ラ
島
北
部
西
方
沖
を
震
源
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
知
の
地

震
が
発
生
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
で
、
イ
ン
ド
洋

沿
岸
国
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、
死
者

･
行
方
不
明
者

は
約
三
〇
万
人
と
言
わ
れ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
で
は
、
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
た
国
際
緊
急

援
助
隊
救
助
チ
ー
ム
に
海
上
保
安
庁
職
員
を
、
復
旧
･
復

興
支
援
と
し
て
タ
イ
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
モ
ル
デ
ィ
ブ
に
津

波
対
策
や
復
旧
･
復
興
活
動
の
専
門
家
を
派
遣
し
た
。

ま
た
、
イ
ン
ド
洋
の
津
波
早
期
警
戒
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構

築
に
積
極
的
に
貢
献
す
る
な
ど
、
関
係
省
庁
･
機
関
等
と

連
携
し
た
被
災
地
の
復
旧
･
復
興
、
被
災
国
の
防
災
能
力

の
向
上
に
向
け
た
人
材
育
成
等
の
支
援
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

災
害
対
策
の
総
点
検
と
新
た
な
対
策
の
推
進

平
成
一
六
年
に
お
け
る
度
重
な
る
自
然
災
害
の
発
生
と

い
う
事
態
を
踏
ま
え
、
従
前
か
ら
の
災
害
対
策
の
総
点
検

を
実
施
し
、
防
災
、
減
災
を
強
力
に
推
進
し
て
災
害
に
強

い
国
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

[豪
雨
･
台
風
対
策
]

○
豪
雨
災
害
対
策
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定

豪
雨
災
害
の
経
験
を
踏
ま
え
、災
害
情
報
提
供
の
充
実
、

防
災
情
報
の
共
有
の
徹
底
、
防
災
施
設
の
機
能
の
維
持
向

上
、
地
域
の
防
災
対
応
力
の
再
構
築
、
防
災
体
制
の
総
点

検
と
改
善
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
各
種
施
策
に
つ
い

て
の
時
限
や
数
値
目
標
を
設
け
て
緊
急
か
つ
強
力
に
そ
の

具
体
化
を
図
る
た
め

｢豪
雨
災
害
対
策
緊
急
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
｣
を
策
定
し
た
。

○
土
砂
災
害
対
策

平
成
一
六
年
に
年
間
約
二
、
五
0
0
件
と
い
う
統
計
開

始
以
来
最
大
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
土
砂
災
害
対
策
の
検
討

を
行

っ
て
い
る
。

[地
震
対
策
]

○
新
幹
線
脱
線
対
策

航
空
･
鉄
道
事
故
調
査
委
員
会
で
は
、
平
成
一
七
年
一

月
に
事
故
の
調
査
経
過
の
概
要
に
つ
い
て
報
告
･
公
表
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
原
因
究
明
の
た
め
の
調
査
を
進

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
報
告
も
踏
ま
え
、
｢新
幹
線
脱
線

対
策
協
議
会
｣
に
お
い
て
、
脱
線
防
止
対
策
、
被
害
軽
減

対
策
、
鉄
道
構
造
物
の
耐
震
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

○
住
宅
･
建
築
物
の
耐
震
化
の
促
進

新
潟
県
中
越
地
震
等
に
お
い
て
は
、
現
行
の
耐
震
基
準

に
満
た
な
い
古
い
建
築
物
に
多
く
の
被
害
が
見
ら
れ
た
こ

と
か
ら
、
基
準
に
満
た
な
い
住
宅
･
建
築
物
の
耐
震
化
に

係
る
耐
震
化
の
目
標
設
定
や
目
標
達
成
の
た
め
の
施
策
の

方
向
、
地
震
保
険
の
活
用
方
策
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行

っ
て
い
る
。

○
下
水
道
地
震
対
策

新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け
る
下
水
道
の
被
害
の
実
態
を

踏
ま
え
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
被
災
し
た
下
水
道
施
設
の

埋
め
戻
し
施
策
等
の
技
術
的
な
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

○
道
路
、
新
幹
線
の
橋
梁
の
耐
震
補
強
の
推
進

緊
急
輸
送
道
路
の
橋
梁
、
新
幹
線
の
高
架
橋
柱
、
新
幹

線
や
高
速
道
路
を
ま
た
ぐ
橋
梁

(跨
線
橋

･
跨
道
橋
)
に

つ
い
て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
一
九
年
度
ま
で
の
三
箇
年

で
重
点
的
に
耐
震
補
強
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

【津
波
対
策
]

○
津
波
対
策
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定

ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
規
模
地
震
及
び
イ
ン
ド
洋
津
波
被
害

を
踏
ま
え
、
我
が
国
の
津
波
対
策
に
つ
い
て
現
状
と
課
題



の
再
点
検
を
行
い
、
緊
急
的
に
取
り
組
む
べ
き
対
策
と

中
･
長
期
的
な
目
標
を
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

○
大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練

津
波
災
害
発
生
時
に
お
け
る
的
確
な
情
報
伝
達
の
仕
組

み
の
構
築
、
津
波
に
関
す
る
知
識
の
普
及
･
啓
発
を
目
的

に
、
国
、
地
方
公
共
団
体
、
法
人
、
住
民
ま
で
参
画
し
た

大
規
模
津
波
防
災
総
合
訓
練
を
、
平
成
一
七
年
七
月
に
実

施
す
る
予
定
で
あ
る
。

驚
鬘
部
入
藁
茅
ジ
茅
迄
の
薪
窟
な
開
襟
と
逼
塞
褻

き
遜
旗範
斌樹
さ
さぶね
いき
ぐ

ち
ミ
ミ
と
き)“
“
さ
ま
"＼̂
与ゞ
え
＼
》̂
実
ら
を
ド]ゞ
＼
ルミ
幸
シ′
《
)小
"さじ]Sま
だ)!
》"≦
;医さ
ぞ

近
年
、
社
会
経
済
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
国
境
の
垣
根
が

低
く
な
り
つ
つ
あ
り
、
人
や
物
が
世
界
中
を
活
発
に
行
き

交
う

｢地
球
大
交
流
時
代
｣
と
な
っ
て
き
て
い
る
中
で
、

国
際
的
な
分
業
の
進
展
な
ど
世
界
に
お
け
る
経
済
的
な
結

び
つ
き
が
深
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
地
球
規
模
化
の
進

展
は
、
国
、
地
域
、
企
業
と
い
っ
た
様
々
な
レ
ベ
ル
に
お

け
る
国
際
的
な
競
争
関
係
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
ま
た
、

温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る
地
球
環
境
問
題
な
ど
、
海
外
に

お
け
る
社
会
経
済
活
動
が
我
が
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

な
事
態
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
長
い
間
、
日
本
経
済
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
は

重
要
な
比
重
を
占
め
て
き
た
。
ま
た
、
多
国
間
関
係
に
つ

い
て
は
、
A
P
E
C
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
を
含
ん
だ
環
太
平

洋
に
お
け
る
多
国
間
の
協
力
関
係
も
構
築
さ
れ
、
日
本
も

こ
う
し
た
枠
組
み
の
中
で
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
我
が
国
と
近
接
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域

は
、
近
年
目
覚
ま
し
い
成
長
を
遂
げ
て
お
り
、
生
産
拠
点

や
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
競
争
相
手
と
し
て
、
欧
米
諸
国

と
と
も
に
我
が
国
の
今
後
を
考
え
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
存
在
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
第
I
部
で
は
、
相
互
依

存
と
競
争
の
関
係
、
国
内
の
地
域
に
お
け
る
国
際
的
な
地

域
間
連
携
の
動
き
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
を
中
心

と
し
た
近
隣
諸
国
･
地
域
と
の
関
係
の
動
向
を
分
析
す
る

と
と
も
に
、
こ
う
し
た
関
係
の
変
化
を
踏
ま
え
、
東
ア
ジ

ア
と
日
本
が
相
互
に
利
益
を
得
る
形
で
共
に
発
展
し
て
い

く
上
で
の
国
土
交
通
施
策
の
展
開
の
方
向
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。

第
1
章

成
長
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
成
長
]

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
実
質
G
D
P
は
、
一
九
八
〇

年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
間
で
四
･
八
五
倍
と
、
世
界
平
均

を
上
回
る
速
度
で
成
長
し
て
お
り
、
生
産
拠
点
及
び
市
場

と
し
て
成
長
し
て
い
る

(図
1
)。
そ
の
結
果
、
東
ア
ジ

ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
を
合
わ
せ
る
と
、
人
口
で
三
二
･

0
%
、
G
D
P
で
二
0

･
五
%
、
貿
易
額
で
は
輸
出
二

五
･
五
%
、
輸
入
二
二
･
一
%
と
、
第
三
の
極
を
形
成
し

つ
つ
あ
る
。
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[活
発
化
す
る
人
や
物
の
流
れ
]

経
済
活
動
の
拡
大
は
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
に
お
け

る
人
や
物
の
流
れ
の
増
大
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
海
外
旅

行
者
数
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量
、
航
空
旅
客
･
貨
物
輸

送
量
等
を
見
る
と
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
が
世
界
全
体
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2 旅行者数は訪問国の入国者数から算出。このため1人の旅行者が複数の国を周遊すると、重複して数えられる。
3 1994年における各国からの海外旅行者数を1卸とした。
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東アジア諸国 ･地域の海外旅行者数:アジア太平洋観光交流センター ｢世界観光統計資料集｣より作成

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
総
固
定
資
本
形
成
は
G
D
P

を
上
回
る
伸
び
を
示
す
時
期
も
見
ら
れ
る
な
ど
、
経
済
成

成

長
が
建
設
投
資
の
増
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う

脚
贓

か
が
え
る
。
ま
た
、
我
が
国
建
設
企
業
の
海
外
受
注
高
に

鎚
年

占
め
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
割
合
は
高
く
、
現
地
の

に
占
め
る
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
て
い
る

(図
2
)
。

(O
D
A
)
も
大
き
な
役
割
を

た
し
て
き
た

さ
ら
に

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
成
長
と
社
会
資
本
整
備
]

経
済
成
長
に
伴
う
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
と
と
も
に
成

○
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
に
お
け
る
社
会
資
本
整
備

長
を
持
続
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

東
ア
ジ
ア
諸
国

･
地
域
に
お
い
て
は
、
道
路
、
鉄
道
、

る

(図
3
、
表
1
)
。

港
湾
、
空
港
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
と
と
も
に
経
済
成

○
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
建
設
投
資
と
我
が
国
建
設
企

長
が
実
現
し
て
き
て
お
り
、
我
が
国
の
政
府
開
発
援
助

業
の
展
開

(O
D
A
)
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、

経
済
成
長
に
伴
う
需
要
の
増
大
に
対
応
す
る
と
と
も
に
成

長
を
持
続
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

図 2 東アジア諸国 ･地域からの海外旅行者数の推移 (T994年比)
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図 3 中国の高速道路延長と実質G D Pの推移

表 1 韓国及び中国の高速道路計画

計画延長 (目標年) 計画におけるネットワークの形状 現 況

韓 国 6,l60km (2020) 南北 7本、 東西 9本のネットワーク 2,778km (2003)

中 国 約85,oookm (2O3O)
北京から 7 本の放射線と、 南北 9本、 東西18本のネ

ットワーク
34,200km (2004)

資料) 各国政府資料より作成
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社
会
資
本
整
備
や
建
設
業
の
育
成
等
に
貢
献
し
て
い
る
。

測
さ
れ
る
。

第
2
豊

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
の
関

係
の
深
化

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
の
相
互
依
存
]

日
本
の
貿
易
額
に
占
め
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
シ

ェ
ア
は
、
二
0
0
三
年
で
輸
出
額
全
体
の
四
五
･
五
%
、

輸
入
額
全
体
の
四
三
･
七
%
と
な
っ
て
お
り
、
E
U

(輸

出

一
五

･
三
%
、
輸
入
一
二
･
八
%
)
、
N
A
F
T
A

(輸
出
二
六
･
九
%
、
輸
入
一
七
･
八
%
)
が
占
め
る
シ

ェ
ア
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

(図
4
)。
東
ア
ジ
ア
諸

国
･
地
域
と
日
本
と
の
間
の
輸
出
入
で
は
、
と
も
に
部
品

が
多
く
、
生
産
分
担
関
係
が
成
立
し
、
物
流
の
増
大
や
業

務
渡
航
を
通
じ
た
人
流
の
増
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
推

一語

…
4

%

%

れ
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畑

8
赤
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ア

の
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ま
た
、
観
光
面
で
も
、
経
済
発
展
と
と
も
に
東
ア
ジ
ア

諸
国
･
地
域
か
ら
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
は
増
加
し
て
お

り
、
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
が
相
互
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と

も
あ
わ
せ
、
観
光
交
流
の
高
ま
り
が
人
流
の
増
大
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

(図
5
)。

少
子
高
齢
化
が
進
行
す
る
日
本
に
と
っ
て
、
相
互
依
存

関
係
を
深
め
て
い
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
の
交
流
を

維
持
･
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
円
滑
な
人

流
･
物
流
の
確
保
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
努
め
る
必
要
が
あ

る
。

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
の
競
争
]

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
経
済
成
長
は
、
日
本
と
の
相図 5 国 ･地域別訪日外国人旅行者 (2003年)

(東アジア) 64 .8 %

(万人)

5
%

　
　

互
依
存
の
深
化
だ
け
で
な
く
、
国
、
地
域
、
都
市
、
企
業

等
の
あ
ら
ゆ
る
単
位
で
の
競
争
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

○
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
及
び
日
本
の
港
湾
･
空
港

人
流
･
物
流
の
増
大
、
交
通
手
段
の
発
達
、
海
運
の
大

容
量
化

(大
型
船
化
)
等
が
進
ん
だ
こ
と
を
背
景
と
し
て
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
で
は
港
湾
･
空
港
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
。
そ
の
結
果
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
港
湾

･

空
港
の
取
扱
能
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
一
部
で
は
取

扱
実
績
で
日
本
を
上
回
り
つ
つ
あ
る
。

港
湾
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
輸
出
入
さ
れ
る
コ
ン
テ

ナ
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
主
要
港
湾
に
お
い
て

積
替
輸
送
さ
れ
る
貨
物
量
の
増
加
や
非
直
送
率
の
上
昇
、

我
が
国
の
港
湾
に
お
け
る
基
幹
航
路
寄
港
便
数
の
減
少
な

ど
、
我
が
国
港
湾
の
国
際
的
な
地
位
の
相
対
的
低
下
が
推

測
さ
れ
る

(表
2
)。
ま
た
、
空
港
に
つ
い
て
も
、
利
用

ラ
ン
キ
ン
グ
で
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
一
部
の
空
港
が

日
本
の
空
港
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

国
境
を
越
え
た
経
済
活
動
の
機
能
分
担
が
進
む
中
、
日

本
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
を
相
手
に
競
争
力
を
維
持
す

る
た
め
、
ソ
フ
ト
面
も
併
せ
た
総
合
的
な
能
力
の
維
持

･

向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
。

○
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
及
び
日
本
の
運
輸
関
連
産
業

運
輸
関
連
産
業
に
つ
い
て
見
る
と
、
造
船
、
海
運
、
航

空
に
お
い
て
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
企
業
の
競
争
力

が
増
し
つ
つ
あ
り
、
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
東
ア
ジ
ア
諸

国
.
地
域
の
企
業
の
一
部
が
日
本
企
業
よ
り
も
上
位
と
な



っ
て
い
る
。

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
運
輸
関
連
企
業
の
競
争
力
が

増
し
て
い
る
中
で
、
日
本
の
運
輸
関
連
企
業
が
競
争
力
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
海
外
に
お
け
る
参
入
障
壁
や

国
内
に
お
け
る
高
コ
ス
ト
構
造
の
改
蓋
暈
寸、
制
度
面
で
の

環
境
整
備
が
必
要
と
な
る
。

表2 東アジア諸国 ･地域と日本の主要港湾コンテナ取扱量ランキング (2003年)

縦
年
位

02
順甥軍 欝

量
)臟

閘
鰭
伜

量
)癜

向
鰭
G聯国

1 l - - 香港 翻

療シ刎 , 泳珍
3 l 4 - 上海 榴
4ー 6 l 深セン 棡
5 - 3 l 釜山 蛔
6 - 6 l 高雄 韻
12 I 1 年 ポートケラン 労しマ

1年 ー5 1 青島 棡
欺
孃
ン

狄釀
鮒

鮫
孃
,

a
孃

“

お
癩

的

讓
働剛“嶬薹

2T l 24 - 天津 増
22 I 32 - 寧波 楢
23ー27 - 広州I 蛔
24ー20

-
タンジュンプリオク 汀淋イー

鱸
‐ゐ
藁壤

朧

範

鸚
藁

筏
薹剛剛薹

資料)

た
、
環
境
問
題
な
ど
地
理
的
に
近
接
し
て
い
る
我
が
国
に

も
い
ず
れ
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
な
る
課
題
も
あ
る
。

○
環
境
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
深
刻
化

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

(⑩
)
排
出

量
は
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
に
お
い
て
増
大
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
主

資料) 世界銀行 ｢2004 W orld D evelopm en【1ndicator｣ より作成

図 6 東アジアの主要都市における粒子状物質の大気濃度 (1999年)

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
抱
え
る
課
題
と
日
本
]

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
で
経
済
成
長
に
伴
い
発
生
し
て

い
る
課
題
は
、
市
場
･
生
産
拠
点
と
し
て
の
力
が
十
分
に

発
揮
で
き
な
く
な
る
こ
と
を
通
じ
、
相
互
依
存
関
係
を
深

め
つ
つ
あ
る
我
が
国
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
ま
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東アジア諸国 ･地域の主要都市の環状道路の整備状況

要
都
市
で
は
大
気
汚
染
が
問
題
に
な

っ
て
い
る

(図
6
)。

経
済
活
動
の
拡
大
に
伴
う
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
も
増
加
傾
向
を
示

し
て
お
り
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地

域
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

及
び
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

に
占
め
る
シ
ェ
ア
は
中
国
を
中
心

に
伸
び
続
け
、
E
U
、
N
A
F
T

A
を
上
回
る
ま
で
に
な
る
と
予
測

さ
れ
て
い
る
。

○
都
市
化
の
進
展
に
伴
う
弊
害

東
ア
ジ
ア
諸
国

･
地
域
に
お
い

て
は
、
経
済
成
長
と
と
も
に
都
市

部
へ
の
人
口
集
中
が
進
ん
で
お

り
、
渋
滞
、
大
気
汚
染
、
公
共
空

間
の
不
足
等
の
都
市
問
題
を
招
い

て
い
る
。
特
に
、
渋
滞
問
題
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
や

高
い
道
路
交
通
へ
の
依
存
等
を
背

景
に
、
東
ア
ジ
ア
諸
国

･
地
域
の

多
く
の
大
都
市
に
共
通
す
る
課
題

で
あ
り
、
環
状
道
路
や
都
市
鉄
道

の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る

(図

7
)。

○
災
害
･
事
故

･
テ
ロ
等
の
発
生

一
部
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
に
お
い
て
は
、
災
害
へ

の
脆
弱
性
が
高
く
、
自
然
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、

海
難
事
故

･
油
流
出
事
故
、
テ
ロ
、
海
賊
事
件
も
発
生
し

て
い
る
。

[東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
と
の
連
携
の
動
き
]

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
と
日
本
が
共
に
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
各
国
が
交
流
･
協
調
し
て
い
く
枠

組
み
が
重
要
で
あ
り
、
A
S
E
A
N
や
A
P
E
C
等
の
取

組
み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

最
近
で
は
、
多
国
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
｢東
ア
ジ
ア

首
脳
会
議
｣
の
開
催
が
決
定
さ
れ
、
我
が
国
も

｢日
A
S

E
A
N
包
括
的
経
済
連
携

(C
E
P
)
構
想
｣
を
提
唱
す

る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
国
間
関
係
に
つ
い
て
は
、

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
経
済
連
携
協
定

(E
P
A
)
や
自
由

貿
易
協
定

(F
T
A
)
の
動
き
が
加
速
し
て
お
り
、
我
が

国
も
、
E
P
A
/
F
T
A
に
つ
い
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と

の
間
で
発
効
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
韓
国
等
と
の
間
で
交
渉
中

で
あ
る
な
ど
、
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

第
3
章

東
ア
ジ
ア
と
日
本
の
地
域

[日
本
の
人
口
構
造
の
変
化
]

我
が
国
で
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
都
市
部
へ
と

人
口
が
集
中
し
、
特
に
高
度
経
済
成
長
の
過
程
で
は
三
大

都
市
圏
へ
の
大
規
模
な
人
口
移
動
が
発
生
し
た
が
、
そ
の



後
は
人
口
移
動
が
沈
静
化
し
、
人
口
の
定
着
化
が
進
ん
で

き
て
い
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
の
進
展
が
見

込
ま
れ
て
い
る
が
、
大
規
模
な
都
市
圏
で
は
高
齢
化
が
急

速
に
進
展
す
る
な
ど
都
市
圏
の
規
模
に
よ
っ
て
人
口
の
推

移
に
は
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
地
域
に
よ
っ
て
人
口
構

造
の
変
化
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

　　

　

羽
/“

!
)
＼

　
　　
　
　

　

＼
~＼~ k應群道飜線

(鵺 鯛流)懐彫Uブ

1 9 9 0年 瑯 黛2 0 0 0年 郷 鰯
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(注) 1 高速自動車国道に並行する一般国道の自動車専用道路を含む。
2 高規格幹線道路延長は、各年3月末時点における数値である。

資料) 国土交通省

[地
方
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
圏
の
形
成
と
東
ア
ジ
ア
と
の

関
係
]

0
ブ
ロ
ッ
ク
圏
の
形
成

人
口
の
定
着
化
が
進
む
中
、
広
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
整
備
進
展
等
を
背
景
に
、
地
方
部
で
は
広
域
的
な
社
会

経
済
圏
が
形
成
さ
れ
て
き
て
お
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
各
県

を
出
発
地
と
す
る
人
の
総
流
動
に
占
め
る
ブ
ロ
ッ
ク
内
の

他
県
を
目
的
地
と
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
内
流
動
の
割
合
等
が
高

い
状
況
と
な
っ
て
い
る

(図
8
)。

ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
圏
に
お
い
て
は
、
都
市
機
能
の
集
積

す
る
政
令
指
定
都
市
が
ブ
ロ
ッ
ク
圏
に
お
け
る
拠
点
性
を

高
め
て
い
る
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
圏
と
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域

地
方
部
に
お
い
て
は
、
地
方
部
と
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
航

空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
進
展
を
背
景
に
、
出
国
者

･
入

国
者
の
双
方
に
お
い
て
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
占
め
る

割
合
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

貿
易
に
お
い
て
も
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
位
置
づ
け
が

ノ
ノ

““

…

~

メ
ガ
"メ

ノ

〆
“

!

図 8 四国の高速道路とブロック内流動比率の変化



高
ま

っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て

ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
お
お
む
ね
、
海
外
と
の
交
流

が
活
発
に
な
る
中
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
の
占
め
る
割

合
が
高
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
圏
の
近
隣
諸
国
･
地
域
へ
の
広
が
り

地
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
圏
で
は
、
海
外
の
近
隣
地
域
と
の
連

携
の
強
化
や
近
隣
諸
国
･
地
域
の
市
場
の
開
拓
な
ど
、
成

長
す
る
近
隣
諸
国
･
地
域
の
活
力
を
自
ら
の
活
力
へ
と
結

び
つ
け
、
そ
の
発
展
を
図
ろ
う
と
す
る
取
組
み
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
…
環
日
本
海
地
域
の
連
携
、
環
黄
海
･
勘
海
地
域
の

連
携
、サ
ハ
リ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
北
海
道
経
済
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
･
地
域
か
ら
の
旅
行
者
誘
致
に
向

け
た
取
組
み

等

第
4
章

東
ア
ジ
ア
と
の
新
た
な
関
係
を
踏
ま

え
た
国
晝
変
通
施
策
の
展
開

企
業
活
動
や
地
域
づ
く
り
に
お
け
る
地
球
規
模
化
が
進

む
中
、
目
覚
ま
し
い
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
東
ア
ジ
ア

の
活
力
を
我
が
国
の
経
済
活
動
や
国
内
の
地
域
づ
く
り
と

連
動
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
、
人
口
減
少
下
に
お
け
る
重
要

な
視
点
と
な
っ
て
く
る
。
国
土
交
通
分
野
に
お
い
て
も
、

東
ア
ジ
ア
と
日
本
が
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。

[東
ア
ジ
ア
と
の
関
係
深
化
を
踏
ま
え
た
取
組
み
]

◇
増
大
す
る
人
流
･
物
流
に
対
応
し
た
総
合
的
な
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

大
都
市
拠
点
空
港

･
中
枢
港
湾
の
整
備
、
航
空
路
の

容
量
拡
大
、
国
内
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
国
際
空

港

･
港
湾
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
物
流
手
続
の
簡
素

化

･
効
率
化

◇
魅
力
と
競
争
力
の
あ
る
地
域
や
都
市
の
形
成

地
域
間
競
争
の
条
件
確
保
と
自
主
性
･
裁
量
性
の
高

い
支
援
、
連
携
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
大
都
市
の
機
能

の
維
持

･
向
上

◇
外
国
人
も
活
動
し
や
す
い
環
境
の
整
備

言
語
の
違
い
に
も
対
応
し
た

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
｣
の
考
え
方
に
基
づ
く
施
策

◇
日
本
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信

ビ
ジ
ッ
ト

･
ジ
ャ
パ
ン

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
、

観
光
関
連
産
業
従
事
者
に
お
け
る
人
材
育
成

◇
運
輸

･
建
設
･
観
光
産
業
の
事
業
環
境
の
整
備

経
済
連
携
協
定
等
の
締
結
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の

改
善
･
ビ
ジ
ネ
ス
機
会
の
拡
大

[東
ア
ジ
ア
と
の
発
展
に
向
け
た
国
際
的
な
連
携
･
協
力
]

◇
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

幹
線
鉄
道

･
道
路
等
の
整
備
支
援
、
メ
コ
ン
地
域
開

発
等
の
国
際
的
な
社
会
資
本
整
備
、
国
際
物
流
シ
ス
テ

ム
の
改
善
、
交
通
に
関
わ
る
技
術
の
仕
様
の
統
一

◇
災
害

･
事
故

･
テ
ロ
対
策

観
測
･
警
報
や
避
難
対
策
な
ど
ソ
フ
ト
も
含
め
た
災

害
対
策
へ
の
貢
献
、事
故
対
策
･
事
故
復
旧
へ
の
協
力
、

交
通
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
支
援

･
連
携

◇
環
境
問
題
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ
の
対
応

東
ア
ジ
ア
海
域
環
境
管
理
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

(P

E
M
S
E
A
)、
北
西
太
平
洋
地
域
海
行
動
計
画

(N

O
W
P
A
P
)
等
の
協
力
体
制
の
構
築
、
環
境
に
や
さ

し
い
自
動
車
の
開
発

･
普
及
の
促
進
、
安
定
し
た
資
源

輸
送
の
確
保

◇
都
市
問
題
等
の
課
題
解
決

計
画
策
定
や
計
画
的
整
備
手
法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
提
供
、

都
市
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
協
力
、
道
の
駅
な
ど

地
域
づ
く
り
の
経
験
を
活
か
し
た
協
力

◇
水
問
題
へ
の
総
合
的
対
応
、
観
光
資
源
の
活
用

　
　　　
　
　
　　
　

第
n
部
で
は
、
国
土
交
通
行
政
の
動
向
を
横
断
的
政
策

課
題
ご
と
に
報
告
し
て
い
る

(次
頁
参
韶
紫



国土交通行政の動向

第l章 時代の要請に相応しい国土交通行政の新たな展開

･成果重視の施策展開…政策評価の推進、事業評価の厳格な実施
･効率性、競争性を重視した施策展開…コスト構造改革、入札･契約適正化、既存ストック等の有効活用、特殊法人等改革
･新たな国と地方、民間との関係…国庫補助負担金の見直し、規制改革等、国民に開かれた行政運営と対話型行政
･ユニバーサルデザインの考え方に基づく国土交通政策の構築

t第2章 観光立国の実現と美しい国づくりl

･訪日外国人旅行者の倍増…ビジット･ジャパン･キャンペーンの推進、受入れ体制の整備
･国民の旅行環境の整備…長期滞在型旅行の促進、安全快適な旅行の確保
･魅力ある観光交流空間づくり…観光地の魅力の向上、自然環境を活用した観光資源の形成
の美しい国づくり…景観緑三法の制定、事業における景観形成の原則化

t第3章 地域再生都市再生の推進 i

･地域再生･都市再生を支える施策の推進…地域の自主性･裁量性、民間のノウハウ･資金の活用、ハード･ソフトの基盤整備
･都市再生プロジェクト等の推進…多様で活発な交流と経済活動、災割こ強く安心して暮らせる都市、良好な都市環境

第4章 自立した個人の生き生きとした暮らしの実現

･少子･高齢社会への対応…バリアフリー化、子育てを支援する生活環境の整備、高齢者が安心して暮らせる生活環境の整備
･豊かな居住の実現…良質な住宅ストックの整備･活用、優良な宅地供給の促進
･快適な暮らしの実現…下水道整備、公園整備、水資源の安定供給
･暮らしの利便性の向上…便利なモビリティーの確保、快適･安心な公共交通の実現
･甘革命の推進…交通分野のlT化、電子国土の実現、電子政府の実現
･レクリエーション活動の推進…海洋性レクリエーションの振興、スカイレジャーの振興

{第5章 競争力のある経済社会の構築 i
･広域的･国際的交通ネットワークの構築…幹線道路鉄道の整備、国内航空･海上交通ネットワークの充実

大都市圏の国際拠点空港機能の強化
･複数の交通機関の連携強化…マルチモーダルな交通体系、空港への交遊アクセス強化
･国際的に競争力のある物流市場の構築…国際物流機能強化、物流効率化、スーパー中枢港湾プロジェクトの推進
･産業の再生･活性化…交通産業、建設産業等

第6章 安全の確保
･自然災害対策…治水･都市型水害土砂災害対策、地震･火山対策、情報防災、初動体制の確立、災害に強い交通体系
･交通安全対策…幹線道路の交通事故対策、自動車安全対策、鉄道･海上･航空安全対策
･危機管理,安全保障対策…犯罪･テロ対策、犯罪の生じにくい社会環境の整備、事故災害対応、海洋権益の確保

第7章 美しく良好な環境の保全と創造

･地球温暖化対策の推進…低公害車の開発･普及、交通流対策、物流のグリーン化、省エネルギー型住宅建築物
･循環型社会の形成…建設jサイクル、輔脈物流、自動車･FRP船リサイクル、グリーン調達
･美しい自然環境を保全･再生する国土づくり
･健全な水循環系の構築
･海洋環境の管理
･大気汚染･騒音防止等…道路交通環境改善、空港鉄道騒音対策、ヒートアイランド対策
･地球環境の観測･監視

{第8章 多様性のある地域鱗緘 J
地域･国土づくりの方向性…国土計画の推進、地域の拠点形成、地域づくり支援
･活力ある地域づくり…連携交流の拠点･ネットワーク整備
･地域の足の確保…生活交通路線の確保、離島交通難受
･特定地域の振興…豪雪地帯、離島、奄美群島小笠原諸島、半島
･北海道総合開発の推進

{第9章 我が国の持続的発展のための国際的な連携獺 fヒと国際貢献 i
･国際的な連携･協調メカニズム、国際標準への取組み、国際協力

{第粉章 21世紀を支える技術研究開発 J



は
じ
め
に

本
稿
に
お
い
て
も
、
今
月
号
の

｢特
集
｣
(｢路
上
放
置

車
両
の
現
状
に
つ
い
て
｣
)
の
流
れ
に
沿
う
形
で
、
路
上

障
害
物
に
係
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
｢特
集
｣
に
掲
げ

た
事
例
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
路
上
障
害
物
に
起
因
す
る

事
故
に
関
し
道
路
の
管
理
瑕
疵
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
に

つ
い
て
、
裁
判
所
の
考
え
方
は
、
当
該
道
路
の
構
造
、
用

法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
実
態
等
の
総
合
勘
案
と
い
う

管
理
瑕
疵
に
係
る
判
断
基
準
の
下
、
障
害
物
判
例
で
は
、

と
り
わ
け
、
当
該
路
上
障
害
物
が
道
路
管
理
者
に
よ
る
巡

回
等
に
お
い
て
発
見
さ
れ
て
い
た
か
否
か
、
仮
に
発
見
し

て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
除
去
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

っ
た
か
否
か

(時
間
的
切
迫
性
の
有
無
●
が
主
と
し
て
問

わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
本
事
例
で
は
、

そ
の
障
害
物
の
道
路
上
の
存
在
自
体
が
大
き
な
争
点
と
な
っ

た
事
例
で
あ
る
。

一
事
案
の
概
要

被
害
者
は
、
昭
和
五
五
年
二
月
二
二
日
午
前
一
時
一
〇

分
頃
、
大
型
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
、
一
般
国
道
一
八
号

の
新
潟
県
上
越
市
薄
袋
付
近

(以
下
｢本
件
事
故
現
場
道

路
｣
と
い
う
。)
の
下
り
車
線
を
走
行
中
、
先
行
車
両
が

ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
ん
だ
石

(重
さ
七
糖
、
長
さ
二

三
皿
、
幅

一
七
m
、
厚
さ
一
四
凹

(以
下

｢本
件
石
｣

と
い
う
。)
を
跳
ね
上
げ
た
た
め
、
こ
れ
が
被
害
者
の
車

両
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
被
っ
て
車
内
に
進
入
し
て
頭
部

を
直
撃
し
即
死
し
た
。

二

争
点

先
行
車
両
が
本
件
事
故
現
場
道
路
を
通
過
す
る
前
に
道

路
上
に
本
件
石
が
放
置
さ
れ
て
い
た
か
。

三

判
決

主
文

り

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

の

訴
訟
費
用
は
原
告
ら
の
負
担
と
す
る
。

四

理
由

1

争
点

(本
件
石
は
放
置
さ
れ
て
い
た
か
)
に
つ
い
て

の
ま
ず
、
本
件
道
路
の
状
況
を
み
る
と
、
本
件
事

故
現
場
道
路
は
、
国
道

一
人
号
の
う
ち
上
越
市
市

役
所
前
交
差
点
か
ら
北
方
約
三
〇
0
m
の
付
近
に

あ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
よ
っ
て
舗
装
さ
れ
、
直

線
で
見
通
し
は
良
好
で
、
沿
道
に
は
住
宅
、
事
務

所
、
商
店
等
が
立
ち
並
ん
で
市
街
地
を
形
成
し
て

い
る
。
本
件
事
故
当
時
は
、
道
路
両
側
に
雪
堤
が

あ
り
、
路
面
は
積
雪
も
な
く
平
坦
で
、
自
然
的
要

因
に
よ
る
落
石
等
の
危
険
は
全
く
な
い
こ
と
は
当

路
上
障
害
物
に
蛔
圏
す
る
事
旗
に
関
し

道
路
管
理
瑕
疵
が
否
定
さ
れ
た
事
例

ー
国
道
一
八
号
ダ
ン
プ
跳
ね
石
事
件

(東
京
地
裁
)
i

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之



事
者
間
に
争
い
が
な
く
、
原
本
の
存
在
及
び
成
立
に

く
、
跳
ね
出
し
た
石
の
ほ
と
ん
ど
が
フ
ェ
ン
ダ
ー
等

が
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
認
定

争
い
の
な
い
書
証
及
び
証
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
本

の
車
体
部
分
又
は
地
面
に
衝
突
し
て
転
げ
出
し
、
空

に
反
す
る
証
拠
は
な
い
。

件
事
故
現
場
道
路
は
中
央
線
に
よ
っ
て
上
下
二
車
線

に
区
分
さ
れ
、
最
高
速
度
四
○
如
/
h
、
迫
越
し
の

た
め
の
右
側
部
分
は
み
出
し
通
行
禁
止
、
駐
車
禁
止

の
各
規
制
が
な
さ
れ
て
お
り
、
車
道
幅
員
は
約
三
一

m
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
当
時
は
道
路
両
側
に
高
さ

約
一
･
三
m
の
雪
堤
が
あ
っ
た
た
め
、
通
行
可
能
な

幅
員
は
約
九
･
四
m
に
制
限
さ
れ
て
お
り
、
付
近
に

は
街
路
灯
等
が
な
い
た
め
夜
間
は
暗
く
、
路
面
は
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
が
露
出
し
て
い
る
が
雪
解
け
水
が
凍
結

し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
右
認
定
に
反
す
る
証

拠
は
な
い
。

②
次
に
、
走
行
中
の
ダ
ン
プ
カ
ー
が
路
面
上
の
石
を

挟
み
込
ん
で
跳
ね
飛
ば
す
可
能
性
が
あ
る
か
否
か
等

に
つ
い
て
見
る
と
、
本
件
事
故
の
原
因
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
道
路
管
理
者
が
砂
を
満
載
し
た
七
t
ト
ラ

ッ
ク
及
び
本
件
石
と
ほ
ぼ
同
じ
重
量
･
形
状

･
性
質

の
石
を
使
用
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
路
面
上
で

各
種
方
法
に
よ
る
石
の
跳
ね
飛
ば
し
等
の
実
験
を
行

っ
た
結
果
、
｢噛
み
込
み
石
の
跳
ね
飛
ば
し
実
験
｣

に
よ
れ
ば
、
石
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
後
輪
ダ
ブ
ル
タ

イ
や
に
石
を
挟
み
込
ん
だ
状
態
で
四
〇
な
い
し
六
〇

皿
/
h
で
走
行
し
た
場
合
、
三
〇
数
回
の
試
験
中
、

石
を
跳
ね
飛
ば
す
こ
と
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
場
合
、

石
の
跳
ね
出
す
位
置
、
跳
ね
飛
ぶ
方
向
は
一
定
で
な

の
車
体
部
分
又
は
地
面
に
衝
突
し
て
転
げ
出
し
、
空

中
に
高
く
跳
ね
上
が
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
の
、
一

回
ほ
ぼ
真
上
の
方
向
に
高
さ
約
三
m
以
上
跳
ね
上
が

っ
た
例
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
、
右
の
よ
う
に
ダ
ブ
ル

タ
イ
ャ
に
挟
み
込
ん
で
跳
ね
飛
ば
し
た
場
合
に
は
石

の
両
側
面
に
タ
イ
ヤ
痕
が
付
着
す
る
こ
と
、
一
方
、

｢踏
み
飛
ば
し
実
験
｣
に
よ
れ
ば
、
石
の
一
端
を
六

〇
踊
/
h
で
走
行
す
る
右
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
タ
イ

ヤ
で
踏
み
つ
け
た
場
合
、
五
七
回
の
試
験
中
、
石
は

斜
め
前
方
に
飛
び
出
す
が
、
飛
び
出
す
高
さ
は
ほ
と

ん
ど
一
･
二
m
以
下
で
、
一
回
だ
け
一
･
八
m
に
至

っ
た
こ
と
が
あ
る
に
留
ま
り
、
二
m
以
上
の
高
さ
ま

で
跳
ね
上
が
っ
た
例
は
な
か
っ
た
こ
と
、
右
の
よ
う

に
、
石
の
一
端
を
踏
み
つ
け
た
場
合
は
石
の
一
側
面

に
タ
イ
ヤ
痕
が
付
着
す
る
が
、
両
側
面
に
付
着
す
る

こ
と
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の

路
面
上
に
置
い
た
石
の
右
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
の
ダ
ブ

ル
タ
イ
ヤ

(複
輪
間
の
最
大
間
隙
九
･
六
七
皿
、
最

小
間
隙
四
皿
)
に
よ
る

｢噛
み
込
み
試
験
｣
の
結
果

で
は
、
四
○
蹴
/
h
の
速
度
で
噛
み
込
み
試
験
を
し

た
と
こ
ろ
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、

一
〇
な
い
し
二
〇

如
/
h
程
度
の
速
度
に
落
し
て
三
〇
回
以
上
の
試
験

を
行
っ
た
も
の
の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
ん
だ
例

が
一
回
も
な
く
、
最
微
速
で
前
後
進
し
た
場
合
に
二

〇
回
以
上
の
試
験
の
う
ち
何
回
か
挟
み
込
ん
だ
こ
と

に
反
す
る
証
拠
は
な
い
。

③
以
上
の
事
実
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
は
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
の
平
坦
な
最
高
速
度
が
四
〇
踊
/
h
に
規

制
さ
れ
た
道
路
で
、
事
故
発
生
当
時
凍
結
状
態
に
あ

り
、
か
つ
、
右
道
路
状
況
に
お
い
て
は
、
ダ
ン
プ
カ

ー
が
最
微
速
で
進
行
し
た
場
合
を
除
い
て
、
本
件
石

を
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
む
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど

な
い
の
み
な
ら
ず
、
仮
に
右
道
路
を
深
夜
最
微
速
で

走
行
す
る
車
両
が
あ
っ
て
、
本
件
石
を
ダ
ブ
ル
タ
イ

ヤ
に
挟
み
込
ん
だ
と
し
て
も
右
の
最
微
速
で
走
行
中

に
後
続
車
両
で
あ
る
被
害
者
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

(タ
イ
ヤ
接
地
面
か
ら
二
m
以
上
の
高
さ
)
ま
で
こ

れ
を
跳
ね
飛
ば
す
こ
と
は
あ
り
得
ず
、
ま
た
、
本
件

石
は
本
件
事
故
発
生
の
四
〇
分
前
ま
で
は
本
件
事
故

現
場
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
な
い
こ
と

は
後
に
認
定
す
る
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の

事
情
に
か
ん
が
み
る
と
、
本
件
石
が
被
害
者
の
先
行

車
両
が
本
件
事
故
現
場
道
路
を
通
過
す
る
前
右
道
路

上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
と
は
認
め
る
こ
と
は
で
き

ず
、
か
え
っ
て
、
被
害
者
の
先
行
車
両
が
本
件
道
路

以
外
に
未
舗
装
道
路
上
を
走
行
中
に
本
件
石
を
ダ
ブ

ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
み
、
そ
の
ま
ま
事
故
現
場
ま
で

走
行
す
る
に
至
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。
な
お
、
原
告
ら
は
、
本
件
道
路
の
よ
う
に
平

坦
な
舗
装
道
路
に
お
い
て
は
、
路
面
に
凹
凸
が
少
な



い
た
め
、
走
行
中
の
車
両
の
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
が
路
面

の
凹
凸
に
よ
っ
て
受
け
る
衝
撃
の
変
化
も
少
な
く
、

し
た
が
っ
て
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
が
石
を
挟
み
込
む
力
に

も
強
弱
の
変
化
が
少
な
い
結
果
、
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に

挟
み
込
ま
れ
た
状
態
が
継
続
し
て
い
る
石
が
こ
れ
か

ら
外
れ
て
跳
ね
飛
ぶ
よ
う
な
決
定
的
な
契
機
に
乏
し

い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
事
故
現
場
道
路
上
に
放
置

さ
れ
て
い
た
本
件
石
が
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
ま

れ
た
一
瞬
の
の
ち
に
外
れ
て
跳
ね
飛
ん
だ
も
の
で
あ

る
と
見
る
ほ
か
は
な
い
旨
主
張
す
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
件
に
お
い
て
は
、
右
主
張
を
裏
付
け
る
に
足

り
る
証
拠
が
な
く
、
か
え
っ
て
、
平
坦
な
舗
装
道
路

に
お
い
て
も
、
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
石
を
挟
み
込
ん
だ

ま
ま
走
行
し
て
き
た
車
両
が
蛇
行
、
急
激
な
加
速
あ

る
い
は
減
速
等
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ブ
ル
タ

イ
ヤ
が
石
を
挟
む
力
に
強
弱
の
変
化
が
生
じ
る
こ
と

、
は
見
や
す
い
道
理
で
あ
り
、
こ
れ
ら
力
の
変
化
を
契

機
と
し
て
石
が
ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
か
ら
外
れ
て
跳
ね
飛

ぶ
こ
と
も
経
験
則
上
十
分
で
あ
り
得
る
と
こ
ろ
で
あ

る
か
ら
、
原
告
ら
の
右
主
張
は
に
わ
か
に
採
用
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
い
う
ほ
か
な
い
。
し
て
み

る
と
、
被
害
者
の
先
行
車
両
が
本
件
事
故
現
場
道
路

を
通
過
す
る
前
に
本
件
石
が
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕

疵
が
あ
る
と
す
る
原
告
ら
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
を

欠
き
、
理
由
が
な
い
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
る
を
免

れ
な
い
。

2

本
件
石
が
も
と
も
と
本
件
事
故
現
場
道
路
上
に
放
置

さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
被
害
者
の
先
行
車
両
が
こ
れ
を

ダ
ブ
ル
タ
イ
ヤ
に
挟
み
込
ん
だ
直
後
被
害
者
の
運
転
席

に
跳
ね
飛
ば
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
当
裁
判
所

は
、
以
下
に
述
べ
る
理
由
に
よ
り
、
被
告
国
の
本
件
道

路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
原
告
ら
の

こ
の
点
に
関
す
る
主
張
の
理
由
が
な
い
も
の
と
判
断
す

る
o

①
証
拠

(略
)
に
よ
れ
ば
、
被
告
国
は
、
前
記
国
道

一
人
号
の
う
ち
本
件
事
故
現
場
道
路
を
含
む
新
潟
県

内
の
三
七
･
三
踊
の
区
間
に
つ
き
、
そ
の
維
持
、
修

繕
そ
の
他
の
管
理
業
務
を
直
接
行
わ
せ
て
い
た
こ

と
、
本
件
事
故
当
時
、
本
件
道
路
管
理
者
に
よ
る
管

理
は
、
建
設
省
が
定
め
た
道
路
技
術
基
準
及
び
直
轄

維
持
修
繕
実
施
要
領
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、

巡
回
班
を
編
成
し
、
毎
日

(職
員
が
勤
務
を
要
し
な

い
日
を
除
く
。)
一
回
、
原
則
と
し
て
昼
間
本
件
事

故
現
場
道
路
を
含
む
前
記
担
当
区
間
を
道
路
パ
ト
ロ

ー
ル
カ
ー
に
よ
っ
て
巡
回
さ
せ
、
右
巡
回
は
、
道
路

状
況
、
特
に
路
面
、
路
肩
部
等
の
異
常
の
有
無
、
ま

た
冬
期
に
お
い
て
は
、
路
面
の
積
雪
の
状
況
、
除
雪

及
び
凍
結
防
止
剤
散
布
の
必
要
性
の
有
無
そ
の
他
の

道
路
管
理
上
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い

た
こ
と
、
こ
と
に
冬
期
に
お
い
て
は
、
本
件
道
路
が

積
雪
の
甚
だ
し
い
地
域
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
路
管

理
者
は
前
記
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
よ
る
巡
回
の
ほ

か
、特
に
夜
間
に
お
け
る
道
路
状
況
の
把
握
の
た
め
、

民
間
業
者
に
委
託
し
て
巡
回
を
さ
せ
て
い
た
が
、
右

民
間
事
業
者
に
よ
る
巡
回
は
、
気
象
状
況
等
に
照
ら

し
て
道
路
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
場
合
に
業
者
に

指
示
を
発
し
て
行
わ
れ
、
業
者
は
右
指
示
を
受
け
た

都
度
直
ち
に
巡
回
を
実
施
し
、
必
要
あ
る
場
合
に
は

除
雪
等
の
作
業
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
も
の

の
、
右
巡
回
は
、
積
雪
状
況
の
確
認
に
留
ま
ら
ず
、

路
面
の
異
常
の
有
無
、
障
害
物
の
存
否
等
道
路
管
理

上
必
要
な
事
項
に
っ
て
も
実
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

本
件
事
故
発
生
の
日
の
前
日
で
あ
る
昭
和
五
五
年
二

月
二
一
日
、
道
路
管
理
者
は
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
同
日
午
前
八
時
三
〇
分
頃
か
ら
午
後
五
時
項

ま
で
本
件
事
故
現
場
道
路
を
含
む
担
当
区
域
を
巡
回

し
た
が
、
そ
の
際
に
は
本
件
事
故
現
場
道
路
上
に
本

件
石
そ
の
他
交
通
上
の
支
障
と
な
る
べ
き
何
ら
の
異

状
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
道
路
管
理

者
は
、
同
日
、
前
記
民
間
業
者
に
対
し
、
同
日
午
後

一
〇
時
頃
及
び
翌
二
二
日
早
朝
の
二
回
に
渡
り
本
件

事
故
現
場
道
路
を
含
む
担
当
区
域
の
巡
回
を
実
施
す

る
よ
う
指
示
し
た
と
こ
ろ
、
同
民
間
業
者
は
指
示
に

従
い
そ
の
従
業
員
二
名
に
巡
回
車
に
よ
り
巡
回
さ
せ

た
が
、
本
件
道
路
上
下
面
車
線
共
に
本
件
石
そ
の
他

交
通
上
支
障
と
な
る
べ
き
何
ら
の
異
状
も
認
め
ら
れ



な
か
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、
本
件
事
故
発
生
前
、
タ

ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手
が
本
件
事
故
発
生
前
の
前
日

で
あ
る
二
月
二
一
日
午
後
三

時
四
〇
分
頃
、
本
件

事
故
現
場
道
路
の
下
り
車
線
を
通
過
し
、そ
の
帰
路
、

同
日
午
後
三

時
五
〇
分
頃
、
同
所
の
上
り
車
線
を

通
過
す
る
ほ
か
、
二
社
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手

(二
人
)
が
午
前
零
時
三
〇
分
頃
に
上
下
車
線
に
お

い
て
、
い
ず
れ
も
本
件
石
が
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て

い
る
の
を
発
見
し
て
い
な
い
。

②
右
事
実
、
特
に
、
道
路
管
理
者
、
民
間
業
者
に
よ

る
巡
回
及
び
タ
ク
シ
ー
運
転
手
ら
に
よ
っ
て
も
、
本

件
事
故
現
場
道
路
上
に
本
件
石
が
放
置
さ
れ
て
い
た

の
を
発
見
し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
本
件
道
路

は
、
平
坦
な
直
線
の
道
路
で
見
通
し
も
よ
く
、
道
路

の
両
側
に
は
雪
堤
が
あ
り
、
路
面
が
凍
結
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
車
両
の
運
転
者
は
路
面
の
状
況
を
十
分

注
視
し
つ
つ
運
転
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、か
つ
、

そ
う
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
か
ら
、
仮
に
右
道
路
上
に
本
件
石
が
存
在

し
て
い
た
と
す
れ
ば
こ
れ
を
容
易
に
発
見
す
る
こ
と

が
で
き
た
も
の
と
推
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

(右
推

認
を
左
右
す
べ
き
確
た
る
証
拠
は
な
い
。)
こ
と
に

照
ら
す
と
、
仮
に
右
道
路
上
に
本
件
石
が
存
在
し
て

い
た
と
し
て
も
、
本
件
石
が
出
現
し
た
時
刻
は
、
前

記
タ
ク
シ
ー
会
社
の
運
転
手
が
右
道
路
の
下
り
車
線

を
通
過
し
た
二
月
二
二
日
午
前
零
時
三
〇
分
頃
か
ら

本
件
事
故
が
発
生
し
た
同
日
午
前
一
時
一
〇
分
頃
ま

で
の
約
四
〇
分
の
間
の
で
あ
る
と
推
認
す
る
こ
と
が

で
き
、
右
推
認
を
覆
す
に
足
り
る
証
拠
は
な
い
。

③
以
上
の
推
定
事
実
に
照
ら
す
と
、
被
告
国
の
本
件

道
路
の
管
理
体
制
に
は
、
そ
の
通
行
の
安
全
性
の
確

保
に
お
い
て
不
充
分
な
と
こ
ろ
は
な
く
、
仮
に
本
件

石
が
本
件
事
故
現
場
道
路
上
に
放
置
さ
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
本
件
石
が
出
現
し
て
か
ら
本
件
事
故
発
生

ま
で
の
時
間
が
僅
か
四
0
分
以
内
と
い
う
短
時
間
で

あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
被
告
国
が
遅
滞
な
く
こ
れ
を

発
見
の
上
除
去
し
、
道
路
を
安
全
良
好
な
状
態
に
復

す
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
っ
た
も
の
と
い

う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、右
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
は
、

被
告
国
の
本
件
道
路
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
も
の

と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。



艦れ鬱◎鬘鱗

再
発
見
、
大
阪
の
熊
野
衡
道

熊
野
古
道
が
人
気
を
博
し
て
い
ま

す
。
昨
夏
、
｢紀
伊
山
地
の
霊
場
と

参
詣
道
｣
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
、
熊
野
三
社
へ
至
る
中
辺

路
な
ど
の
古
道
歩
き
が
一
種
の
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
時
代
に

山
林
修
行
の
地
で
あ
っ
た
熊
野
は
、

平
安
か
ら
鎌
倉
期
に
皇
族
貴
族
が
参

詣
を
繰
り
返
し
、
室
町
後
期
に
は

｢蟻
の
熊
野
詣
｣
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

多
く
の
一
般
民
衆
か
ら
信
仰
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

中
世
の
熊
野
御
幸
は
、
京
の
都
か

ら
舟
運
で
淀
川
を
下
っ
て
き
た
皇
族

が
、
渡
邊
滓
と
呼
ば
れ
た
大
阪
の
八

軒
家
浜

(現
在
の
京
阪
天
満
橋
駅
付

近
)
に
上
陸
、
阿
倍
野
王
子
、
住
吉

大
社
、
境
王
子

(堺
)
な
ど
を
経
て

紀
伊
路
を
南
下
し
、
熊
野
へ
至
っ
た

大
阪
府
臺
泉
事
務
所

山
内

一
浩

と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
鳥
羽
上

皇
の
例
で
は
わ
ず
か
二
二
日
間
で
京

都
~
熊
野
三
社
間
を
往
復
、
一
〇
ヵ

月
に
一
度
、
計
二
八
回
も
御
幸
を
繰

り
返
し
て
お
り
、
往
時
の
能
…野
信
仰

の
凄
味
が
窺
え
ま
す
。

◆
街
道
で
の
新
た
な
試
み

大
阪
府
が
熊
野
街
道
で
新
た
な
試

み
を
始
め
た
の
は
昨
年
春
に
遡
り
ま

す
。
京
阪
電
鉄

･
南
海
電
鉄

･
大
阪

市
な
ど
が
共
同
で
、
世
界
遺
産
登
録

を
記
念
し
、
｢大
阪
か
ら
始
ま
る
熊

野
街
道
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
｣
を
連

続
三
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施
す
る
と
の

情
報
を
得
ま
し
た
。

京
都
市
内
か
ら
、
天
満
橋
~
住
吉

と
続
い
て
、
三
回
目
が
、
堺
市
域
を

縦
断
し
、
浜
寺
公
園
駅
へ
至
る
約
一

四
蹴
の
ウ
ォ
ー
ク
ル
ー
ト
。
府
で
は
、

か
ね
て
か
ら
、
府
域
に
広
が
る
歴
史

街
道
自
体
を
観
光
資
源
と
し
て
、
鉄

道
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
の
如
く
街
道

歩
き
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
な
い
か

模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
機

会
に
南
海
電
鉄
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
な
が

ら
、
街
道
の
案
内
を
充
実
さ
せ
る
手

法
を
検
討
し
ま
し
た
。

折
か
ら
、
堺
市
域
で
は
、
道
路
の

里
親
制
度
と
し
て
府
道
の
清
掃
等
を

地
域
の
手
に
託
す

｢ア
ド
プ
ト
ロ
ー

　
　
　
　
　

長

竹

西から東から

図 主な歴史街道



ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
が
広
が
り
を
見
せ

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
熊
野
街
道
沿

線
の
住
民
や
企
業
の
方
々
と
の
協
働

に
よ
っ
て
、
熊
野
街
道
の
交
差
点
に

道
し
る
べ
を
設
け
た
り
、
住
民
の
育

て
た
花
プ
ラ
ン
タ
ー
を
添
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

◆
企
業
か
ら
寄
贈
の
道
し
る
べ

道
し
る
べ

(写
真
)
は
、
近
隣
の

和
泉
山
系
の
間
伐
材
を
利
用
し
た
六

0
m
四
方
の
木
製
板
で
、
熊
野
三
山

か
ら
神
鳥

｢ヤ
タ
ガ
ラ
ス
｣
の
公
認

デ
ザ
イ
ン
の
使
用
許
可
を
得
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
の
道
し
る
べ
自
体

っ
て
い
た
様
子
で
し
た
。

今
後
、
道
し
る
べ
に
加
え
て
、
沿

線
の
民
家
に
協
力
を
い
た
だ
く
提
灯

の
連
続
灯
火
、
各
地
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
同
好
会
や
N
P
O
の
力
を
借
り
て

の
街
道
ウ
オ
ー
ク
マ
ッ
プ
発
行
な

ど
、
歴
史
街
道
再
発
見
の
た
め
の
ア

イ
デ
ア
を
実
現
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

を
協
力
企
業
か
ら
寄
贈
し
て
い
た
だ

き
、
府
が
設
置
工
事
と
管
理
を
担
う

仕
組
み
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
鉄
道
駅
か
ら
の
街
道

ハ
イ
キ
ン
グ
を
促
す
点
で
南
海
電
鉄

と
J
R
西
日
本
に
、
歴
史
街
道
の
保

全
･
整
備
を
推
進
す
る
点
で
関
西
経

済
連
合
会
に
、
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

に
協
賛
し
て
い
た
地
元
企
業
の
シ
マ

ノ
に
、
我
々
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
計
一
二
基
、
道
し
る
べ
の
寄

贈
を
得
ま
し
た
。

◆
こ
れ
か
ら
の
取
組
み

数
多
く
の
街
道
の
起
点
で
あ
る
天

満
橋
･
八
軒
家
で
は
、
現
在
、
中
之

島
新
線
鉄
道
と
河
川
の
船
着
場
整
備

が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
歴
史
的
な
交

通
の
要
衝
で
あ
っ
た
当
地
が
数
年
後

に
新
た
な
交
通
結
節
点
と
し
て
再
生

し
ま
す
。
今
ス
タ
ー
ト
し
た
熊
野
街

道
の
P
R
や
保
全
活
動
を
、
今
後
、

竹
内
街
道
や
京
街
道
な
ど
各
地
の
歴

史
街
道
に
広
げ
、
八
軒
家
再
生
の
時

期
に
集
大
成
し
、
大
阪
の
元
気
を
取

り
戻
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
文
の
執
筆
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
大
阪
府
土
木
部
交
通
道
路
室
に

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

写真 企業から寄贈された ｢道しるべ｣

◆
熊
野
街
道
ウ
ォ
ー
ク
で
の
P
R

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
ゴ
J
ル

を
、
バ
ラ
園
や
与
謝
野
晶
子
記
念
碑

な
ど
の
あ
る
府
営
浜
寺
公
園
に
移

し
、
熊
野
街
道
の
歴
史
や
ア
ド
プ
ト

ロ
ー
ド
活
動
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展

示
ブ
ー
ス
を
併
設
。
三
一月
の
イ
ベ

ン
ト
当
日
は
快
晴
で
絶
好
の
ハ
イ
キ

ン
グ
日
和
と
な
り
、

一
、
二
〇
〇
名

の
熟
年
ウ
ォ
ー
カ
ー
達
が
健
脚
を
競

わ
れ
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
で
数
名
に
伺

う
と

｢何
や
け
っ
た
い
な
看
板
あ
っ

た
な
あ
｣
と
道
し
る
べ
の
印
象
が
残



｢晴
れ
の
国
｣
岡
山
へ
よ
う
こ
そ

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
こ
の
春

か
ら
と
ん
び
会
に
仲
間
入
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
岡
山
県
の
木
村
と

申
し
ま
す
。
い
な
か
の
ス
ズ
メ
が
東

京
の
都
会
の
と
ん
び
と
な
っ
た
わ
け

で
、右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
状
態
で
、

国
土
交
通
省
庁
舎
廊
下
や
地
下
鉄
通

路
の
出
口
を
探
し
て
右
往
左
往
し
て

い
る
毎
日
で
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
た
く
し
の
こ
と
は
さ
て
お
き
ま

し
て
、
本
誌
で
貴
重
な
ペ
ー
ジ
を
頂

け
る
と
い
う
こ
と
で
、
わ
た
く
し
の

ふ
る
さ
と
岡
山
県
の
ご
紹
介
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

岡
山
県
は
中
国
地
方
に
あ
り
ま
し

て
、
瀬
戸
内
の
雨
の
日
が
少
な
い
比

較
的
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
と
こ

ろ
で

｢晴
れ
の
国
｣
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
実
際
、
東
京
事
務
所
勤
務
の

岡
山
県
東
京
事
務
所

木
村

圭
児

同
僚
に
言
わ
せ
る
と
、
東
京
よ
り
岡

山
の
方
が
雨
の
日
が
少
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
面
積
は
約
七
、
0
0
0
婦
、

県
の
形
は
ほ
ぼ
正
方
形
に
近
く
、
高

速
道
路
網
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
自
動
車
に
よ
る
移
動
が
便
利
で

す
。統

計
に
よ
る
と
高
速
自
動
車
国
道

実
延
長
は
、
二
九
0
･
八
蹴
で
全
国

第
六
位

(｢道
路
統
計
年
報

平
成

一
五
年
四
月

一
日
｣
に
よ
る
)
、
ま

た
、道
路
貨
物
輸
送
ト
ン
数
は
六
六
、

三

一
九
千
t
で
全
国
第

一
四
位

(｢陸
運
統
計
要
覧

平
成

一
五
年

度
｣
に
よ
る
)
な
ど
、
道
路
網
整
備

に
恵
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
、
道
路

局
の
皆
様
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
か

と
、あ
り
が
た
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。

◆
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国
体

平
成
一
七
年
度
の
第
六
〇
回
国
民

体
育
大
会
は
、
岡
山
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
岡
山
県
で
は
昭
和
三
七
年
に

第

一
七
回
国
体
が
開
催
さ
れ
て
以

来
、
四
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、

｢あ
な
た
が
キ
ラ
リ
☆
｣
を
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
県
民
一
丸
と
な
っ

て
国
体
の
準
備
を
し
て
お
り
ま
す

(図
1
)。

大
会
の
会
期
は
、
夏
季
大
会
が
平

成

一
七
年
九
月

一
〇
日
か
ら

一
三

日
、
秋
季
大
会
が
一
〇
月
二
二
日
か

ら
二
七
日
で
、
正
式
競
技
三
七
、
公

開
競
技
三
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
二
〇

が
、
県
内
三
○
市
町
村
を
競
技
会
場

と
し
て
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

大
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
と
、
名
前
は

｢も
も
っ
ち
｣
、

岡
山
を
代
表
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
、
鬼
ヶ

島
に
鬼
退
治
に
行
っ
た
桃
太
郎
を
ス

ポ
ー
ツ
の
大
会
に
ふ
さ
わ
し
く
ア
レ

ン
ジ
し
ま
し
た
。
髪
は
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
表
わ
す

｢
キ
ラ
リ
｣
の
カ
タ
チ

(図
2
)。
大
会
に
参
加
す
る
す
べ
て

の
人
へ
元
気
い
っ
ぱ
い
エ
ー
ル
を
送

凶觜4二』づ ら̂ nこと

o に 行 るつ に 元　　　　　　　 　　 　 　 　 　 　 　
帆 - 、▲ 暦 ふた り 布 令 # ÷
をデザイ い 〃u 二 は き た l

一 エ ス ロ
イ
ー　を

一

ク
タ

一
ス

マ
ポ

ル
会

ボ
大

ン
た

シ
しン
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図 2 大会マスコットキャラ

｢ももっち｣

り
ま
す
。

ま
た
、
大
会
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

は
、
B
z
の

｢
R
U
N
｣
と
い
う
曲

で
す
。
B

z
は
、
岡
山
県
の
津
山
市

出
身
の
稲
葉
浩
志
さ
ん
と
松
本
孝
弘

さ
ん
の
二
人
に
よ
り
そ
九
人
人
年
に

結
成
さ
れ
た
ロ
ッ
ク

･
ユ
ニ
ッ
ト
。

デ
ビ
ュ
ー
以
来
数
々
の
C
D
セ
ー
ル

ス
記
録
を
更
新
し
続
け
る
な
ど
、
名

実
と
も
に
日
本
を
代
表
す
る
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
で
す
。

｢R
U
N
｣
は
、
そ
の
B
z
が
一

九
九
二
年
に
発
表
し
た
六
枚
目
の
ア

ル
バ
ム
の
タ
イ
ト
ル
曲
。
若
々
し
く

躍
動
感
の
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
や
、
未

来
へ
の
希
望
に
あ
ふ
れ
た
歌
詞
は
、

大
会
に
参
加
す
る
す
べ
て
の
人
々
を

力
づ
け
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
で

、し
よ
う
0

今
後
こ
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
は
、

大
会
に
関
連
し
た
テ
レ
ビ
･
ラ
ジ
オ

の
広
報
番
組
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
使

用
さ
れ
、
開
催
気
運
を
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
大
会
の
主
会
場
と
な
る

の
は

｢桃
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
｣
(岡

山
市
)
(写
真
ー
)
で
す
。
こ
の
競

技
場
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
中
国
山
地
･

に
弥
生
時
代
の
遺
構
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

｢桃
太
郎
ス
タ
ジ
ア
ム
｣
で
は
、

観
客
･
競
技
者
･
運
営
者
な
ど
あ
ら

ゆ
る
立
場
の
人
が
、
年
齢
、
性
別
、

言
語
、
障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
安

心
し
て
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

き
め
細
か
い

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
｣
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
ド
に
は
、
車
い
す
利
用
者

や
難
聴
者
に
対
応
し
た
客
席
の
他
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
の
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
晴
れ
の
国
お
か
や
ま
国

体
の
終
了
後
、
平
成
一
七
年
三

月

五
日
か
ら
七
日
の
間
、
障
害
者
ス
ポ

ー
ツ
の
祭
典
、
第
五
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

｢輝
い
て
!

お

か
や
ま
大
会
｣
と
し
て
開
催
さ
れ
ま

す
。
こ
の
大
会
は
、
一
人
ひ
と
り
が

豊
か
な
人
間
性
の
つ
な
が
り
の
中

で
、
と
も
に
支
え
あ
い
、
喜
び
と
感

動
の
輪
を
日
本
中
に
広
げ
る
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

岡
山
平
野
･
瀬
戸
内
海
の
連
続
し
た

地
形
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
優
し
く
伸
び

や
か
な
曲
線
に
よ
っ
て
岡
山
ら
し
さ

を
表
現
し
て
い
ま
す
。

岡
山
県
唯
一
の
第
一
種
公
認
陸
上

競
技
場
と
し
て
、
だ
れ
で
も
安
心
し

て
利
用
で
き
る

｢
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
｣
の
採
用
を
は
じ
め
、
環
境

へ
の
配
慮
、文
化
財
と
の
共
存
な
ど
、

多
く
の
特
長
を
備
え
て
い
ま
す
。
ス

タ
ジ
ア
ム
周
辺
は
、
縄
文
時
代
後
期

か
ら
近
代
に
至
る
複
合
遺
跡

(津
島

遺
跡
)
と
な
っ
て
お
り
、
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
の
床
下
に
は
、
そ
の
出

土
状
況
を
再
現
。
強
化
ガ
ラ
ス
越
し

写真 1 主会場となる ｢桃太郎スタジアる　
　　主剤



◆
く
だ
も
の

最
後
に
、
岡
山
を
代
表
す
る
く
だ

も
の
の
ご
紹
介
を
い
た
し
ま
す

(写

真
2
)。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
お
い
し
い
く

だ
も
の
が
収
穫
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆

様
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

写真 2 岡山を代表するくだもの (左から ｢白桃｣、 ｢マスカット ･オ
ブ ･アレキサンドリア｣、 ｢ニューピオーネ｣

･
｢白
桃
｣
･･･全
国
生
産
第

一
位

(シ
ェ
ア
五
六
.
一
%
)

マ
ス
カ
ッ
ト
と
と
も
に

｢く
だ
も

の
王
国
お
か
や
ま
｣
を
代
表
す
る
初

夏
の
果
物
で
、
七
月
中
旬
か
ら
八
月

上
中
旬
が
食
べ
頃
で
す
。
袋
を
か
け

て
大
切
に
栽
培
さ
れ
る
た
め
、
気
品

の
あ
る
白
さ
と
と
ろ
け
る
よ
う
な
味

わ
い
が
特
徴
で
、
岡
山
の
桃
を
総
称

し
て
白
桃
と
い
わ
れ
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
白
桃
、
清
水
白
桃
等
の

白
桃
系
品
種
が
主
体
。
｢桃
か
ら
生

ま
れ
た
桃
太
郎
｣
と
い
う
桃
太
郎
伝

説
で
も
有
名
で
、
桃
の
花
は

｢県
の

花
｣
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

･
｢
マ
ス
カ
ッ
ト

･
オ
ブ

･
ア
レ
キ

サ
ン
ド
リ
ア
｣
!
全
国
生
産
第
一

位

(シ
ェ
ア
九
一
･
五
%
)

透
き
通
る
よ
う
な
エ
メ
ラ
ル
ド
グ

リ
ー
ン
の
房
と
豊
か
な
芳
香
、
気
品

あ
ふ
れ
る
食
味
で
果
物
の
女
王
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
岡
山
特
産
の
ブ
ド
ウ

で
す
。
全
国
の
九
割
以
上
が
岡
山
県

で
栽
培
さ
れ
、
五
月
か
ら
一
一
月
ま

で
全
国
に
出
荷
さ
れ
ま
す
。

･
｢
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
｣
･･･全
国
生

産
第
一
位
(シ
ェ
ア
三
九
･
九
%
)

紫
里
の
大
粒
の
ぶ
ど
う
で
、
種
な

し
で
す
。
甘
く
て
お
い
し
く
て
食
べ

や
す
い
と
大
好
評
で
す
。
岡
山
県
の

生
産
量
は
日
本
一
(シ
ェ
ア
四
割
)

で
、
更
に
生
産
を
拡
大
中
で
す
。
ピ

オ
ー
ネ
は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
開
拓
者

の
意
味
で
、
ま
さ
に

｢く
だ
も
の
王

国
お
か
や
ま
｣
の
未
来
を
開
く
開
拓

者
と
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

◆
お
わ
り
に

誌
面
の
都
合
で
ご
紹
介
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
岡
山
に

は
観
光

･
物
産
な
ど
見
ど
こ
ろ
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
の
で
、皆
様
ぜ
ひ
、

晴
れ
の
国
岡
山
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。よ

り
詳
し
い
情
報
は
、
岡
山
県
産

業
労
働
部
観
光
物
産
課
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
提
供
中
で
す
。

け
号
"
"
"
"
も
括
約
o
六
環
m自
主
三
の営
鱒
て

　　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　



遭
聯
臺
鬮
醤
油
卿
し
た
中
心
繭
衞
地
の
ま
ち
づ
く
り

1
九
州
新
幹
線
の
本
格
開
業
に
備
え
る
j鹿

児
島
市
T
M
O
事
務
局

田
中

文
裕

E

は
じ
め
幅

鹿
児
島
商
工
会
議
所
に
お
い
て
平
成
一
三
年
六
月
に
中

心
市
街
地
の
活
性
化
を
目
的
と
す
る
鹿
児
島
市
T
M
O
構

　

　

　

　
　

　　

　

　

　　

　　

　　

　

　

　　

　
　
　

　　　

　　
　　
　　　

　　
　
　

　　

　

　
　　

　

を
ま
ち
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
と
あ
っ
て
、
鹿
児
島
を
代

児
)地区) (下)

図 1 鹿児島市中心市街地 (上) と天文館中央地区 (対象



を
平
成
一
六
年
四
月
に
行
っ
た
。

で
、
い
よ
い
よ
上
位
都
市
と
の
競
争
の
時
代
を
迎
え
る
。

①

道
路
空
間
の
活
用
に
よ
る
地
域

(商
店
街
等
)
と

二

天
文
館
地
区
の
現
状
と
課
題

こ
の
よ
う
に
、
鹿
児
島
市
の
商
店
街
は
社
会
実
験
の
実

T
M
O
及
び
行
政
と
の
連
携

施
前
後
で
、
商
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
様
変
わ
り

②

来
街
者
に
喜
ば
れ
る
に
ぎ
わ
い
空
間
創
出

鹿
児
島
市
天
文
館
地
区
の
商
店
街
は
、
古
く
か
ら

｢天

し
て
い
る
。

③

資
金
調
達
･
収
益
還
元
シ
ス
テ
ム
の
構
築

文
館
｣
の
名
で
親
し
ま
れ
、
南
九
州
随

一
の
商
業

.
飲

三

社
会
実
験
の
目
的
や
ね
ら
い

四

実
験
に
向
け
た
準
備

食

･
娯
楽
施
設
を
擁
す
る
広
域
型
商
店
街
と
し
て
今
日
ま

で
確
固
た
る
地
位
を
築
い
て
き
た
。

T

O
黄
舐
こ
、

些
立児
･ヒ

蕉
佳

新

鵲

･

、

苞
幾

ま
･

口
占
-

③

資
金
調
達
･
収
益
還
元
シ
ス
テ
ム
の
構
築

四

実
験
に
向
け
た
準
備

本
事
業
の
実
施
機
関
は
、
商
店
街
と
T
M
O
そ
し
て
行

政
機
関
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
と
し
た
が
、
実
施
箇
所

と
な
る
商
店
街
を
中
央
地
区
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

(以
下

｢中
振
連
｣
と
い
う
。)
に
取
り
ま
と
め
て
頂
き
、

道
路
管
理
者
に
も
メ
ン
バ
ー
に
入
っ
て
頂
い
た
こ
と
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
で
非
常
に
有
効
な
組
織
づ
く
り
が
で
き
た
。

実
施
期
間
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
が
開
業
し
た
鹿
児
島

中
央
駅
地
区
に
、
売
場
面
積
三
方
甘
に
も
及
ぶ
大
型
店

｢
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
｣
が
九
月
中
旬
頃
に
オ
ー
プ
ン
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
開
業
二
週
間
前
の
九
月
四
日
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
最
終
日
は
、
天
文
館
地
区
の
メ
イ
ン
道
路
が
歩
行

者
天
国
に
な
る

｢お
は
ら
祭
｣
の
開
催
日
を
含
む
一
一
月

七
日
と
し
た
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
設
置
は
期
間
中
の

土
･
日
･
祝
日

(計
二
四
日
間
)
に
行
っ
た
。

本
格
的
な
準
備
は
、
社
会
実
験
の
委
託
が
正
式
に
採
択

さ
れ
た
七
月
か
ら
と
な
っ
た
が
、
開
催
日
ま
で
の
期
間
が

短
く
、
非
常
に
慌
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
な
っ
た
。

商
店
街
別
の
大
ま
か
な
実
施
計
画
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

商
店
街
か
ら
持
ち
上
が
っ
て
き
た
が
、
鹿
児
島
国
道
事
務

所
に
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
的
な
も
の
が
な
く
、
商
店
街
と
し
て

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
車
社
会
の
進
展
に
よ
る
立
地

環
境
の
変
化
や
、
周
辺
市
町
の
商
業
基
盤
の
充
実
等
に
よ

り
、
そ
の
絶
対
的
で
あ
っ
た
優
位
性
は
揺
ら
ぎ
、
生
活
者

が
商
店
街
に
求
め
る
ニ
ー
ズ
も
、
単
に
物
を
買
い
求
め
る

場
か
ら
、
情
報
、
生
活
文
化
、
ア
メ
ニ
テ
ィ
と
い
っ
た
付

加
価
値
を
享
受
す
る
場
へ
と
、
よ
り
高
度
化
、
多
様
化
し

て
い
る
現
状
に
あ
る
o

社
会
実
験
申
請
時
に
は
、
九
州
新
幹
線
が
暫
定
開
業
し

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
｢西
鹿
児
島
駅
｣
か
ら
改
称
さ

れ
た

｢鹿
児
島
中
央
駅
｣
の
駅
ビ
ル
"

ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
鹿

児
島
"
が
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
中
心
市
街
地
に
新
た
に

出
現
し
た
大
型
商
業
施
設
と
の
パ
イ
の
奪
い
合
い
に
よ
る

天
文
館
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
低
下
が
非
常
に
危
惧
さ

れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
陣
の
玄
関
口
で
あ
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

の
一
街
区
に
は
、
鹿
児
島
の
味
を
中
心
と
し
た
飲
食
街
や

特
産
品
を
販
売
す
る
大
型
商
業
施
設
"ド

ル
フ
ィ
ン
ポ
ー

ト
“
が
平
成
一
七
年
四
月
二
五
日
に
開
業
し
、
さ
ら
に
、

二
〇
一
〇
年
に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
幹
線
の
本
格
開
業

T
M
O
構
想
に
、
｢環
境
美
化
の
推
進
｣
｢街
路
空
間
の

ア
メ
ニ
テ
ィ
向
上
｣
｢亜
熱
帯
性
樹
木

･
花
の
植
栽
｣
｢休

憩
ス
ペ
ー
ス
、
ト
イ
レ
な
ど
の
整
備
｣
の
四
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
成
果

を
生
み
出
す
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

天
文
館
地
区
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
の
絶
対
的
優
位
性
か

ら
、
地
主
及
び
ビ
ル
等
の
所
有
者
が
相
当
の
賃
料
を
取
れ

る
状
況
に
あ
り
、
低
コ
ス
ト
で
公
共
的
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
そ
の
理
由
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
公
共
財
産
で
あ
る
道
路
を
ま
ち
づ

く
り
に
活
用
で
き
る
社
会
実
験
は
、
商
店
街
関
係
者
に
と

っ
て
、
こ
れ
ま
で
試
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ
た
活
性
化

策
を
実
行
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
。

そ
し
て
、
今
回
、
道
路
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
た
が
、
道
路
空
間
を
活
用
し
て
収
益
を
創
出
し
、
そ

の
収
益
を
道
路
空
間
の
美
化
や
街
づ
く
り
に
還
元
す
る
も

の
で
、
社
会
実
験
終
了
後
も
同
様
の
取
組
み
を
安
定
的
に

実
施
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
検
証
し
た
。

今
回
の
社
会
実
験
に
お
け
る
主
な
目
的
は
次
の
通
り
。



も
は
じ
め
て
取
り
組
む
内
容
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
事
務

局
長
一
人
体
制
の
中
振
運
だ
け
で
は
間
に
合
わ
ず
、
T
M

O
が
中
心
市
街
地
活
性
化
を
推
進
す
る
と
い
う
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
た
。

五

商
店
鞭
間
の
調
整

今
回
、
最
初
に
気
を
使
っ
た
の
は
、
特
に
予
算
面
に
関

す
る
商
店
街
間
の
円
滑
な
調
整
で
あ
る
。

商
店
街
ご
と
に
実
施
し
た
い
内
容
、
そ
れ
に
掛
か
る
経

費
を
提
示
し
て
頂
い
た
が
、
共
通
事
業
に
掛
か
る
経
費
を

ま
ず
差
し
引
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
に
お
け
る
実
験

項
目
の
数
、
規
模
、
効
果
そ
し
て
重
要
度
等
を
勘
案
し
、

T
M
0
と
中
振
連
で
、
各
商
店
街
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
起
き

な
い
よ
う
に
経
費
支
出
基
準
を
つ
く
り
調
整
を
行
っ
た
。

特
に
大
き
な
争
点
に
は
発
展
せ
ず
、
円
滑
な
予
算
の
割

り
振
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
中
振
運
と
い
う
取
り

ま
と
め
役
的
機
関
の
存
在
が
非
常
に
大
き
い
。

実
施
項
目
に
関
す
る
準
備
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
商
店
街
が

行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
一
部
の
商
店
街
に
い
く
つ
か
の

事
業
項
目
が
集
中
し
た
こ
と
か
ら
、
T
M
O
か
ら
も
サ
ポ

ー
ト
に
あ
た
っ
た
。

穴

実
施
事
業
に
つ
い
て

以
下
、
実
施
し
た
事
業
項
目
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内

容
と
問
題
点
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

写真 1 オープンカフェ ｢彼女の家｣

1

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ

道
路
空
間
を
活
用
し
て
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
る
環

境
を
提
供
し
た

(N
T
T
西
日
本
と
タ
イ
ア
ッ
プ
)。

=

目
的

･
休
憩
所
あ
る
い
は
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
さ

れ
、
来
街
者
の
滞
留
時
間
が
延
長
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

･
通
り
全
体
の
賑
わ
い
感

･
お
洒
落
な
空
間
を
演
出
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

･
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
に
関
し
て
は
、
道
路
空
間

を
企
業
に
有
料
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
収
益
を
上

げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　　　　 　　 　　 　
　　 　

写真 2 インターネットカフェ(N T T西日本)

②

設
置
内
容

･
延
長
二
三
0
m
、
幅
員
九
~
-
一
m
の
び
ら
も
ー
る

に
設
置
。

･
販
売
所
二
カ
所
、
テ
ー
ブ
ル
一
〇
台
、
椅
子
三
〇
脚

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
店
舗
は
商
店
街
の
中

か
ら
募
集
。

･
雰
囲
気
を
出
す
た
め
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
に
傘
を
設

置
。

･
保
健
所
の
仮
設
基
準
を
満
た
す
施
設
を
設
置
し
、
屋

外
で
の
調
理
行
為
を
実
施
。

◎

取
組
み

･
当
初
、
売
上
の
一
0
%
を
出
店
料
と
し
て
徴
収
す
る

予
定
で
い
た
が
、
仮
設
店
舗
へ
出
展
す
る
為
の
設
備



投
資
が
多
額
に
な
る
事
と
、
単
価

･
座
席
数
的
に
大

あ
り
、
ま
た
、
商
店
街
と
し
て
も
上
質
な
雰
囲
気
を

き
な
売
上
が
期
待
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
出
店
料
に

保
ち
た
い
事
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
牛
を
ク
リ
ア
ー

つ
い
て
は
免
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

･
電
通
九
州
の
提
案
に
よ
り
、
N
T
T
西
日
本
が
ぴ
ら

も
ー
る
に
イ
ベ
ン
ト
参
加
。
社
会
実
験
事
業
の
全
期

間
に
わ
た
る
出
店
で
、ま
と
ま
っ
た
出
店
料
を
契
約
。

N
T
T
西
日
本
は
B
フ
レ
ッ
ツ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契

約
の
募
集
を
目
的
と
し
て
、
無
線
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

無
料
利
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
が
可
能
な
環
境
を
企
業
負
担
で
整
備
。

･
N
T
T
西
日
本
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
ぴ
ら
も
ー
る

売
出
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ー
ド
会
社
の
販
促
商
品
と
し
て

コ
ー
ヒ
ー
券
の
配
布
を
し
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
利
用

者
を
増
や
し
た
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
施
設
の
設
置

･
撤
去
に
つ
い
て

は
、
施
設
運
営
者
、
ぴ
ら
も
-
る
関
係
者
、
警
備
会

社
、
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ
等
で
実
施
。

燭

問
題
点
･
課
題

･
コ
ー
ヒ
ー
券
売
上
を
含
め
て
も
、
当
初
、
予
定
し
て

い
た
一
店
舗
目
標
売
上
五
万
円
に
は
届
か
ず
、
一
日

二
~
三
万
円
で
推
移
。
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
開
業
後
は
、

売
上
の
増
減
の
振
れ
が
大
き
い
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
施
設
の
設
営

･
撤
去
に
か
か
る

手
間
が
大
き
く
、
商
店
街
の
ス
タ
ッ
フ
充
実
が
課
題

で
あ
る
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
設
置
時
の
保
健
所
の
許
可
基
準
が

保
ち
た
い
事
か
ら
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
ク
リ
ア
ー
す

る
為
の
、
予
定
外
支
出
有
り
。
仮
設
設
備
代
が
約
二

〇
万
円

(
一
店
舗
当
た
り
約
一
〇
万
円
)
ほ
ど
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
店
の
軒
先
を
活
用

し
て
、
調
理
行
為

(注
ぐ
行
為
を
含
む
)
を
店
内
で

済
ま
せ
た
も
の
を
、
お
店
か
ら
お
客
様
の
と
こ
ろ
ま

で
運
ぶ
と
い
う
形
態
を
考
え
て
い
た
が
、
今
回
参
加

し
た
店
舗
が
地
下
一
、
二
階
店
舗
で
あ
っ
た
た
め
、

実
現
で
き
ず
。

･
コ
ー
ヒ
ー
を
カ
ッ
プ
に
注
ぐ
、
コ
ー
ヒ
ー
を
立
て
る
、

あ
る
程
度
調
理
済
み
の
も
の
を
加
熱
す
る
等
の
簡
易

な
サ
ー
ビ
ス
行
為
に
つ
い
て
も
、
保
健
所
の
指
導
対

象
と
な
る
調
理
行
為
と
み
な
さ
れ
た
。

･
鹿
児
島
市
保
健
所
に
お
い
て
、
長
期
間
に
わ
た
る
営

業
を
臨
時
営
業
と
み
な
し
、
指
導
の
緩
和
を
認
め
る

ど
う
か
は
、
今
後
改
め
て
協
議
の
必
要
有
り
。

国

商
店
街
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

･
お
店
の
前
に
出
店
が
あ
る
と
、
二
階
に
上
が
る
客
が

嫌
が
り
、
客
が
入
っ
て
こ
な
い
。
お
店
の
前
に
は
出

店
を
持
っ
て
来
な
い
で
欲
し
い
。

･
同
業
種
の
出
店
を
個
店
の
前
に
配
置
し
な
い
で
頂
き

た
い
。

･
大
き
い
看
板
の
店
の
ウ
イ
ン
ド
ー
前
に
設
置
す
る
の

は
困
る
。

･
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
に
よ
り
来
街
者
は
、
出
店
者

の
方
に
目
が
向
き
、
個
店
は
素
通
り
さ
れ
る
。

2

ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル

道
路
空
間
を
活
用
し
た
新
た
な
商
業
空
間
を
創
出
す
る
。

の

目
的

･
通
り
全
体
の
賑
わ
い
感

･
お
洒
落
な
空
間
を
演
出
す

…

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。



･
道
路
空
間
を
企
業
に
有
料
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り

収
益
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

②

設
置
内
容

･
延
長
二
三
0
m
、
幅
員
九
~
-
一
m
の
び
ら
も
ー
る

に
設
置
。

･
キ
ヨ
ス
ク
の
大
型
ワ
ゴ
ン
四
台
、
ミ
ニ
ワ
ゴ
ン
六
合

･
通
り
全
体
の
雰
囲
気
を
高
め
る
た
め
、
ワ
ゴ
ン
、
テ

ー
ブ
ル
、
椅
子
、
傘
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
に
こ
だ

わ
っ
た
も
の
を
レ
ン
タ
ル
。

･
出
店
者
の
売
場
確
保
の
た
め
、
当
方
で
準
備
し
た
ワ

ゴ
ン
以
外
に
売
り
台
の
使
用
を
認
め
る
。

③

取
組
み

･
ワ
ゴ
ン
、
ミ
ニ
ワ
ゴ
ン
を
運
営
す
る
店
舗
は
、
商
店

街
の
店
舗
と
競
合
し
な
い
商
品

(生
花
、
パ
ン
)
を

取
り
扱
う
事
業
者
、
ま
た
、
過
去
の
商
店
街
イ
ベ
ン

ト
等
で
関
わ
り
の
あ
っ
た
方
々
の
中
か
ら
募
集
。

･
花
屋
に
つ
い
て
は
、
実
験
事
業
の
期
間
を
通
し
て
出

店
し
て
頂
け
る
事
業
者
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
複

数
の
花
屋
に
出
店
依
頼
。
結
果
的
に
、
毎
回
変
化
の

あ
る
演
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

,
保
健
所
の
指
導
、
商
店
街
の
都
合
に
よ
る
も
の
を
除

い
て
、
出
店
位
置
を
固
定
化
せ
ず
、
毎
回
、
出
店
位

置
が
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

･
今
後
の
参
考
と
す
る
為
、
出
店
者
の
売
上
デ
ー
タ
を

と
る
こ
と
と
し
た
。

･
設
備
の
設
営

･
撤
去
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
出
店

業
者
で
行
っ
て
頂
い
た
。

回

問
題
点
･
課
題

･
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
開
業
後
は
、
売
上
の
上
下
の
振
れ
が

大
き
い
。

･
通
り
の
雰
囲
気
づ
く
り
を
優
先
し
た
こ
と
か
ら
、
経

費
的
に
は
多
額
の
レ
ン
タ
ル
費
用
が
必
要
と
な
っ

た
。

･
一
部
、
商
店
街
の
取
扱
い
商
品
と
重
な
る
店
舗
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
商
店
街
の
店
舗
か
ら
ク
レ
ー
ム
有

mリノ0

･
か
ね
て
商
店
街
で
は
使
用
さ
れ
な
い
設
備
等
を
使
用

す
る
為
、
そ
の
設
備
を
保
管
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
必
要
で
あ
り
、
あ
る
い
は
持
ち
込
み
に
掛
か
る
手

間
･
費
用
が
極
め
て
大
き
い
。

･
仮
設
店
舗
で
は
あ
る
た
め
、
知
名
度
の
低
い
事
業
者

に
つ
い
て
は
、
売
上
の
安
定
的
確
保
が
難
し
い
。

3

イ
ベ
ン
ト

道
路
上
に
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
。

◎
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト

獨

目
的

･
商
店
街
内
の
道
路
空
間
に

｢ぴ
ら
も
ー
る

"
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
コ
ン
サ
ー
ト
“
｣
の
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
、

街
に
上
質
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
さ
せ
、
来
街
者
の
心

を
癒
す
･
和
ま
す
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
然
発
生
的

な
音
楽
活
動
の
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
o

②

設
置
内
容

･

"ぴ
ら
も
ー
る
"
内
で
三
ヵ
所
の
コ
ン
サ
ー
ト
ス
ペ

ー
ス
を
指
定
。

･
生
演
奏
の
音
を
拾
う
為
の
設
備
は
商
店
街
負
担
で
購

入
。

③

取
組
み

･
ス
テ
ー
ジ
で
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
参
加
と
し
、
南
日
本
新
聞
、
南
日
本
リ
ビ
ン

グ
新
聞
の
協
力
を
得
て
、
広
く
募
集
を
か
け
る
と
と

も
に
、
市
内
の
公
的
施
設
で
活
動
す
る
団
体
、
並
び

に
大
学
等
の
サ
ー
ク
ル
･
卒
業
生
に
出
演
依
頼
を
行

っ
た
。

･
一
日
に
三
〇
分
×
三
回
の
出
演
時
間
を
設
定
。

･
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
は
特
に
指
定
せ
ず
。
商
店
街
と
の

プンカフエコンサート



融
合
を
い
か
に
図
る
か
と
い
う
実
験
事
業
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
音
量
に
配
慮
し
て
、
太
鼓
･
ラ
ッ
パ
等
の

音
量
の
大
き
い
も
の
は
対
象
と
せ
ず
。

@
問
題
点
･
課
題

立
日量
に
配
慮
は
し
た
も
の
の
、
音
の
方
向
あ
る
い
は

来
街
者
の
溜
ま
り
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
る
固
定
店

舗
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
発
生
。

･
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
参
加
者
を
募
集
す
る
こ
と
か

ら
、
商
店
街
に
よ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
極
め
て
難
し
か
っ
た
。

･
か
ね
て
商
店
街
で
は
使
用
さ
れ
な
い
設
備
等
を
使
用

す
る
た
め
、
そ
の
設
備
の
設
置
に
掛
か
る
手
間
が
極

め
て
大
き
い
。

4

遊
具

=

目
的

.
街
中
に
出
か
け
て
き
た
子
供
が
楽
し
め
る
遊
び
場
を

提
供
す
る
。

･
親
が
買
物
等
の
ち
ょ
っ
と
し
た
用
事
を
済
ま
せ
る
間

の
、
子
供
へ
の
遊
び
空
間
の
提
供
。

･
多
世
代
の
買
物
客
を
引
き
込
む
。

②

設
置
内
容

･
送
風
に
よ
る
空
気
圧
を
利
用
し
た

"
ふ
わ
ふ
わ
"
の

設
置
。
電
源
を
一
つ
使
用
。

･
設
営

･
撤
去
に
掛
か
る
時
間
は
と
も
に
五
分
程
度
。

③

取
組
み

,
警
備
会
社
に
よ
る
遊
具
利
用
の
管
理
。
子
供
の
入
室

制
限
。
一
度
に
四
~
五
人
ま
で
。

･
営
業
時
間
は

=
…
0
O
~

一
七
…
O
0
と
す
る
。

･
近
く
で
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
は
一
時
的
に
撤

去
す
る
。

@

問
題
点
･
課
題

･
設
備
の
レ
ン
タ
ル
費
用
、
警
備
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費

な
ど
、
費
用
負
担
は
小
さ
く
な
い
。

◎

商
店
街
か
ら
の
ク
レ
ー
ム

･
イ
ベ
ン
ト
を
す
る
こ
と
で
お
客
は
お
店
へ
入
っ
て
こ

な
い
。
コ
ン
サ
ー
ト
等
は
尚
更
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
場
所
は
、
私
の
店
の
前
に
設
置
す
る
な
。
出
店

や
コ
ン
サ
ー
ト
の
イ
ベ
ン
ト
は
止
め
て
も
ら
い
た

い
。

･
コ
ン
サ
ー
ト
の
音
が
う
る
さ
い
。営
業
妨
害
で
あ
る
。

5

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

道
路
空
間
を
活
用
し
て
、
郷
土
の
歴
史
の
紹
介
を
中
心

-

と
し
た
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
催
す
る
。

の

目
的

.
街
中
の
空
間
の
新
た
な
活
用
に
よ
り
、
来
街
者
の
回

↓

写真 8 パネル展示



遊
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

○

目
的

②

設
置
内
容

･
街
中

.
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
支
柱
二
四
本
に
パ
ネ
ル
、
フ
ラ

ッ
グ
を
設
置
。

･
夜
間
は
パ
ネ
ル
が
目
立
つ
よ
う
に
照
明
を
特
別
設

置
。

･
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
の
バ
ー
に
看
板
を
六
枚
設
置
。

③

取
組
み

･
島
津
斉
彬
を
は
じ
め
歴
史
上
活
躍
し
た
人
物
、
南
蛮

や
琉
球
と
の
貿
易
、
薩
摩
の
土
木
技
術
、
天
体
技
術

等
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
パ
ネ
ル
制
作
を
行
い
、
通
り

沿
い
に
展
示
す
る
。

･
多
く
の
パ
ネ
ル
を
展
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
通
り
全

体
が

｢ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
｣
と
な
る
よ
う
に
雰
囲

気
を
創
出
す
る
。

･
看
板
も
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
合
わ
せ
た
内
容
で
設

置
。

@

問
題
点
･
課
題

･
設
備
の
レ
ン
タ
ル
費
用
な
ど
、
費
用
負
担
は
小
さ
く

な
い
。

･
台
風
等
天
候
不
順
へ
の
対
応
。

6

花
い
っ
ぱ
い

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
支
柱
へ
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置

や
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら
フ
ラ
ワ
ー
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
吊
り

下
げ
る
。

･
街
中
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

(快
適
性
)
の
向
上
。

②

設
置
内
容

･
プ
ラ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
全
体
的
に
生
花
を
使
用

(
一
部
、
造
花
を
使
用
)。

③

取
組
み

･
ア
ー
ケ
ー
ド
上
部
か
ら
の
吊
り
下
げ
に
関
し
て
は
、

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、歩
行
者
の
視
認
性
を
高
め
る
為
、

地
上
か
ら
二
･
五
m
程
の
高
さ
ま
で
下
げ
る
が
、
歩

行
者
天
国
時
間
帯

(
=
"
0
0
~
二
三

…
0
0
)

以
外
は
、
車
両

(ゴ
ミ
収
集
車
)
の
通
行
が
あ
る
の

で
、
毎
回
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
に
、
地
上
か
ら
五
m

以
上
に
引
き
上
げ
る
。

写真 9 アーケード上部からのプランター

の吊り下げ

･
台
風
等
の
強
風
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
、
吊
り
下
げ

等
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
を
撤
去
す
る
。

･
吊
り
下
げ
の
上
げ
下
げ
は
商
店
街
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り

管
理
。

･
生
花
そ
の
も
の
は
業
者
が
管
理
。
必
要
に
応
じ
て
植

え
替
え
を
行
う
。

回

問
題
点
･
課
題

･
設
備
の
設
置
、管
理
等
の
費
用
負
担
が
小
さ
く
な
い
。

･
商
店
街
の
店
舗
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
い
。

･
複
数
の
生
花
小
売
店
を
活
用
し
て
、
装
飾
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
実
施
す
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

･
台
風
等
天
候
不
順
へ
の
対
応
。

写真10 アーケード支柱に設置された

んね

、

N

ア
ラ
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7

プ
ラ
ン
タ
ー
の
設
置

商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
支
柱
へ
の
生
花
プ
ラ
ン
タ
ー
の

設
置
。

=
目
的

･
街
中
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

(快
適
性
)
の
向
上
。

②

設
置
内
容

･
プ
ラ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
全
体
的
に
生
花
を
使
用
。

･
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
支
柱
二
四
本
に
設
置
。
(照
国

表
参
道
)
両
側
三
〇
八
m
の
ア
ー
ケ
ー
ド

･
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド
支
柱
二
一
本
に
設
置
。
(に
ぎ

わ
い
通
り
)
全
蓋
一
一
七
m
の
ア
ー
ケ
ー
ド

③

取
組
み

.
台
風
等
の
強
風
が
予
想
さ
れ
る
時
に
は
、
プ
ラ
ン
タ

ー
ご
と
撤
去
し
保
管
す
る
。

･
商
店
街
ス
タ
ッ
フ
･
生
花
業
者
に
よ
り
管
理
。

@

問
題
点
･
課
題

･
設
備
の
設
置
、管
理
等
の
費
用
負
担
が
小
さ
く
な
い
。

･
商
店
街
の
店
舗
と
の
相
乗
効
果
を
期
待
し
た
い
。

.
複
数
の
生
花
小
売
店
を
活
用
し
て
、
装
飾
コ
ン
テ
ス

ト
な
ど
を
実
施
す
る
な
ど
、
費
用
対
効
果
の
検
証
が

必
要
で
あ
る
。

8

道
路
清
掃
事
業

清
掃
専
門
業
者

(民
間
)
に
よ
る
道
路
清
掃
活
動
を
行

　
　
　の

目
的

･
街
中
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

(快
適
性
)
の
向
上
。

塵ミ
ゾ

ぞ"趨糊減全潰魔
嶺
均
ミ
総
メ

　

　
　　
　
　
　

②

実
施
内
容

。
壕

･

写真= 道路清掃パトロール

･
地
元
の
清
掃
業
者
に
委
託
し
、
毎
土
曜
朝
七
…
0
0

~
九
…
O
0
の
間
に
実
施
。
自
動
床
洗
浄
機
を
使
用

し
て
床
を
洗
浄
、
洗
浄
後
の
汚
水
を
機
械
が
吸
水
す

る
。

③

取
組
み

.
ぴ
ら
も
J
る
…
二
、
四
二
〇
話
↓
九
月
四
日
、
一
〇

月
二
日

(五
日
間
)

･
に
ぎ
わ
い

"
六
三
一
寸
↓
一
〇
月
九
日

(
一
日
間
)

･
照
国
表
参
道

二

、
五
二
四
話
↓
一
〇
月
一
六
日
~

三

月
六
日

(四
日
間
)

㈱

問
題
点
･
課
題

問
題
点
は
特
に
な
く
、
関
係
者
の
評
価
も
高
い
。

9

道
路
清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル

街
中
エ
ス
コ
ー
ト
を
兼
ね
た
簡
易
な
清
掃
、お
店
案
内
、

社
会
実
験
の
紹
介
を
行
う
。

川
目
的

･
街
中
の
ア
メ
ニ
テ
ィ

(快
適
性
)
の
向
上
。

②

内
容

･鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
、
鹿
児
島
純
心
女
子
短
大
、

南
日
本
総
合
サ
ー
ビ
ス
の
協
力
に
よ
り
ス
タ
ッ
フ
を

確
保
。
毎
日
、
清
掃
会
社
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
一
名
、

短
大
生
の
ス
タ
ッ
フ
が
二
名
張
り
付
く
。

･朝
=

…
0
O
~

一
九

…
三
〇
従
事
。

◎

取
組
み

･
一
日
に
二
回
、
一
時
間
ず
つ
掛
け
て
三
通
り
を
清
掃

巡
回
す
る
。

･
そ
の
都
度
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
等
の
回
り
を
清
掃
巡

回
す
る
。

･
専
門
業
者
用
の
ガ
ム
取
り
機
を
使
用
し
て
、
道
路
に

固
定
し
た
ガ
ム
を
溶
か
し
除
去
す
る
。

@

問
題
点
･
課
題

･
設
備
の
レ
ン
タ
ル
費
用
、
ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
な
ど
、

費
用
負
担
は
小
さ
く
な
い
。

ぬ

ト
イ
レ
貸
し
出
し
シ
ー
ル

商
店
街
の
歩
道
に
面
し
た
建
物
入
口
な
ど
に
ト
イ
レ
貸

出
シ
ー
ル
を
貼
付
し
、
来
街
者
の
利
便
性
向
上
に
役
立
て



る
。ゆ

目
的

来
街
者
の
利
便
性
向
上
に
よ
る
商
店
街
の
吸
引
力
の
向

上
。
多
世
代
の
買
物
客
を
引
き
込
む
。

②

内
容

商
店
街
ご
と
に
、ト
イ
レ
の
所
有
者
に
対
し
て
交
渉
し
、

使
用
承
諾
を
頂
い
た
上
で
、
期
間
中
に
限
り
、
ト
イ
レ
貸

し
出
し
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
、
来
街
者
に
提
供
す
る
。

③

取
組
み

･
そ
れ
ぞ
れ
の
通
り
に
面
し
た
ビ
ル
の
所
有
者
に
、
ト

イ
レ
の
共
同
利
用
に
つ
い
て
申
し
込
む
。

･
清
掃
に
関
し
て
は
、
ビ
ル
ご
と
に
業
者
と
契
約
し
て

い
る
為
、
一
日
一
、
0
0
0
円
の
料
金
で
借
用
さ
せ

て
頂
く
。

･
来
街
者
に
目
立
つ
よ
う
に
、
ビ
ル
入
口
な
ど
に
ト
イ

レ
貸
し
出
し
シ
ー
ル
を
貼
付
す
る
。

@

問
題
点
･
課
題

ビ
ル
の
所
有
者
で
ト
イ
レ
を
公
共
的
に
使
用
さ
せ
て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
非
常
に
少
な
い
。

◎

商
店
街
の
意
見

･
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
の
ト
イ
レ
使
用
は
、
一
日

~
二
日
は
承
諾
で
き
る
が
、
長
期
間
に
な
る
た
め
協

力
で
き
な
い
。
シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
平
常

も
常
時
使
用
さ
れ
る
。
ト
イ
レ
の
数
が
少
な
い
為
、

店
舗
の
従
業
員
で
す
ら
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
ず
、

お
店
の
お
客
さ
ん
か
ら
の
苦
情
も
あ
る
。
土
曜
日
、

日
曜
日
、
祝
日
は
特
に
利
用
者
が
多
い
。
ト
イ
レ
の

ヨ
ン
を
設
置
す
る
。

故
障
も
多
く
、
経
費
が
相
当
か
か
る
。

ま
た
、
実
施
日

趣
旨
に
は
賛
同
す
る
。
ト
イ
レ
使
用
は
承
諾
す
る
。

但
し
、
シ
ー
ル
を
貼
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
。
通
常

は
、
ビ
ル
関
係
者
以
外
の
使
用
は
禁
止
し
て
い
る
。

シ
ー
ル
を
貼
る
こ
と
で
、
平
常
も
一
般
の
来
街
者
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
事
に
な
り
利
用
が
大
幅
に
増
え
る
恐

れ
が
あ
る
。
落
書
き
や
内
部
を
壊
さ
れ
る
こ
と
も
あ

り
、
か
ね
て
か
ら
ト
イ
レ
に
相
当
の
負
担
を
行
っ
て

い
る
。

網

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(観
光
案
内
事
業
)

来
街
者
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
商
店
街

･

観
光
･
社
会
実
験
事
業
等
の
案
内
を
す
る
情
報
ス
テ
ー
シ

ぷさ
ま
、

　
　

　　
　
　　

ま
た
、
実
施
日
限
定
で
、
鹿
児
島
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
等
に
よ
る
観
光
案
内

を
行
う

(
一
〇
月
一
六
、
一
七
日
、
一
一
月
六
、
七
日
)。

◎
目
的

商
店
街
を
訪
れ
た
来
街
者
が
、
安
心
し
て
、
楽
し
く
、

快
適
に
買
い
物
や
散
策
が
で
き
る
よ
う
に
、
街
中
の
総
合

案
内
所
と
し
て
、お
店
等
の
案
内
や
観
光
案
内
等
を
行
う
。

②

実
施
内
容

ス
タ
ッ
フ
は
商
店
街
か
ら
一
日
三
交
代
で
毎
日
延
べ
三

名
確
保
す
る
と
と
も
に
、
天
文
館
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ
と
し

て
地
元
の
清
掃
会
社
と
短
大
か
ら
三
名
確
保
。

有
人
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
ぴ
ら
も
ー
る
中
央
に
し

箇
所
、
無
人
の
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
照
国
通
り
、
に
ぎ

わ
い
通
り
に
一
箇
所
ず
つ
設
置
。
無
人
の
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置
き
、
商
店
街
も
し
く
は
天

文
館
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ
等
の
ス
タ
ッ
フ
が
、
そ
の
都
度
、

補
充
を
行
う
。

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
観
光
案
内
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
よ
り
、
観
光
客
･
来
街
者
か
ら
の
ご
質
問

等
に
答
え
る
o

③

天
文
館
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ
の
基
本
業
務

･
挨
拶

…
商
店
街
の
マ
ス
コ
ッ
ト
役
と
し
て
、
来
街
者

　

に
笑
顔
で
挨
拶

士
戸
か
け
を
す
る
。

行　

･
清
掃

"
清
潔
な
街
づ
く
り
の
た
め
に
、
街
路
の
清
掃

、.

を
行
う
。

“ ?nnべく



案
内
…
お
店
や
街
の
施
設
の
案
内
を
は
じ
め
、
パ
ン

燭

問
題
点
･
課
題

フ
レ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
商
店
街
並
び
に
周
辺

観
光
施
設
の
情
報
提
供
を
行
う
。

周
知
…
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
る
な
ど
社
会
実
験
事
業

の
周
知
を
行
い
、
道
路
空
間
活
用
に
つ
い
て

の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
。

図 2 来街者から見た取組みへの評価
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ス
タ
ッ
フ
の
人
件
費
な
ど
、
費
用
負
担
は
小
さ
く
な

い
。

商
店
街
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
の
感
が
否
め
な
い
。

お
店
の
案
内
は
ス
タ
ッ
フ
の
知
識
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

で
答
え
る
し
か
な
い
が
、
エ
ス
コ
ー
タ
ー
ズ
の
記
録

図 4 来街者から見た継続性への評価
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よ

占

て
%

商
価

、

評

し

於
虱
繁
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ど
瀦
3

[図図 5 商店主から見た継続性への

簿
を
見
る
と
、
答
え
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
、
ま

“

た
、
取
り
あ
え
ず
百
貨
店
を
案
内
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

　

七

社
会
実
験
に
対
す
る
評
価

"漕

1

民
官
協
働
の

(道
路
活
用
の
)
有
効
性

○
来
街
者
や
商
店
主
か
ら
み
た
取
組
み
の
効
果
や
評
価
は

高
い

○
民
官
協
働

(行
政
･
T
M
0
･
商
店
街
等
)
で
の
実
施

は
、
円
滑
に
実
験
を
進
め
る
上
で
効
果
的

○
複
数
の
商
店
街
で
の
取
組
み
は
高
い
相
乗
効
果
が
あ

り
、
新
た
な
街
づ
く
り
を
行
う
上
で
非
常
に
有
効

.
商
店
街
活
動
に
つ
い
て
様
々
な
機
関
が
前
向
き
な
調

整
や
支
援
を
行
っ
た
こ
と
は
、
今
後
の
活
性
化
に
お

い
て
非
常
に
有
益
で
あ
っ
た
。

図 6 来街者による滞在時間の増分

上以
%

分

分
俗
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今
後
は
商
店
街
活
動
に
一
般
市
民
も
参
加
し
て
も
ら

官
民
一
体
で
実
施
し
た
こ
と
で
両
者
に
連
帯
感
が
生

な
が
る

ま
れ
、
今
後
の
道
路
空
間
を
利
用
し
た
商
店
街
活
性

○
歩
行
者
通
行
量
が
事
前
調
査
に
比
べ
る
と
一

化
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
お
い

一
･
二
倍
に
増
加

各
商
店
街
が
競
っ
て
、
個
性
発
現
に
努
め

各
商
店
街
の
活
性
化
や
人
材
活
用
、
組
織
固
め
に
非

･
今
回
は
許
可
す
る
立
場
の
行
政
機
関

(官
)
が
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
円
滑
に
実
験
を
進
め
る

て 化 ま 官 か 常 こ バ 『 (人 / 12 h )
も を れ 民 っ 商 に 商 と 1 回 2o,ooo有 検 、 ー た 店 有 店 が に は
効 討 今 体 o 街 効 街 で な 許
だ し 後 で が だ の き っ 可 16,ooo

1.15倍 1.OB倍
1.15倍

133333
l5,294 板 15‘286　　　　

　っ 、 の 実 競 っ 活 た
た を 箔 b っ た 性 0

12,000

た 8/28 9/26 ･ 10/17 11/21

に 街 感 の 匙 ミ
図 7 歩行者通行量の変化お 活 が が に め メ

い 性 生 良 非 る ン

2

街
づ
く
り
へ
の
有
効
性

(に
ぎ
わ
い
づ
く
り
、
資
金

調
達
･
収
益
還
元
シ
ス
テ
ム
)

○
来
街
者

･
商
店
主
と
も
に
高
い
効
果
が
認
識
さ
れ
、
伽
･

続
的
な
取
組
み
へ
の
多
く
の
要
望
が
み
ら
れ
た

○
滞
在
時
間
は
約
三
〇
分
増
加
し
、
回
遊
性
の
向
上
に
つ

. 一 歩 な 滞 続 来 調 (件)
1道二行奢諸歎薯達彎 い o め m o おo 勾o

、ン
い
、
共
通
の
意
識
を
も
つ
接
点
づ
く
り
を
し
た
い
。

道
路
空
間
活
用
の
有
効
性
だ
け
で
な
く
、
街
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
ほ
か
様
々
な
間
接
的
効
果
も
み
ら
れ
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1

ア 空 倍
ツ 間 に
プ 活 増
ほ 用 加

オープンカフェ

イベントスペースでの
各種イベント

花プランター等の設置

道路清掃パトロール

アートギャラリー

　　 　　　　　　　
が い

　 　　　 　 　 　　 　
向 た さ り し 図 8 来街者から見た取みへの評価

･ 上 れ 、 た

継

あまり 大変効果
変化なし あり

7 % 5 % オープンカフェ

花プランター

道路清掃パトロール

店舗トイレの貸し出し

アートギャラリー

41

あまりなし
効果あり

=
24 %

↑ 26 %

19

へ 6

コンサート等の各種イベント

インターネット事業

ワゴンセール

遊具

情報ステーション

全て

変化なし 1
26 %

50 40 30 20 10 0 0 10 20 30 40 50
図10 商店主から見た店舗への効果 良かったもの 悪かったもの

図 9 商店主から見た取組みの評価



図

等
を
勘
案
し
た
出
店
者
の
選
定
が
必
要
で
あ
る
。

･
コ
ン
サ
J
ト
は
一
般
公
募
で
手
作
り
感
が
あ
り
、
お

金
を
か
け
ず
に
実
施
す
る
工
夫
が
良
か
っ
た
。

今
回
は
許
可
す
る
立
場
の
行
政
機
関

(官
)
が
メ
ン

バ
ー
に
な
っ
て
い
た
た
め
、
各
種
許
可
申
請
時
に
占

用
料
の
免
除
な
ど
街
づ
く
り
へ
の
理
解
が
得
ら
れ
た

た
。

･
他
の
商
店
街
か
ら
の
注
目
度
も
高
く
、
今
後
の
商
業

活
性
化
へ
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。

･
官
民
一
体
で
実
施
し
た
こ
と
で
両
者
に
連
帯
感
が
生

ま
れ
、
今
後
の
道
路
空
間
を
利
用
し
た
商
店
街
活
性

化
を
検
討
し
、
実
施
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
に
お
い

て
も
有
効
だ
っ
た
。

○
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
に
関
し
て
は
、
来
街
者
と
商
店
主
側

で
評
価
が
分
か
れ
る
。

0
民
官
協
働
で
の
実
施
は
、
各
種
許
可
申
請
時
に
有
効

･
来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
、

イ
ベ
ン
ト
、
花
い
っ
ぱ
い
、
道
路
清
掃
パ
ト
ロ
ー
ル

に
対
す
る
評
価
は
高
い
が
、
商
店
主
側
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
よ
る
と
反
応
が
少
し
違
う
。
ア
ー
ケ
ー
ド
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
実
施
で
あ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る

音
の
騒
音
化
、
人
溜
り
に
よ
る
回
遊
性
の
低
下
、
個

店
の
営
業
活
動
と
の
不
調
和
な
ど
へ
の
対
応
が
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

･
沿
道
商
店
と
競
合
す
る
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
ワ
ゴ
ン

セ
ー
ル
に
つ
い
て
は
一
部
苦
情
が
み
ら
れ
た
。

･
今
回
は
実
験
と
い
う
こ
と
で
予
算
的
な
支
援
が
あ
っ

た
が
、
イ
ベ
ン
ト
経
費
は
出
店
料
だ
け
で
は
不
足
す

る
た
め
、
収
益
還
元
シ
ス
テ
ム
の
活
用
あ
る
い
は
各

通
り
で
相
当
額
の
負
担
が
必
要
と
な
る
。

･
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
や
ワ
ゴ
ン
セ
ー
ル
は
採
算
に
乗
ら

な
い
店
舗
が
み
ら
れ
た
た
め
、
業
種

･
業
態

･
規
模

く . “■ ■ “
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が
、
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
つ
い
て
は
、
他
の
申
請

(個
店
申
請
)
と
の

｢公
平
さ
を
保
つ
｣
と
の
観
点

か
ら
、
多
大
な
る
設
営
費
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

･
今
回
は
、
通
り
内
に
空
き
地
が
あ
り
、
備
品
の
収
納

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
長

期
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
、
備
品
の
収
納
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
は
経
費
面
も
含
め
て
避
け
ら
れ
な
い

課
題
で
あ
る
o

八

今
後
の
取
組
み
方
針

-

委
員
会
を
軸
と
し
た
協
議
の
継
続

○
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
な
ど
に
つ
い
て

は
高
い
評
価
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
の
運
営
委

員
会
を
軸
に
体
制
を
強
化
し
、
引
き
続
き
有
効
性
･
公

益
性
の
高
い
道
路
活
用
方
策
に
つ
い
て
、
実
施
･
協
議

を
継
続
す
る

･
天
文
館
地
区
全
体
に
展
開
し
、
｢天
文
館
地
区
で
は

い
つ
も
ど
こ
か
で
、
何
か
を
や
っ
て
い
る
｣
と
い
う

よ
う
な
非
日
常
的
な
空
間
づ
く
り
を
目
指
す
。

･
運
営
主
体
に
学
識
者
や
一
般
市
民
も
参
画
し
て
も
ら

い
、来
街
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

･
現
在
の
運
営
委
員
会
を
軸
に
運
営
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
計
画
的

な
仕
掛
け
を
行
う
。

･
商
店
街
は
個
店
の
意
向
に
も
十
分
留
意
し
た

(協
力

が
得
ら
れ
る
)
取
組
み
内
容
を
検
討
す
る
。

出

店

者

　
　
　

　　
敗

申請 ･許可

中央地区商店街振興組合連合会

照国通り作業部会

ぴらもーる作業部会

にぎわい通り作業部会

　
まちづくり団体

出店料等

r
l
l
i
-
-
I
I
-
-
I
I
I
I
-
-
I
I
I
I
-
-
I
I
I
-
-
-
-
-
I
-
I
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

国土交通省
鹿児島国道事務所

鹿児島市商工会議所

　

　
　

T

理

県

市

管
島

島

通
児

児

交
鹿

鹿

(

図12 道路活用 ･収益還元のイメージ



･
商
店
街
･
出
店
者
等
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
の
範

囲
を
明
確
に
し
、
公
益
性
を
確
保
す
る
自
主
ル
ー
ル

づ
く
り
を
道
路
管
理
者
と
と
も
に
行
う
。

(例
)
運
営
委
員
会
で
設
け
た
一
定
の
基
準
に
基
づ

き
、
商
店
街
と
出
店
者
等
と
の
間
で
万
一
の
事
故

や
現
状
回
復
に
関
す
る
管
理
協
定
を
結
ぶ
。

.
来
街
者
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
内

容
や
実
施
機
関
な
ど
の
P
R
活
動
を
強
化
す
る
。

2

収
益
創
出
と
還
元
の
仕
組
み
づ
く
り

○
既
存
の
商
業
行
為
を
阻
害
し
な
い
新
た
な
収
益
方
策
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、公
益
性
を
創
出
す
る
目
的
か
ら
、

各
種
取
組
み
に
よ
り
得
た
収
益
の
一
部
を
道
路
環
境
整

備
の
一
部
に
還
元
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
。

･
商
店
街
自
ら
が
新
た
な
商
業
空
間
を
運
営

･
管
理

し
、
収
益
を
創
出
す
る
。

･
商
店
街
内
の
既
存
店
舗
の
営
業
行
為
を
妨
げ
な
い
場

所
を
、
既
存
店
舗
と
競
合
し
な
い
営
業
行
為
を
行
う

も
の
に
対
し
て
、
一
定
の
基
準
･
ル
ー
ル
を
設
け
て

適
正
な
料
金
で
貸
し
付
け
る
。

(例
)
出
店
者
か
ら
の
出
店
料
徴
収

(本
実
験
で
有

効
性
確
認
)

○
ア
ー
ケ
ー
ド
の
吊
り
下
げ
バ
ー
の
企
業
等
に
対
し
て
情

報
発
信
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
貸
付
料
徴
収

･
快
適
な
道
路
空
間
を
創
出
す
る
た
め
に
収
益
の
一
部

を
道
路
環
境
整
備
な
ど
に
還
元
す
る
。

(例
)
道
路
清
掃
、
花
に
よ
る
道
路
空
間
装
飾
、
街

な
か
案
内
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
、
情
報
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
、
既
存
ビ
ル
の
共
同
ト
イ

レ

･
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
の
提
供
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス

の
設
置
な
ど

3

に
ぎ
わ
い
空
間
や
快
適
空
間
創
出
に
向
け
た
取
組
み

○
非
日
常
的
な
演
出
や
快
適
な
空
間
づ
く
り
を
今
後
も
継

続
的
に
検
討
･
実
践
し
て
い
く
。

0
商
空
間
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
人
と
人
が
ふ
れ
あ
え

る
交
流
の
場

(コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
)
と
し
て
活
用
し

て
い
く

･
本
実
験
で
ニ
ー
ズ
の
高
か
っ
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
な

ど
の
実
施
に
よ
り
、
誰
も
が
楽
し
め
る
非
日
常
的
な

商
空
間
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
当
面
は
、
現
行
の
法

運
用
の
範
囲
内
で
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が
ら

継
続
的
に
実
施
す
る
。

･
ま
た
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
、
身
障
者
を
含
め
て
全

て
の
人
が
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
道
路
清
掃
事

業
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
、
ト
イ
レ
や
ベ
ン
チ
の
設

置
な
ど
に
つ
い
て
も
継
続
的
に
検
討
･
実
践
し
て
い

　　　　

･
商
店
街
内
の
既
存
店
舗
の
営
業
行
為
を
妨
げ
な
い
公

益
性
の
高
い
集
客
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
す
る
団
体
等

に
よ
る
快
適
な
楽
し
い
歩
行
空
間
を
来
街
者
に
提
供

す
る
。

(例
)
美
術

･
陶
器
団
体
等
に
よ
る
展
示
即
売
会

(街
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
)、
花
市
場
団
体
等
に
よ
る

利
益
還
元
セ
ー
ル
、
静
か
な
音
楽
愛
好
家
に
よ
る

街
な
か
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
施
な
ど
。

九

ま
と
め

鹿
児
島
市
の
中
心
市
街
地
に
お
け
る
社
会
実
験
は
、
非

常
に
長
い
期
間
に
わ
た
り
実
施
を
し
た
た
め
、
商
店
街
の

方
々
の
ご
苦
労
は
か
な
り
の
も
の
が
あ
り
、
今
後
改
善
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
来
街
者
の
方
々
か
ら
高
い
評
価

を
得
る
こ
と
が
で
き
、
中
心
市
街
地
を
訪
れ
る
全
て
の

人
々
が

｢地
元
の
商
店
街
｣
と
し
て
、
そ
の
活
性
化
に
期

待
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
ま

す
。今

後
は
、
商
店
街
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が

で
き
る
よ
う
に
、
地
元
の
方
々
と
も
接
点
を
作
り
、
よ
り

地
域
に
愛
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
、
社
会
実
験
に
取
り
組
ま
れ
た
商
店
街

の
方
々
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と
も
に
、
関
係
の
皆
様
方
の

ご
支
援
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
の
意
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
本
レ
ポ
ー
ト
が
少
し
で
も
他
の
商
店
街
の
皆
様

方
の
参
考
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。




